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明日をひらく地域活性化のための情報誌
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表
紙

日
本
最
大
級
出
雲
大
社
神
楽
殿
大
し
め
縄

（
島
根
県
飯
南
町
）

平
成
30
年
７
月
、
長
さ
13
・
６
㍍
、
重
さ
５
・
２
㌧

の
大
し
め
縄
を
制
作
、
出
雲
大
社
神
楽
殿
へ
の
取
り
付

け
を
行
い
ま
し
た
。
出
雲
大
社
神
楽
殿
の
大
し
め
縄
は

日
本
最
大
級
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
大
し
め
縄

は
古
く
か
ら
、
出
雲
大
社
と
ゆ
か
り
の
深
い
島
根
県
飯

南
町
で
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
神
無
月
、
全
国
の
神
々

は
出
雲
大
社
へ
集
合
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
が
、
神
々
は

ま
ず
、
飯
南
町
に
あ
る
琴
引
山
へ
降
臨
し
た
後
、
出
雲

大
社
へ
お
入
り
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
制

作
さ
れ
た
大
し
め
縄
は
、
は
で
干
し
米
の
ワ
ラ
、
ま
た
、

し
め
縄
づ
く
り
専
用
に
育
て
ら
れ
た
赤
穂
も
ち
と
い
う

青
刈
り
ワ
ラ
を
、
お
よ
そ
１
・
５
㌶
分
使
用
し
、
１
年

の
歳
月
と
、
延
べ
８
０
０
人
の
町
民
に
よ
り
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。

飯
南
町
は
、
こ
う
し
た
大
し
め
縄
の
制
作
技
術
の
伝

承
と
「
日
本
一
大
し
め
縄
の
里
飯
南
町
」
を
掲
げ
た
観

光
誘
客
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26
年
に
「
飯
南
町
大
し

め
な
わ
創
作
館
」
を
開
館
し
ま
し
た
。
大
し
め
な
わ
創

作
館
で
は
、
全
国
か
ら
依
頼
の
あ
る
神
社
等
の
大
し
め

縄
の
制
作
風
景
を
見
学
で
き
る
ほ
か
、
職
人
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
な
が
ら
手
づ
く
り
し
め
縄
の
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
飯
南
町
産
業
振
興
課

（
０
８
５
４
‐
７
６
‐
２
２
１
４
）

（
写
真
提
供
＝
飯
南
町
産
業
振
興
課
）

出雲大社神楽殿
大しめ縄の撚りあわせ

̎̌̍ -̔ 9
 1 巻頭エッセー／「新しい茨城づくり」の実現に向けて 大井川和彦（茨城県知事）

レギュラーリポート

●北海道 １月 30 日は世界自然遺産・知床の日 澤井尚美
●山形県南陽市 めざせ 100 万円 ! 南陽若者コンペティション 小下圭介
●富山県 新聞から展開、デザインで地域を元気に 高原和彦
●長野県 「信濃の国」を歌う、学ぶ、身近に感じる 小脇美登理
●滋賀県日野町 地域と官民連携で再生された近江鉄道日野駅舎 正木博之
●大阪府堺市 市民、企業、大学、行政が共同で新たなまちを形成 湯川まゆみ
●岡山県倉敷市 合併 50 周年事業で倉敷を誇りに思う若者を育てる 安藤俊晴
●香川県 四国八十八ヶ所霊場 1200 年の「あしあと」 十河瑞澄
●宮崎県日南市 「小村寿太郎」の歴史紙芝居・電子番組を制作 深田和広

【特集編では基調論文、全11事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

 2  歴史のなかに未来を構想する 丁野　朗（東洋大学大学院国際観光学部客員教授
ANA 総合研究所シニアアドバイザー ）

 6 新潟県新潟市 開港 150 周年を契機に「みなとまち新潟」を発信 山田瑞人

 8 島根県松江市 茶の湯のまち・松江の文化と産業を次の世代へ 髙田俊哉
 10  「明治 150 年」を迎えて広がる自治体の取り組み 植草泰彦（内閣官房「明治 150 年」

関連施策推進室企画官 ）

基調論文

副基調論文

Ҡॅ・ఆॅ・ަྲྀ推進ࢧԉ事業　岩ख県山田ொ
地域の食材を活かした農家レストランで地域おこし
 服部真理

地方創生実践塾　岩ख県ࢵ波ொ
稼ぐインフラとリノベーションまちづくり
 鎌田千市

ւ外ௐ査ใ告　ϑϥンス・φンτ市
文化芸術による持続可能なまちづくり
ւ外ௐ査ใ告　Φϥンダ
認知症になっても安心して暮らせる地域づくり
地方創生へʕ΢ッυスターτએ܈　ݴഅ県ΈなかΈொ
世界に認められたみなかみの自然と人々のくらし
 小野宏和

ฏ成�0年౓౔日ू中セミφー
デザイン思考で紡ぐ住民志向のシティプロモーション

  グラビア

28 手前みそですが… 【鳥取県境港市】

広ใࣨͩΑり
「地方創生カレッジ」に講座を提供

ट௕のࢥい
富士とともに歩む豊かで力強いまちを目指して

堀内　茂（山梨県富士吉田市長）

地域づくりは人づくり
起業家移住者がぞくぞく集まっている理由
 齋藤潤一、稲田佑太朗

աૄ໰題シンϙジ΢Ϝのお知らͤ
平成 30 年は山口県で

「全国過疎問題シンポジウム」を開催します！
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表3

平成30年は山口県で
「全国過疎問題シンポジウム」を開催します！

テーマ　“田園回帰”～地方に若者を呼び込む～

10/25（木）
◇全体会：山口市（山口県総合保健会館多目的ホール）　13:00～17:00
○過疎地域自立活性化優良事例表彰式
○基調講演「田園回帰の時代～人と仕事を取り戻す１％戦略～」
  藤山 浩（（一社）持続可能な地域社会総合研究所所長）

2017年に持続可能な地域社会総合研究所を設立。
総務省や内閣府などの国の有識者委員会にも数多く参加。 
著書に「田園回帰１％戦略～地元に人と仕事を取り戻す」など。

○パネルディスカッション
コーディネーター：指出 一正（「ソトコト」編集長）
パ ネ リ ス ト：  榊田 みどり（農業ジャーナリスト・明治大学客員教授） 

ヒビノ ケイコ（4コマ漫画エッセイスト・作家） 
松嶋 匡史（（株）瀬戸内ジャムズガーデン代表取締役） 
藤道 健二（山口県過疎地域対策促進協議会会長・萩市長）

◇交流会：山口市（ホテルかめ福）18:00～19:30

10/26（金）
◇分科会　10:00～16:30

։࠵市ொ名 設名ࢪ ΞΫセス ಺༰

ୈ̍分Պ会
長໳市 ϥϙールゆ΍ 山口市಺からंで໿�0分

（౬田ԹઘϗテルニュータφカΑりバス༌ૹ）
・աૄ地域自立活性化༏ྑ事ྫൃ表会
・現地࡯ࢹ

ୈ̎分Պ会
ഡ市

ѴϚルチϝディΞ
センター

山口市಺からंで໿�0分
（౬田ԹઘϗテルニュータφカΑりバス༌ૹ）

・ύωルディスカッシϣン
・現地࡯ࢹ

ୈ̏分Պ会
岩国市 ϋーϞニーΈΘ 山口市಺からंで໿100分

（౬田ԹઘϗテルニュータφカΑりバス༌ૹ）
・ύωルディスカッシϣン
・現地࡯ࢹ

ୈ̐分Պ会
प๷大島ொ

山口県
大島๷災センター

山口市಺からंで໿10�分
（౬田ԹઘϗテルニュータφカΑりバス༌ૹ）

・աૄ地域自立活性化༏ྑ事ྫൃ表会
・現地࡯ࢹ

開催日等

総務省、全国過疎問題シンポジウム実行委員会 
（山口県、全国過疎地域自立促進連盟、山口県過疎地域対策促進協議会）主　催

全国過疎問題シンポジウム実行委員会事務局
〒753-8501 山口県山口市滝町1-1 山口県中山間地域づくり推進課内 
TEL：083-933-2549　FAX：083-933-2559

連絡先

藤山 浩氏

地域づくり 9月号
2018 年 9 月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13 階 電話 03-5202-6131（代）https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。編集室（03-5202-6139）まで、ご連絡下さい。
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茨
城
県
は
、
温
和
な
気
候
で
自
然
災
害
が
少
な
く
、
都
市
的
な

生
活
と
豊
か
な
自
然
が
共
存
す
る
大
変
暮
ら
し
や
す
い
県
で
す
。

県
内
に
は
、日
本
三
名
瀑
の
ひ
と
つ
で
あ
る
袋
田
の
滝
や
霊
峰
・

筑
波
山
な
ど
雄
大
な
自
然
環
境
に
加
え
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
弘
道
館
や
日
本
三
名
園
の
ひ
と
つ
で
あ
る
偕
楽
園
な
ど
歴
史
的

な
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
国
営
ひ
た
ち

海
浜
公
園
の
丘
一
面
を
鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
で
染
め
る
ネ
モ
フ
ィ
ラ

や
秋
の
真
っ
赤
な
コ
キ
ア
が
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。ま

た
、
広
大
で
肥
沃
な
農
地
、
黒
潮
と
親
潮
が
交
錯
す
る
豊
か

な
海
を
有
し
、
メ
ロ
ン
や
レ
ン
コ
ン
、
サ
バ
、
ア
ン
コ
ウ
な
ど
、

品
質
の
優
れ
た
農
林
水
産
物
が
獲
れ
る
「
食
の
宝
庫
」
と
し
て
日

本
の
食
卓
を
支
え
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、「
活
力

が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後

の
県
政
の
具
体
的
な
方
向
性
を
示
す
「
新
し
い
茨
城
づ
く
り
政
策

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
・
公
表
し
、
こ
の
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
を
さ
ら
に

具
体
化
す
る
「
新
た
な
茨
城
県
総
合
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、県
民
の
皆
様
が
「
豊
か
さ
」
を
享
受
し
、

「
安
心
安
全
」
な
生
活
環
境
の
も
と
、
未
来
を
担
う
「
人
財
」
が

育
ま
れ
、「
夢
・
希
望
」
に
溢
れ
た
茨
城
を
実
現
し
て
い
く
た
め

４
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
新
た
な
成
長
分
野
の
本
社
機
能
等
の
移
転
に
対

し
て
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
る
最
大
ü÷
億
円
の
補
助
制
度
を

創
設
す
る
な
ど
誘
致
を
進
め
、
若
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
質
の
高

い
雇
用
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
集
積
・
集
約
を
加
速
化

し
「
茨
城
モ
デ
ル
水
稲
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
」
を
育
成
す
る
な
ど
「
儲

か
る
農
業
」
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、「
茨
城
県
医
師
不
足
緊
急
対
策
行
動

宣
言
」
に
基
づ
き
、
県
立
高
校
・
中
等
教
育
学
校
５
校
に
お
い
て

医
学
コ
ー
ス
を
創
設
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
、
県
民

の
命
を
守
る
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
急
速
に
進
む
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
自
ら
考
え
、

行
動
し
、
解
決
で
き
る
人
財
を
育
成
す
る
た
め
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
英
語
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
人
気
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
「
つ
く
ば
霞
个
浦
り
ん
り

ん
ロ
ー
ド
」
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
の
発
信
や
、
本

県
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム
な
ホ
テ
ル
の
誘
致
と

い
っ
た
新
た
な
観
光
の
創
生
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
は
、
実
際
に
そ
れ
を
執
行
す

る
組
織
体
制
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
本
年
４
月
に
大
幅

な
組
織
改
編
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
県
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
、
ど
の
よ
う
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
か
に
売
り
込
ん
で

い
く
か
と
い
う
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
企
業
誘
致
や
企
業
の
海

外
展
開
支
援
、
県
産
品
の
販
路
拡
大
、
観
光
な
ど
の
営
業
活
動
を

統
一
的
か
つ
強
力
に
推
進
す
る
「
営
業
戦
略
部
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
組
織
の
名
称
や
形
態
が
変
わ
る
こ
と
で
職
員
の
意
識
も
変
わ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
柔
軟
に
政
策
が
実
行

可
能
と
な
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
「
選
択
と
集
中
」
を

徹
底
す
る
こ
と
で
観
光
や
県
産
品
な
ど
の
高
付
加
価
値
化
に
よ
る

茨
城
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
進
め
ま
す
。

本
年
ø÷
月
に
は
世
界
湖
沼
会
議 

が
開
催
さ
れ
、
来
年
に
は
Ｇ
ù÷

貿
易
・
デ
ジ
タ
ル
経
済
大
臣
会
合
、
茨
城
国
体
・
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
さ
ら
に
２
０
２
０
年
に
は
、
茨
城
カ
シ
マ
ス
タ
ジ

ア
ム
に
お
い
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
も
開
催
さ

れ
ま
す
。
本
県
の
魅
力
を
国
内
外
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好

の
機
会
で
す
の
で
、
私
自
身
が
「
顔
の
見
え
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」

と
し
て
先
頭
に
立
ち
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

新
し
い
茨
城
づ
く
り
は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
新
し
い
発
想
で
諦
め
ず
、
常
識
を
疑
い
、
自
ら
変
わ
る
勇
気

を
持
っ
て
挑
戦
す
れ
ば
必
ず
希
望
に
満
ち
た
茨
城
の
未
来
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

時
代
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
中
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
な
が
ら
、
未
来
に
希
望
の
持
て
る
新
し
い
茨
城
づ
く
り

に
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

େҪ઒ɹ࿨඙ҵ৓ݝ஌ࣄ

ʮ৽͠ ͍ҵ৓ͮくΓʯͷ࣮ݱに͚ͯ޲
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特 集
日
本
再
発
見
に
繋
げ
た
い

歴
史
・
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー

私
た
ち
は
好
ん
で
「
節
目
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
。
そ

れ
は
、
現
在
の
環
境
に
飽
き
足
り
ず
、
何
ら
か
の
転
機
を

迎
え
た
い
と
い
う
願
望
の
表
れ
で
も
あ
ろ
う
。
節
目
の
語

源
で
あ
る
竹
は
、
中
身
は
空
洞
だ
が
節
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
高
く
伸
び
て
い
け
る
。
そ
ん
な
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

節
目
と
い
え
ば
、
今
年
は
「
明
治
１
５
０
年
」
の
区
切

り
の
年
で
も
あ
る
。「
明
治
維
新
１
５
０
年
」
と
い
っ
た

言
い
方
も
さ
れ
る
が
、
明
治
維
新
が
ど
の
時
代
の
こ
と
を

さ
す
の
か
は
な
か
な
か
難
し
い
。

い
わ
ゆ
る
明
治
維
新
の
始
期
は
、
幕
末
「
天
保
期
（
１

８
３
０
〜
ûú
年
）」
や
「
ペ
リ
ー
来
航
（
１
８
５
３
年
）」

と
言
わ
れ
る
。
前
者
は
、
幕
府
の
威
信
失
墜
か
ら
こ
れ
に

反
抗
す
る
政
治
運
動
の
活
発
化
、
後
者
は
、
安
政
通
商
条

約
の
締
結
な
ど
、
日
本
が
国
際
的
関
係
や
資
本
主
義
世
界

市
場
の
一
環
に
深
く
組
み
込
ま
れ
た
と

い
う
見
解
で
あ
る
。
終
期
に
つ
い
て
も

諸
説
あ
る
。「
西
南
戦
争
（
１
８
７
７

年
）」や「
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布（
１

８
８
９
年
）」
が
有
力
で
あ
る
。
西
南

戦
争
は
、
封
建
復
帰
を
目
ざ
す
士
族
の

反
政
府
運
動
が
終
わ
り
明
治
新
政
府
の

基
盤
が
整
っ
た
こ
と
、
大
日
本
帝
国
憲

法
の
発
布
は
、
明
治
維
新
の
本
質
で
あ

る
天
皇
制
国
家
の
整
備
・
確
立
に
果
た

し
た
新
憲
法
の
役
割
や
、
こ
の
時
期
、

近
代
産
業
資
本
主
義
の
成
立
の
土
台
が

ほ
ぼ
で
き
あ
が
っ
た
こ
と
な
ど
に
着
目

す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
近
代
明
治
の
歴
史
に
つ
い

て
は
、
経
済
産
業
省
が
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
０
８
年
に

か
け
て
認
定
を
進
め
て
き
た
「
近
代
化
産
業
遺
産
群
úú
」

「
続
úú
群
」
に
関
わ
ら
せ
て
頂
い
た
。
明
治
以
降
の
経
済
・

都
市
・
社
会
・
文
化
の
変
遷
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
モ

ノ
・
コ
ト
を
「
産
業
の
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
た
の
が
、こ
れ
ら
úú
群
で
あ
る（
注
１
）。
こ
の
中
に
は
、

ա
ڈ
ʹ
ֶ
Μ
Ͱ
ະ
དྷ
Λ
ͭ
͘
Δ 

Ỗ
प
೥
Λ
ܖ
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史
の
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に
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を
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産
業
・
文
化
の
ス
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に
よ
る
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域
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
―
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「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」や「
富
岡
製
糸
場
」な
ど
、

そ
の
後
、
世
界
遺
産
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
も
含
ま
れ

て
い
る
。

ま
た
、
２
０
１
５
年
か
ら
は
文
化
庁
が
推
進
す
る
「
日

本
遺
産
」
の
認
定
に
も
関
わ
ら
せ
て
頂
い
て
い
る
。
こ
ち

ら
は
、
日
本
の
歴
史
・
文
化
を
象
徴
す
る
「
百
の
物
語
」

を
描
き
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
観
光
交
流

や
新
た
な
産
業
創
造
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
本
年
５
月
現
在
、
全
国
で
ýþ
件
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。

日
本
遺
産
は
、
日
本
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
な
ど
に
基

づ
く
事
業
で
あ
る
が
、
個
々
の
文
化
財
で
は
な
く
、
文
化

財
を
生
み
だ
し
た
地
域
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
そ
の
も
の
を

認
定
す
る
点
が
、
従
来
の
文
化
財
行
政
の
枠
を
超
え
る
画

期
的
な
事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
物
語
の
中

に
は
、
幕
末
か
ら
「
近
代
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
も
す

で
に
ø÷
件
を
超
え
て
い
る
（
注
２
）。

日
本
遺
産
の
認
定
に
は
３
つ
の
審
査
基
準
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
①
ス
ト
ー
リ
ー
内
容
が
、
当
該
地
域
の
際
立
っ

た
特
徴
・
特
色
を
示
す
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
魅
力
を
十

分
に
伝
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
②
日
本
遺
産
と

い
う
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
の
将
来
像

（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
が
適
切

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
ス
ト
ー
リ
ー
の
国
内
外
へ
の

戦
略
的
・
効
果
的
な
発
信
な
ど
、
日
本
遺
産
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
の
推
進
が
可
能
と
な
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
で
あ
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
そ
の
も
の
の

「
興
味
深
さ
」
や
「
斬
新
さ
」「
訴
求
力
」「
希
少
性
」「
地

域
性
」
が
重
視
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
遺
産
の
本
来
の

目
的
は
、
地
域
活
性
化
や
産
業
創
造
と
い
っ
た
点
を
重
視

し
て
い
る
の
で
、
①
は
必
要
条
件
で
は
あ
る
が
、
②
と
③

の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
や
具
体
的
施
策
、
施
策
を
担
う
体
制
づ

く
り
が
明
確
に
描
か
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
過
去
の
歴
史
や
文
化
を
単
に
物
語
化
す
る
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ら
を
地
域
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
域
活

性
化
計
画
に
具
体
化
し
実
行
す
る
の
が
日
本
遺
産
の
大
き

な
特
色
で
あ
る
。

理
想
を
失
い
心
の
価
値
を
見
失
っ
た
民
族
、
自
国
の
歴

史
を
忘
れ
た
民
族
は
滅
び
る
と
喝
破
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
歴
史
学
者
ア
ー
ノ
ル
ド
＝
ト
イ
ン
ビ
ー
で
あ
る
。今
、

わ
が
国
の
多
く
の
地
域
で
も
人
口
減
少
や
経
済
停
滞
の
中

で
、
地
域
の
未
来
に
不
安
を
も
ち
、
誇
り
を
失
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
近
代
化
産
業
遺
産
や
日
本
遺
産
な
ど

の
産
業
や
歴
史
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
自
信
を
失
い
か

け
て
い
る
地
域
に
、
新
た
な
未
来
へ
の
方
向
性
や
ビ
ジ
ョ

ン
を
も
た
ら
す
有
力
な
取
り
組
み
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
各

地
の
日
本
遺
産
、
と
り
わ
け
日
本
の
近
代
に
係
る
ス
ト
ー

リ
ー
事
例
を
も
と
に
、
地
域
活
性
化
の
考
え
方
や
そ
の
手

法
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

明
治
１
５
０
年
と
「
鎮
守
府
」

日
本
の
近
代
化
は
国
防
と
造
船
・
機
械
な
ど

の
重
工
業
の
確
立
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

そ
の
課
題
の
実
現
に
む
け
て
、
日
本
の
四
囲
の

海
を
防
御
す
る
「
鎮
守
府
」
は
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。

２
０
１
６
年
に
認
定
さ
れ
た
「
鎮
守
府　

横

須
賀
・
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴
〜
日
本
近
代
化
の

躍
動
を
体
感
で
き
る
ま
ち
〜
」
は
、
近
代
国
家
と
し
て
西

欧
列
強
と
対
等
に
渡
り
合
う
た
め
の
海
防
力
を
備
え
る
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
物
語
で
あ
る
。
１
８
８
４
年
（
明
治

øþ
年
）
の
横
須
賀
鎮
守
府
を
皮
切
り
に
、
１
８
８
９
年
に

呉
と
佐
世
保
、
１
９
０
１
年
に
舞
鶴
で
鎮
守
府
が
開
庁
さ

れ
た
。
そ
の
前
身
は
幕
末
の
１
８
６
５
年
（
慶
応
元
年
）

に
開
設
さ
れ
た
横
須
賀
造
船
所
（
製
鉄
所
）
で
あ
る
。
フ

ラ
ン
ス
の
技
術
指
導
に
よ
り
西
欧
か
ら
最
新
の
造
船
機
器

を
導
入
し
、
鉄
製
部
品
か
ら
建
築
用
煉
瓦
に
至
る
ま
で
、

必
要
な
も
の
は
全
て
同
製
鉄
所
で
生
産
す
る
体
制
を
短
期

間
に
整
え
た
。

こ
れ
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
原
点
に
は
、
鎮
守
府
に
選
ば

れ
た
４
港
の
地
政
学
上
の
共
通
項
が
あ
る
。
外
敵
か
ら
の

防
御
拠
点
と
し
て
、
背
後
を
急
峻
な
山
に
囲
ま
れ
、
敵
の

進
入
を
拒
む
深
く
入
り
組
ん
だ
湾
、
艦
艇
の
航
行
・
停
泊

が
可
能
な
深
い
水
深
と
穏
や
か
な
入
江
な
ど
で
あ
る
。
そ

の
地
理
的
特
性
を
活
か
し
、
半
農
半
漁
の
静
か
な
寒
村
に

時
代
の
最
先
端
技
術
を
集
積
し
、
海
軍
工
廠
や
病
院
、
水

道
な
ど
多
く
の
施
設
が
短
期
間
の
う
ち
に
建
設
さ
れ
た
。

海
に
開
け
た
地
形
は
半
面
で
陸
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
悪

い
。
坂
道
や
入
り
組
ん
だ
地
形
に
数
多
く
の
ト
ン
ネ
ル
やޖچ௟क෎ி （஍ํ૯؂෦ிࣷޖւ্ࣗӴୂݱࣷ）

௟क෎̐౎ࢢには༏れたਫಓࢪઃ͕ݐઃされ
た。ࣸਅはچ๺ٵড়ਫ場ୈ̍഑ਫ஑（෣௽چ௟
क෎ਫಓࢪઃ）
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橋
が
架
け
ら
れ
て
鉄
道
が
開
通
し
た
。艦
船
へ
の
水
補
給
、

流
入
す
る
膨
大
な
都
市
人
口
を
賄
う
た
め
に
早
く
か
ら
敷

設
さ
れ
た
水
道
施
設
も
、鎮
守
府
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

さ
ら
に
食
や
都
市
文
化
の
類
似
性
、
特
に
海
軍
由
来
の

食
文
化
は
魅
力
的
で
あ
る
。舞
鶴
海
兵
団
が
発
行
し
た「
海

軍
割
烹
術
参
考
書
」
に
は
当
時
の
１
０
０
種
類
以
上
の
洋

食
レ
シ
ピ
が
あ
る
。
有
名
な
肉
じ
ゃ
が
は
、
脚
気
予
防
と

し
て
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
を
日
本
人
の
口
に
馴
染
む
よ
う
改

良
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
は
、
各
艦
船
の
厨
房
カ
レ
ー

と
ま
ち
な
か
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
提
携
し
て
市
民
や
観
光
客

に
厨
房
の
味
を
提
供
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
赤
煉
瓦
倉
庫

群
や
鎮
守
府
長
官
官
舎
、
か
つ
て
の
要
塞
跡
な
ど
の
４
都

市
共
通
の
固
有
景
観
も
、
他
都
市
に
は
な
い
大
き
な
特
色

で
あ
り
魅
力
で
あ
る
。

共
通
の
歴
史
を
歩
ん
だ
旧
鎮
守
府
４
都
市
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
数
多
く
の
分
野
で
連
携
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
実
績
を
観
光
面
で
も
活
か
そ
う
と
、
旧
軍
４
港
を
貫
く

共
通
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
商
品
と
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
グ

ル
メ
交
流
、
固
有
の
景
観
を
活
か
す
環
境
整
備
、
４
都
市

の
ガ
イ
ド
交
流
な
ど
の
事
業
が
着
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

文
化
の
基
層
に
あ
る
地
域
の
産
業
資
源
の
活
用
と
新
た

な
事
業
創
出
、
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
発
化
に
よ
る
地
域
活

性
化
。
こ
れ
こ
そ
が
日
本
遺
産
の
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

大
久
保
利
通
の
夢
、
安
積
疏
水

日
本
の
近
代
化
に
お
い
て
灌
漑
、
上
水
道
や
産
業
用
水

の
確
保
、
発
電
に
よ
る
産
業
用
動
力
の
確
保
な
ど
に
大
き

く
貢
献
し
た
の
が
疏
水
事
業
で
あ
る
。
中
で
も
、
日
本
三

大
疏
水
と
言
わ
れ
る
安
積
疏
水
や
那
須
疏
水
、
琵
琶
湖
疏

水
は
、明
治
を
代
表
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
、
福
島
県
郡
山
市
・
猪
苗
代
の
安

積
疏
水
は
、「
未
来
を
拓
い
た
『
一
本
の
水
路
』

〜
大
久
保
利
通
〝
最
後
の
夢
〟
と
開
拓
者
の
軌

跡
」
と
し
て
、
２
０
１
６
年
に
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
。
明
治
新
政
府
に
よ
る
最
初
で
最
大

の
国
営
農
業
水
利
事
業
で
あ
る
。
郡
山
か
ら
猪

苗
代
湖
方
面
に
広
が
る
安
積
原
野
は
、
年
間
雨

量
が
１
２
０
０
㍉
に
も
満
た
な
い
水
利
の
悪
い

不
毛
の
丘
陵
地
帯
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
地
に
猪

苗
代
湖
の
水
を
引
く
夢
は
、
古
く
江
戸
時
代
か

ら
あ
っ
た
が
、
猪
苗
代
湖
の
水
位
低
下
の
懸
念

か
ら
実
現
で
き
な
い
で
い
た
。

そ
の
夢
の
実
現
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
の
が
、
当
時

の
内
務
卿
・
大
久
保
利
通
で
あ
る
。
１
８
７
６
年
（
明
治

９
年
）、
明
治
天
皇
の
東
北
巡
幸
の
下
見
に
来
た
大
久
保

は
、
福
島
県
と
地
元
富
商
が
結
成
し
た
「
開
成
社
」
が
進

め
て
き
た
官
民
一
体
の
開
拓
事
業
に
感
激
、
西
南
戦
争
後

の
士
族
授
産
と
国
家
安
定
を
図
る
殖
産
興
業
の
一
大
事
業

と
し
て
、
こ
の
疏
水
の
実
現
に
自
ら
の
夢
を
託
し
た
。
そ

し
て
１
８
７
８
年
（
明
治
øø
年
）
３
月
、
事
業
案
を
政
府

に
提
出
、
政
府
も
こ
れ
を
了
承
し
た
。
し
か
し
、
皮
肉
に

も
同
年
５
月
、
大
久
保
は
不
平
士
族
６
人
に
よ
っ
て
、
現

在
の
麹
町
紀
尾
井
坂
で
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

自
ら
は
夢
の
実
現
に
は
立
ち
会
え
な
か
っ
た
が
、
同
年

øø
月
の
九
州
久
留
米
藩
を
皮
切
り
に
、
全
国
９
藩
か
ら
旧

士
族
と
そ
の
家
族
約
２
０
０
０
人
が
、
刀
を
捨
て
て
原
野

開
拓
の
た
め
に
入
植
し
た
。
最
初
に
着
手
し
た
の
は
、
会

津
盆
地
と
安
積
原
野
の
水
の
流
れ
を
調
整
す
る
「
十
六
橋

水
門
」
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
、
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル

ン
を
招
聘
し
、
当
時
の
最
先
端
機
器
に
よ
る
実
測
を
通
じ

て
、
安
積
原
野
に
水
を
流
し
て
も
反
対
側
の
会
津
へ
の
水

量
が
減
ら
な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

最
大
の
難
関
は
、
奥
羽
山
脈
に
全
長
５
８
５
㍍
の
ト
ン

ネ
ル
を
掘
削
す
る
工
事
で
あ
っ
た
。
硬
い
岩
盤
を
砕
く
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
、
地
下
水
を
汲
み
出
す
蒸
気
ポ
ン
プ
、
補
強

の
た
め
の
セ
メ
ン
ト
使
用
な
ど
、
当
時
の
最
新
技
術
が
駆

使
さ
れ
た
。
こ
の
工
事
を
成
功
に
導
い
た
主
任
技
師
・
南

一
郎
平
ら
が
、
後
の
琵
琶
湖
疏
水
（
明
治
øÿ
年
着
工
）
建

設
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

こ
う
し
て
安
積
疏
水
は
１
８
８
２
年
（
明
治
øü
年
）
に

完
成
。
工
事
期
間
３
年
、
延
べ
ÿü
万
人
の
労
力
と
約
ûø
万

円
（
現
在
価
値
で
は
約
４
７
０
億
円
）
も
の
予
算
を
費
や

し
た
世
紀
の
大
工
事
で
あ
っ
た
。
疏
水
は
大
地
を
潤
し
、
米

の
収
穫
量
は
ø÷
倍
以
上
に
増
加
、
安
積
原
野
は
全
国
有
数

の
米
ど
こ
ろ
に
変
身
し
た
。

他
方
、
猪
苗
代
湖
と
安
積
疏
水
の
落
差
を
利
用
し
て
１

８
９
９
年
（
明
治
úù
年
）
に
完
成
し
た
沼
上
発
電
所
は
、

わ
が
国
の
発
送
電
技
術
上
画
期
的
な
発
電
所
と
な
っ
た
。

発
電
所
か
ら
ùú
㌔
離
れ
た
郡
山
中
心
部
ま
で
の
高
圧
・
長

距
離
送
電
を
実
現
し
、
こ
の
電
力
が
製
糸
、
紡
績
、
電
気

化
学
な
ど
、
今
日
の
郡
山
の
産
業
発
展
の
礎
と
な
っ
た
。 ҆ੵૃਫの։୓ࣄ຿ॴ͕ஔかれたʮ։੒ؗʯ

ձ௡ຍ஍ͱ҆ੵݪ໺のਫのྲྀれをௐ੔すΔे࿡ڮ
（ձ௡஍Ҭޫ؍ۀ࢈ΨΠυΑりҾ༻）
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安
積
疏
水
の
日
本
遺
産
認
定
は
、
明
治
以
来
の
地
域
の

歴
史
と
誇
り
の
再
生
に
繋
が
っ
た
。
地
元
郡
山
市
は
、
そ

の
偉
業
を
新
た
な
観
光
交
流
資
源
と
し
て
活
か
す
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
一
般
に
歴
史
資
源
の
観
光
活

用
は
難
し
い
と
言
わ
れ
る
が
、
京
都
琵
琶
湖
疏
水
が
外
国

人
観
光
客
に
人
気
を
博
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は

新
た
な
国
際
観
光
資
源
と
し
て
注
目
を
集
め
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
よ
う
。

は
じ
ま
り
は
「
一
輪
の
綿
花
」
か
ら

わ
が
国
の
産
業
近
代
化
は
鉱
山
と
繊
維
が
牽
引
し
た
。

そ
の
う
ち
繊
維
に
係
る
事
例
の
一
つ
が
岡
山
県
倉
敷
市
の

紡
績
産
業
で
あ
る
。

倉
敷
市
は
、
１
９
６
７
年
に
児
島
市
、
玉
島
市
と
の
新

設
合
併
に
よ
っ
て
発
足
し
た
。
県
下
で
は
岡
山
市
に
次
ぐ

人
口
ûÿ
万
人
を
擁
す
る
中
核
市
で
あ
り
、
製
造
品
出
荷
額

は
、
京
阪
神
を
除
く
西
日
本
最
大
で
、
大
阪
市
な
ど
と
並

ぶ
工
業
都
市
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
か
つ
て
の
児
島
、
玉
島
を
含
む
倉
敷
エ
リ
ア

は
「
吉
備
の
穴
海
」
と
呼
ば
れ
る
一
面
の
海
で
あ
っ
た
。

近
世
以
降
の
干
拓
に
よ
っ
て
徐
々
に
塩
田
な
ど
が
陸
地
に

姿
を
変
え
た
が
、
干
拓
地
は
米
作
に
適
さ
ず
、
綿
や
イ
グ

サ
が
栽
培
さ
れ
た
。
ま
さ
に
そ
の
「
一
輪
の
綿
花
」
か
ら
、

明
治
以
降
、
民
間
紡
績
業
の
育
成
が
奨
励
さ
れ
、
下
村
紡

績
（
児
島
）、
玉
島
紡
績
（
玉
島
）
が
開
業
。
そ
し
て
１

８
８
９
年
（
明
治
ùù
年
）
に
は
英
国
式
最
新
機
械
を
備
え

た
有
限
責
任
倉
敷
紡
績
所
（
の
ち
の
倉
敷
紡
績
・
ク
ラ
ボ

ウ
）
が
設
立
さ
れ
、
大
原
孝
四
郎
が
初
代
社
長
に
就
任
し

た
。
か
つ
て
塩
業
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
の
地
域
は
、そ
の
後
、

日
本
一
の
繊
維
産
業
の
地
に
転
身
し
た
の
で
あ
る
。

１
９
０
６
年
（
明
治
úĀ
年
）、
２
代
目
社
長
に
就
任
し

た
大
原
孫
三
郎
は
、
紡
績
業
で
得
た
富
で
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
・
社
会
・
福
祉
事
業
を
手
掛
け
た
。
工
員
が
初
等
教
育

す
ら
受
け
て
い
な
い
こ
と
に
驚
き
、
職
工
教
育
部
や
尋
常

小
学
校
を
設
立
し
た
。
大
原
美
術
館
の
礎
と
な
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
集
め
た
洋
画
家
・
児
島
虎
次
郎
も
こ
う
し
た
奨

学
生
の
一
人
で
あ
っ
た
。

工
員
の
労
働
環
境
改
善
に
も
熱
心
で
、
社
宅
に
は
医
師

や
託
児
所
も
備
え
、
社
員
勧
誘
用
の
映
画
ま
で
作
っ
た
。

日
露
戦
争
な
ど
で
増
え
た
孤
児
の
た
め
の
孤
児

院
へ
の
支
援
や
、
倉
紡
中
央
病
院
（
現
在
の
倉

敷
中
央
病
院
）
を
設
立
し
、
工
員
だ
け
で
な
く

市
民
の
診
療
も
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
支
援
金
額

は
巨
額
に
上
っ
た
が
、
反
対
す
る
重
役
た
ち
に

「
わ
し
の
眼
は
十
年
先
が
見
え
る
」
と
言
っ
て

押
し
切
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
有
名
で
あ

る
。こ

う
し
て
倉
敷
は
世
界
に
誇
る
「
日
本
一
の

繊
維
の
ま
ち
」
に
成
長
し
た
。
そ
の
発
展
の
中

で
形
作
ら
れ
た
伝
統
的
な
商
家
群
と
、
旧
倉
敷

町
役
場
な
ど
明
治
以
降
の
洋
館
建
築
が
調
和
す
る
、
素
晴

ら
し
い
街
並
み
を
生
み
出
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の

地
域
発
展
史
を
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
た
の
が
日
本
遺
産
「
一
輪

の
綿
花
か
ら
始
ま
る
倉
敷
物
語
〜
和
と
洋
が
織
り
な
す
繊

維
の
ま
ち
〜
」
で
あ
る
。

か
つ
て
学
生
服
で
有
名
で
あ
っ
た
児
島
地
区
は
、
今
や

数
々
の
ジ
ー
ン
ズ
メ
ー
カ
ー
が
ひ
し
め
く
世
界
ブ
ラ
ン
ド

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
単
な
る
生
産
地
で
は
な
く
、「
ジ
ー

ン
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
」
を
核
に
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
も

始
ま
っ
て
い
る
。

一
人
の
優
れ
た
人
物
の
想
い
や
事
業
が
、
地
域
の
新
た

な
未
来
を
拓
き
リ
ー
ド
す
る
。
倉
敷
は
、
そ
ん
な
ス
ピ
リ

ッ
ト
に
富
ん
だ
地
域
で
あ
る
。

お
わ
り
に

歴
史
は
単
に
過
去
の
も
の
で
は
な
い
。
産
業
や
都
市
・

文
化
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
先
人
た
ち
の
知
恵
と
熱
い

思
い
、特
に
草
創
期
の
最
初
の
一
歩
は
、今
に
生
き
る
我
々

に
大
き
な
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
の
勇
気
が
地
域
の

未
来
を
拓
く
動
機
と
な
り
、
地
域
に
新
た
な
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
が
生
ま
れ
る
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
が
、
ま
さ
に
歴
史
の
な

か
に
未
来
を
構
想
す
る
こ
と
、「
ふ
り
返
れ
ば
未
来
」
な

の
で
あ
る
。

（
注
１
）「
近
代
化
産
業
遺
産
群
úú
」
の
一
覧
は
、
経
済
産

業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
照
。

（
注
２
）
こ
れ
ま
で
に
認
定
さ
れ
た
「
日
本
遺
産
」
の
一

覧
に
つ
い
て
は
下
記
参
照
（
２
０
１
８
年
５
月
現
在
）。　
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特 集
歴
史
あ
る
み
な
と
ま
ち
新
潟

新
潟
港
は
２
０
１
９
年
１
月
１
日
に
開
港
１
５
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
は
新
潟
港
に
つ
い
て
ど
の
く
ら
い

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
新
潟
が
実
は
「
み
な
と
ま
ち
」
で

あ
る
こ
と
は
意
外
と
な
じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

開
港
１
５
０
周
年
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
以
前
か
ら
新
潟

に
港
は
あ
り
ま
し
た
。初
め
て
文
献
に
出
て
く
る
の
は「
蒲

原
津
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
少
な
く
と
も
千
年
前
に
は

新
潟
に
は
港
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
上
杉
氏
の
活

躍
し
た
戦
国
時
代
に
は
、蒲
原
津
の
ほ
か
に「
沼
垂
湊
」「
新

潟
津
」
を
合
わ
せ
た
３
つ
の
港
が
あ
り
、
流
通
や
交
通
、

軍
事
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
新
潟
は
、
北
前
船
に
よ
っ
て
北
海
道
や
大

阪
を
結
び
、
川
船
で
越
後
各
地
や
会
津
地
方
と
港
を
結
ん

◆◆◆

で
い
ま
し
た
。
新
潟
は
海
と
川
を
行
き
交
う
船
を
つ
な
ぎ
、

多
く
の
物
資
が
流
通
す
る
日
本
海
有
数
の
み
な
と
ま
ち
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
安
政
の
五
カ
国
条
約
に
よ
っ
て
開
港

地
に
選
ば
れ
、
１
８
６
９
年
１
月
１
日
（
旧
暦
・
明
治
元
年

øø
月
øĀ
日
）
に
海
外
に
向
け
て
新
潟
は
開
か
れ
た
の
で
す
。

現
在
の
新
潟
港
は
、主
に
旅
客
・
貨
物
双
方
を
扱
う
「
西

港
区
」と
外
貨
コ
ン
テ
ナ
貨
物
を
主
と
し
て
取
り
扱
う「
東

港
区
」
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
古
く
か

ら
栄
え
、
開
港
五
港
の
一
つ
と
し
て
諸
外
国
と
の
貿
易
を

開
始
し
た
の
は
、
新
潟
市
中
心
部
に
位
置
し
、
信
濃
川
河

口
部
に
開
か
れ
た
「
西
港
区
」
で
、
佐
渡
や
北
海
道
へ
の

定
期
旅
客
航
路
が
あ
り
、
周
辺
に
は
新
潟
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
「
萬
代
橋
」
も
あ
る
人
的
交
流
の
盛
ん
な
港
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
港
区
で
は
現
在
も
信
濃
川
の
水
深

を
確
保
す
る
た
め
に
底
に
た
ま
っ
た
土
砂
を
取
り
除
く

「
浚
渫
船
」
が
港
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
、�

み
な
と
ま
ち
新
潟
ス
タ
ー
ト

２
０
１
９
年
１
月
１
日
に
新
潟
開
港
１
５
０
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
新
し
い
新
潟
を
切
り
拓
く
ス
タ

ー
ト
の
機
会
と
し
て
位
置
付
け
、
み
な
と
ま
ち
を
育
ん
だ

歴
史
や
文
化
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
拠
点
性
の
向
上
や
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
国
内
外
か
ら
の
交
流
人
口
の
拡
大

や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
新
潟
開
港
１

５
０
周
年
記
念
事
業
を
実
施
す
る
実
行
委
員
会
を
、
国
、

県
、
市
を
は
じ
め
地
元
企
業
、
団
体
計
１
２
５
機
関
（
現

在
１
６
７
機
関
）
で
設
立
し
ま
し
た
。

開
港
１
５
０
周
年
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
黄
色

い
リ
ボ
ン
が
、
灯
台
の
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
の
よ
う
に
未
来
を

照
ら
し
人
々
を
導
き
、
ま
た
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
情
報
が
集

ま
り
「
出
会
う
」
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
さ
が
生
ま
れ
更
新

さ
れ
る
広
が
り
を
表
現
。
そ
の
上
に
Ｎ
ｉ
ｉｇ
ａ
ｔ
ａ
や

新
し
い
Ｎ
ｅ
ｗ
の
「
Ｎ
」
が
浮
か
び
上
が
る
。
水
色
の
ボ

ー
ダ
ー
は
港
ら
し
さ
を
演
出
し
、
信
濃
川
、
阿
賀
野
川
、

日
本
海
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
、
実
行
委
員
会
が
主
催
す

る
記
念
式
典
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
他
、
記
念
事
業
の
趣
旨

に
賛
同
い
た
だ
い
た
企
業
、
団
体
な
ど
か
ら
も
パ
ー
ト
ナ

ー
事
業
と
し
て
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
、
施
策
、
広
報
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆◆◆

新
潟
県
新
潟
市

―
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

 

交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
を
活
性
化
―

山
田
　
瑞
人

新
潟
市
２
０
１
９
年
開
港
１
５
０
周
年
推
進
課　

副
主
査

開
港
１
５
０
周
年
を
契
機
に

 

「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」
を
発
信

৽ׁ։ߓ 150 प೥
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「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」
ら
し
さ
×
新
し
さ
を

体
現
す
る
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｎ
ｉ
ｉ�

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」

今
回
の
記
念
事
業
は
、
開
港
１
５
０
周
年
を
単
に
祝
う

の
で
は
な
く
、
新
し
い
新
潟
を
つ
く
っ
て
い
く
ス
タ
ー
ト

と
位
置
づ
け
、「
Ｎ
ｉ
ｉ 

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
Ｎ
ｉ
ｉ 
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
と
は
、「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」

ら
し
さ
、そ
し
て
新
し
さ
を
体
現
す
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」
の
魅
力
を
カ
タ
チ
に
す
る
モ
ノ
・

コ
ト
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
開
発
に
あ
た
っ
て
は
新
潟
に

所
縁
の
あ
る
企
業
・
団
体
や
学
生
な
ど
様
々
な
方
に
ご
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
、
こ
れ
ま
で
５
事
業
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
商
品
開
発
と
し
て
パ
テ
ィ
シ
エ
の
卵
で
あ
る

地
元
専
門
学
校
生
徒
と
古
町
芸
妓
が
２
種
類
の
ス
ウ
ィ
ー

ツ
を
開
発
し
、市
内
の
協
力
店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

次
に
、地
元
ア
イ
ド
ル
ク
ル
ー
プ
「
Ｎ
ｅ
ｇ
ｉｃ
ｃ
ｏ
」

が
デ
ザ
イ
ン
＆
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
を
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
制
作
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
地
元
バ
ス
企
業
に
協
力
い
た
だ
き
、
み
な
と
周
辺
エ

リ
ア
を
走
る
「
み
な
と
循
環
線
」
を
新
潟
に
住
ん
で
い
る

方
に
も
、
旅
行
な
ど
で
新
潟
を
訪
れ
た
方
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
バ
ス
」
と

し
て
ラ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

他
に
も
、
開
港
１
５
０
周
年
を
記
念
し
、
地
元
企
業
な

ど
に
協
力
い
た
だ
き
、
古
町
芸
妓
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
デ
ザ

イ
ン
し
た
記
念
商
品
に
よ
り
、「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」
を

地
域
全
体
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
ん
で
い

ま
す
。「

み
な
と
ま
ち
新
潟
」
を
盛
り
上
げ
る

運
動
体
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ�

Ｎ
ｉ
ｉ�

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」

今
回
の
記
念
事
業

は
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

「
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ 

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ　

み
ん
な
で

つ
く
る
、
み
な
と
ま
ち

新
潟
ス
タ
ー
ト
」
の
と

お
り
、
新
潟
に
関
わ
る

人
々
か
ら
企
画
、
実
施

し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
開
港
１
５
０
周
年

及
び
「
み
な
と
ま
ち
新

潟
」
を
盛
り
上
げ
る
運

動
体
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 
Ｎ

ｉ
ｉ 

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」
を

結
成
し
ま
し
た
。 

歌
手

◆◆◆

の
小
林
幸
子
さ
ん
を
キ
ャ
プ
テ
ン
に
、
新
潟
に
所
縁
の
あ

る
著
名
人
の
方
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
ク
ル
ー
に
就
任
し
て
い
た

だ
き
、「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」
の
魅
力
発
信
、
企
画
立
案

な
ど
、
様
々
な
形
で
記
念
事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

開
港
１
５
０
周
年
を
契
機
と
し
た
、

新
た
な
「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」
へ

２
０
１
９
年
は
、
新
潟
が
世
界
に
開
か
れ
た
港
に
な
り

１
５
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
年
で
す
。
７
月
に
開
催
さ

れ
た
「
海
フ
ェ
ス
タ
に
い
が
た
」
を
皮
切
り
に
、
同
日
開

幕
の
「
水
と
土
の
芸
術
祭
」
や
、
日
仏
友
好
１
６
０
周
年

に
当
た
り
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
る
日
本
文
化
の
紹
介
行

事
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
２
０
１
８
」
へ
の
参
加
な
ど
、
開
港

１
５
０
周
年
の
記
念
日
と
な
る
１
月
１
日
を
は
さ
ん
で
各

種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
２
０
１
９
年
の
新

潟
県
・
庄
内
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
も

連
動
し
て
、
県
や
県
内
外
の
市
町
村
と
の
連
携
を
一
層
強

化
し
な
が
ら
「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
面
で
は
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
を
支
え

て
き
た
象
徴
的
な
古
町
地
区
へ
の
行
政
機
能
移
転
に
よ

り
、
新
た
な
人
の
流
れ
、
投
資
や
居
住
人
口
の
増
加
が
期

待
で
き
る
と
と
も
に
、新
潟
駅
の
高
架
駅
第
一
期
開
業
を
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
し
、
都
心
軸
で
あ
る
新

潟
駅
周
辺
か
ら
万
代
地
区
、
古
町
地
区
の
活
性
化
に
向
け

て
、
民
間
の
活
力
を
引
き
出
し
な
が
ら
、「
日
本
海
拠
点

の
活
力
」
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

開
港
１
５
０
周
年
を
契
機
に
、
産
官
学
民
の
オ
ー
ル
新

潟
の
体
制
で
、
新
潟
の
街
を
よ
り
魅
力
化
し
、
新
潟
県
全

体
の
拠
点
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

Ϋϥ΢υϑΝϯσΟϯάにΑり੍࡞したϥοϐϯάόε
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松
江
市
と
茶
の
湯
、
不
昧
公

松
江
市
は
島
根
県
東
部
に
位
置
し
、
日
本
海
、
宍
道
湖
・

中
海
と
両
湖
を
結
ぶ
大
橋
川
、
国
宝
松
江
城
の
内
堀
・
外

堀
な
ど
海
・
湖
・
川
に
恵
ま
れ
た
水
の
都
で
す
。
古
代
に

は
出
雲
国
庁
が
置
か
れ
、
江
戸
時
代
に
は
堀
尾
家
、
京
極

家
、
松
平
家
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
明
治
に
は
県
庁
所

在
地
と
な
る
な
ど
、
今
日
ま
で
、
山
陰
地
方
の
政
治
・
経

済
・
文
化
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

松
江
市
を
代
表
す
る
文
化
に
、「
茶
の
湯
文
化
」
が
あ

り
ま
す
。
今
年
は
、
そ
の
茶
の
湯
文
化
の
基
礎
を
作
っ
た

松
江
藩
松
平
家
７
代
藩
主
・
治
郷
公
（
は
る
さ
と
、
１
７

５
１
〜
１
８
１
８
年
）
の
没
後
２
０
０
年
の
節
目
の
年
で

す
。治

郷
公
は
、
不
昧
（
ふ
ま
い
）
と
号
し
た
江
戸
時
代
後

期
の
大
名
茶
人
で
す
。
茶
道
諸
流
派
を
学
び
、
独
自
の
茶

風
を
極
め
、
茶
道
具
の
収
集
や
研
究
を
行
う
一
方
で
、
財

◆◆◆

政
改
革
に
も
取
り
組
み
、
傾
き
か
け
た
藩
政
を
立
て
直
し

ま
し
た
。
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
も
い
え
る
木
綿
・
鉄
・

人
参
・
蝋
な
ど
の
殖
産
政
策
、「
不
昧
公
好
み
」
と
呼
ば

れ
る
高
い
美
意
識
で
指
導
・
育
成
し
た
美
術
工
芸
、
和
菓

子
・
料
理
な
ど
は
、
松
江
市
の
文
化
と
産
業
の
礎
と
な
り

ま
し
た
。

こ
う
し
た
不
昧
公
の
数
多
く
の
功
績
を
称
え
、
茶
の
湯

の
文
化
と
産
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

し
て
、
２
０
１
８
年
を
中
心
に
「
不
昧
公
２
０
０
年
祭
」

と
し
て
記
念
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
記
念
事
業
で

は
、
伝
統
と
格
式
に
基
づ
い
た
茶
の
湯
は
も
と
よ
り
、
暮

ら
し
の
中
に
あ
る
松
江
ら
し
い
気
軽
な
茶
の
湯
に
も
触
れ

る
企
画
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

伝
統
と
格
式
の
茶
の
湯

松
江
市
で
は
、「
記
念
展
示
」「
記
念
茶
会
」「
国
指
定

重
要
文
化
財
・
菅
田
庵
修
復
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆◆◆

記
念
展
示
と
し
て
、
こ
の
春
に
は
東
京
で
特
別
展
「
大

名
茶
人
・
松
平
不
昧
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
秋
に
は
、
島

根
県
立
美
術
館
で
「
没
後
２
０
０
年 

大
名
茶
人
・
松
平

不
昧
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
県
東
部
に
あ
る
ゆ
か
り
の
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
７
館
で
も
特
別
な
展
覧
会
を
開
催
し
、
不
昧

公
ゆ
か
り
の
品
々
と
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
に
様
々
な
角
度

か
ら
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
じ
く
こ
の
秋
に
、
茶
道
øø
流
派
が
２
３
０
０
人
規
模

の
記
念
茶
会
を
催
し
、
同
時
期
に
あ
る
日
本
三
大
茶
会
・

松
江
城
大
茶
会
と
と
も
に
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
松
江
な
ら

で
は
の
茶
の
湯
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、不
昧
公
ゆ
か
り
の
茶
室
「
国
指
定
重
要
文
化
財
・

菅
田
庵
」
の
修
復
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
０
１
９
年

秋
に
は
修
復
後
の
姿
を
お
披
露
目
し
、
記
念
茶
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

暮
ら
し
の
中
に
溶
け
込
む
茶
の
湯

松
江
市
で
は
、
今
も
な
お
暮
ら
し
の
中
に
茶
の
湯
が
溶

け
込
ん
で
い
ま
す
。

生
活
雑
誌
「
暮
し
の
手
帖
」
の
初
代
編
集
長
・
花
森
安

◆◆◆

島
根
県
松
江
市

茶
の
湯
の
ま
ち
・

 
松
江
の
文
化
と
産
業
を
次
の
世
代
へ

髙
田
　
俊
哉

松
江
市
観
光
文
化
課
文
化
係
長

―
官
民
一
体
で
不
昧
公
２
０
０
年
祭
記
念
事
業
―
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治
は
、
そ
の
「
暮
し
の
手
帖
」
の
中
で
、「
こ
の
町
で
は
、

お
茶
は
、
け
い
こ
事
で
も
な
け
れ
ば
見
せ
か
け
の
教
養
で

も
な
い
。
よ
そ
の
町
で
、
番
茶
を
の
む
よ
う
に
、
さ
ら
さ

ら
と
う
す
茶
を
た
て
て
、
の
む
。（
中
略
）
松
江
で
は
、

お
茶
は
文
字
通
り
、
日
常
茶
飯
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。」

と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

松
江
市
の
茶
の
湯
文
化
は
、「
伝
統
と
格
式
」「
日
常
茶
飯
」

の
二
面
性
を
持
つ
と
こ
ろ
に
奥
深
さ
と
裾
野
の
広
さ
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
日
頃
か
ら
お
茶

を
嗜
む
人
も
高
齢
化
し
、
若
い
世
代
に
は
、
お
茶
の
あ
る

暮
ら
し
が
縁
遠
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
も
ま
た
事
実
で
す
。

「
昔
の
松
江
は
茶
の
湯
が
盛
ん
で
し
た
」
と
言
わ
れ
な

い
よ
う
に
、
不
昧
公
２
０
０
年
祭
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト

に
終
わ
ら
せ
な
い
、
ú÷
年
、
ü÷
年
先
の
未
来
に
向
け
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
親
し
み
や
す
い
茶
の
湯
、
生
活

文
化
産
業
と
し
て
の
茶
の
湯
に
関
連
し
た
企
画
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
取
り
組
み
を
幾
つ
か
紹
介
し

ま
す
。

親
し
み
や
す
い
茶
の
湯
、

生
活
文
化
産
業
と
し
て
の
茶
の
湯

親
し
み
や
す
い
茶
の
湯
に
つ
い
て
、「
自
宅
」「
お
店
」

「
暦
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
自
宅
」
で
お
茶
を
楽
し
む
茶
碗
と
し
て
、
若
者
向
け
の

ラ
テ
茶
碗
「
Ｍａ
ｔｓ
ｕ
ｅ 

Ｃ
ｈａ
ｔ
ｔｅ
（
ま
つ
え 

ち
ゃ

っ
て
）」
を
開
発
し
ま
し
た
。
カ
ワ
イ
イ
茶
碗
で
抹
茶
を

点
て
る
楽
し
さ
と
若
者
に
な
じ
み
の
深
い
抹
茶
ラ
テ
と
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
気
軽
に
茶
の
湯
を
楽
し
む
松
江

の
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ラ
テ

茶
碗
は
、
企
画
、
製
作
、
販
売
ま
で
一
貫
し
て
松
江
に
こ

だ
わ
り
抜
い
た
商
品
で
す
。
４
月
の
販
売
開
始
後
、
瞬
く

間
に
完
売
し
、
し
ば
ら
く
は
品
薄
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

東
京
の
島
根
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
も
高
い
評
価
を
得

て
、
在
京
有
名
ホ
テ
ル
が
企
画
し
た
夏
の
若
者
向
け
茶
会

イ
ベ
ン
ト
の
茶
碗
と
し
て
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
店
」
で
気
軽
に
茶
の
湯
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
地
元
の
タ
ウ
ン
情
報
誌
と
連
携

し
て
、
抹
茶
や
和
菓
子
を
提
供
す
る

お
店
、
抹
茶
を
使
っ
た
特
別
メ
ニ
ュ

ー
を
提
供
す
る
お
店
な
ど
を
ま
と
め

た
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
松
江 

Ｃ
Ｈ
Ａ 
ｎ
ｏ 

Ｙ
Ｕ
め
ぐ
り
」
を
１

万
部
製
作
し
ま
し
た
。
掲
載
úú
店
舗

は
目
印
と
し
て
不
昧
公
２
０
０
年
祭

の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
旗
を
軒
先
に
掲

げ
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
片
手
に
自
然
と

ま
ち
歩
き
が
楽
し
め
る
よ
う
に
仕
掛

け
て
い
ま
す
。

「
暦
」
の
な
か
で
茶
の
湯
を
楽
し

◆◆◆

ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
不
昧
公
の
命
日
（
４
月
ùû
日
）
を

「
茶
の
湯
の
日
」
と
し
て
制
定
し
ま
し
た
。
土
用
の
丑
の

日
は
、
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
る
、
ま
た
食
べ
な
く
て
も
そ
の
文

化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
松
江
も
、
茶
の
湯
の

日
を
通
じ
て
、
茶
の
湯
に
関
す
る
消
費
や
文
化
を
広
げ
て

い
く
狙
い
で
す
。
制
定
初
年
の
今
年
は
、
市
立
の
小
中
学

校
な
ど
で
抹
茶
を
使
っ
た
給
食
を
提
供
し
、小
売
店
で
は
、

茶
の
湯
関
連
商
品
の
特
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

茶
の
湯
の
生
活
文
化
産
業
と
し
て
代
表
的
な
和
菓
子
に

つ
い
て
は
、
市
内
老
舗
和
菓
子
店
７
社
の
協
力
を
得
て
不

昧
公
を
テ
ー
マ
に
思
い
を
馳
せ
て
製
作
し
た
記
念
和
菓
子

「
不
昧
菓
（
春
夏
）」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
県
外
で
の
催

事
販
売
、
市
内
で
の
一
般
販
売
と
も
に
目
標
を
大
き
く
上

回
り
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
９
月
か
ら
は
、「
不

昧
菓
（
秋
冬
）」
を
販
売
し
ま
す
。

茶
の
湯
文
化
を
次
の
世
代
へ

松
江
市
で
は
、
茶
の
湯
そ
の
も
の
が
様
々
な
産
業
を
起

こ
し
、
伝
統
文
化
と
し
て
生
活
の
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
て

き
ま
し
た
。
不
昧
公
２
０
０
年
祭
で
は
、
こ
の
こ
と
を
常

に
意
識
し
て
官
民
一
体
と
な
っ
た
記
念
事
業
を
企
画
、
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
不
昧
公
２
０
０
年
祭
を
一
過
性
の
イ

ベ
ン
ト
と
せ
ず
、
こ
れ
を
契
機
に
生
ま
れ
た
市
民
・
事
業

者
・
行
政
の
取
り
組
み
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら

の
松
江
市
に
と
っ
て
重
要
と
考
え
、
こ
の
よ
う
な
理
念
を

打
ち
出
し
た
条
例
の
制
定
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

不
昧
公
２
０
０
年
祭
を
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
「
茶
の

湯
の
ま
ち
・
松
江
」
を
次
の
世
代
へ
発
展
的
に
引
き
継
げ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆◆◆
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府
省
や
自
治
体
に
は
ま
だ
眠
っ
て
い
る
貴
重
な
文
書
も
存

在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
も
の
の
掘
り

起
こ
し
、
収
集
、
公
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
つ
目
は
、「
明
治
の
精
神
に
学
び
、
さ
ら
に
飛
躍
す

る
国
へ
向
け
た
施
策
」
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
若
者
、
女

性
、
外
国
人
が
活
躍
し
た
が
、
時
間
と
と
も
に
記
憶
が
薄

れ
て
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
や
、
一
部
に
し
か
知
ら
れ

て
お
ら
ず
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
数
多
い
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
「
明
治
１
５
０
年
」
を

機
に
、
こ
れ
ら
を
改
め
て
認
知
す
る
機
会
を
設
け
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

三
つ
目
は
、「
明
治
１
５
０
年
に
向
け
た
機
運
を
高
め

て
い
く
施
策
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
広
報
や
情
報

発
信
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
府
省
発
行
の
白
書

な
ど
に
明
治
関
連
の
記
事
を
記
載
す
る
こ
と
や
、
明
治

１
５
０
年
を
冠
し
た
武
道
大
会
等
の
各
種
記
念
大
会
の
開

催
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

国
の
取
り
組
み

（
１
）
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
ポ
ス
タ
ー
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

こ
う
し
た
「
明
治
１
５
０
年
」
の
取
り
組
み
を
普
及
さ

本
年
ø÷
月
で
明
治
改
元
か
ら
満
１
５
０
年

本
年
ø÷
月
ùú
日
に
、
明
治
改
元
か
ら
満
１
５
０
年
を
迎

え
る
。
明
治
以
降
、
日
本
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
、

立
憲
政
治
・
議
会
政
治
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
国
の
基
本

的
な
形
を
築
き
上
げ
る
と
共
に
、
技
術
革
新
や
産
業
化
の

推
進
、
教
育
の
充
実
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
近
代
化
へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
若
者
や
女
性
等
が
海
外
に
留
学

し
て
知
識
を
吸
収
し
、
外
国
人
か
ら
学
ん
だ
知
識
を
活
か

し
つ
つ
、
日
本
の
良
さ
や
伝
統
を
活
か
し
た
技
術
や
文
化

も
生
み
出
さ
れ
た
。

昨
今
で
は
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
世
界
経
済
の
不

透
明
感
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
激
動
の
時
代
を
迎
え
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
近
代
化
に
向
け
た
困
難
に
直
面

し
て
い
た
明
治
期
と
重
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
、「
明
治

１
５
０
年
」
を
節
目
に
改
め
て
明
治
期
を
振
り
返
り
、
将

来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
意
義
の
あ
る
こ
と
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
政
府
で
は
、
平
成
ùÿ
年
秋
よ
り

「
明
治
１
５
０
年
」
関
連
施
策
各
省
庁
連
絡
会
議
（
議
長
：

内
閣
官
房
副
長
官
）
を
立
ち
上
げ
、
自
治
体
や
民
間
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。
ø÷
月

ùú
日
に
は
、
憲
政
記
念
館
に
お
い
て
記
念
式
典
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

施
策
の
方
向
性

「
明
治
１
５
０
年
」
で
は
、
３
つ
の
点
を
軸
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

一
つ
目
は
、「
明
治
以
降
の
歩
み
を
次
世
代
に
遺
す
施

策
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
明
治
１
５
０
年
」
を
機
に
、

明
治
期
の
歴
史
的
遺
産
を
改
め
て
整
理
し
て
未
来
に
遺
す

こ
と
で
、
特
に
次
世
代
を
担
う
若
者
に
こ
れ
か
ら
の
日
本

を
考
え
て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
の
歴
史

公
文
書
を
保
存
す
る
施
設
で
あ
る
国
立
公
文
書
館
に
は
、

現
在
も
明
治
期
の
資
料
が
多
数
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
各

ա
ڈ
ʹ
ֶ
Μ
Ͱ
ະ
དྷ
Λ
ͭ
͘
Δ

Ỗ
प
೥
Λ
ܖ
ػ
ʹ
Ỗ

―
国
は
ロ
ゴ
マ
ー
ク
策
定
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
―植

草
　
泰
彦

内
閣
官
房
「
明
治
１
５
０
年
」
関
連
施
策
推
進
室
企
画
官

「
明
治
１
５
０
年
」
を
迎
え
て
広
が
る

 

自
治
体
の
取
り
組
み
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せ
る
た
め
、
政
府
で
は
、
昨
年
８

月
末
に
一
般
公
募
に
よ
り
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
策
定
し
た
。
こ
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
は
、
１
５
０
年
前
の
明
治

か
ら
の
大
き
な
一
歩
を
、
明
治
の

「
明
」
の
字
の
足
で
表
現
し
、
さ

ら
に
、
ジ
ャ
パ
ン
カ
ラ
ー
の
赤
と

白
を
使
い
、
１
５
０
年
の
丸
で
日

の
出
と
日
の
丸
を
表
現
し
て
い

る
。
新
た
な
一
歩
、
未
来
へ
の
一

歩
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
明
治
を

表
す
と
と
も
に
、
明
日
へ
向
か
う

一
歩
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
た
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し

た
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
明
治
の
歩
み
を
つ
な
ぐ
、

伝
え
る
」。
ポ
ス
タ
ー
は
、
明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
建

造
物
や
博
物
館
、
歴
史
資
料
館
等
を
中
心
に
、
各
地
の

施
設
で
貼
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
最
近
は
目
に
す
る

機
会
も
多
く
な
っ
て
き
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
方
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

昨
年
ø÷
月
に
は
特
設
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
開
設
し

た
。
本
年
８
月
現
在
で
の
べ
約
１
８
０
万
ア
ク
セ
ス
を

達
成
し
て
い
る
。
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
イ
ベ
ン
ト
カ

レ
ン
ダ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
明
治
時
代
の
写

真
な
ど
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
カ
レ

ン
ダ
ー
で
は
、
自
治
体
、
民
間
な
ど
の
も
の
も
含
め
て

全
国
津
々
浦
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
て
お
り
、
７
月

末
現
在
で
約
４
７
０
件
に
の
ぼ
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
文
書
館
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
時
間
軸
に
沿
っ
て
興
味
深
い
文
書
を
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
た
と
共
に
、
各
府
省
、
関
係
機
関
へ
の
リ
ン

ク
を
掲
載
し
た
。
写
真
コ
ー
ナ
ー
の
写
真
は
、
長
崎
大
学

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
高
精
細
画
像
の
も
の
を
は
じ
め
と
し

て
、
明
治
時
代
の
雰
囲
気
が
よ
く
わ
か
る
も
の
を
選
定
し

て
い
る
。
是
非
、
一
度
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
掲
載

を
希
望
さ
れ
る
自
治
体
や
団
体
が
あ
れ
ば
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

（
２
）
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
取
り
組
み

加
え
て
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
随
時
、
開
催
し
て
き
た
。

昨
年
ø÷
月
ùú
日
に
「
プ
レ
明
治
１
５
０
年
特
別
企
画
」
と

し
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
（
日
本
文
学
研
究
者
・

国
文
学
研
究
資
料
館
長
）
の
講
演
を
行
っ
た
（
於
：
三
菱

一
号
館
美
術
館
Ｃ
ａ
ｆｅ
１
８
９
４
）ほ
か
、本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
専
門
家
の
方
々
に
よ
る
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
の
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。
１
月
に
行
わ
れ
た
当
ツ
ア
ー

の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
御
厨
貴
氏
（
東
京
大
学

先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）
に
よ
る
講
演

会
も
開
催
し
た
。

国
立
公
文
書
館
に
お
い
て
は
、「
明
治
１
５
０
年
」
に

ʮ໌࣏ 150 ೥ʯϙελʔ
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関
連
し
て
、
本
年
は
４
つ
の
特
別
展
、
企
画
展
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
特
に
９
月
ùù
日
よ
り
開
催
さ
れ
る

特
別
展
「
躍
動
す
る
明
治

－

近
代
日
本
の
幕
開
け
」
で
は
、

大
日
本
帝
国
憲
法
、
五
箇
条
の
御
誓
文
な
ど
、
歴
史
の
教

科
書
に
登
場
す
る
資
料
も
多
数
展
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
。

各
府
省
の
取
り
組
み
も
着
実
に
増
え
て
き
て
い
る
。
例

え
ば
、
造
幣
局
で
は
１
年
を
通
じ
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
お
り
、
現
在
は
第
Ⅲ
期
「
造
幣
局
で
働
く
人
た
ち
」
が

開
催
中
、
９
月
ùù
日
か
ら
は
第
Ⅳ
期
「
旅
す
る
外
国
人

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ガ
ウ
ラ
ン
ド
」
が
開
催
予
定
で
あ
る
。

既
に
申
込
み
は
終
了
し
た
が
、
節
目
と
な
る
ø÷
月
ùú
日
に

は
記
念
硬
貨
の
発
行
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
現
在
で
も
外
務
省
外
交
史
料
館
や
法
務
省
赤

レ
ン
ガ
棟
に
お
け
る
企
画
展
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
政
府

全
体
で
積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
全
体
の
取

り
組
み
数
は
本
年
７
月
現
在
で
、
約
１
６
０
件
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。

民
間
団
体
の
取
り
組
み

民
間
団
体
に
お
い
て
も
、
様
々
な
場
面
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
博
物
館

等
に
お
け
る
企
画
展
・
特
別
展
、「
明
治
１
５
０
年
」
に

ち
な
ん
だ
旅
行
商
品
の
開
発
な
ど
が
あ
る
が
、「
明
治

１
５
０
年
」
に
ち
な
ん
だ
カ
ク
テ
ル
や
お
茶
と
い
っ
た
ド

リ
ン
ク
の
開
発
や
、
坂
本
龍
馬
の
船
中
八
策
に
な
ぞ
ら
え

て
子
供
た
ち
が
日
本
の
将
来
に
つ
い
て
提
言
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
と
い
っ
た
よ
う
な
個
性
的
な
取
り
組
み
も
あ

る
。
記
念
切
手
の
発
行
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

民
間
団
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
７
月
現
在
で
登
録

さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
４
０
０
程
度
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
申

請
が
あ
っ
た
取
り
組
み
も
６
４
０
程
度
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

自
治
体
の
取
り
組
み

（
１
）
広
が
る
取
り
組
み

「
明
治
１
５
０
年
」
は
、
自
治
体
に
お
い
て
特
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
取
り
組
み
数
に
つ

い
て
い
え
ば
、
昨
年
の
８
月
時
点
で
１
０
０
０
程
度
だ
っ

た
も
の
が
、
本
年
の
６
月
に
は
３
６
６
０
程
度
と
な
り
、

大
幅
に
増
加
し
た
。
こ
れ
に
は
、
総
務
省
が
特
別
交
付
税

に
よ
り
財
政
支
援
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
こ
と
も
影
響
し

た
か
も
し
れ
な
い
。
前
述
の
「
明
治
以
降
の
歩
み
を
次
世

代
に
遺
す
施
策
」「
明
治
の
精
神
に
学
び
、
さ
ら
に
飛
躍

す
る
国
へ
向
け
た
施
策
」
と
し
て
登
録
し
た
事
業
及
び
そ

の
事
前
準
備
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
の
対
象

と
す
る
こ
と
が
で
き
、
対
象
事
業
に
係
る
一
般
財
源
の
合

計
額
の
半
分
が
措
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

全
国
的
な
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
国
と
自
治
体
の

連
携
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
明
治

１
５
０
年
キ
ッ
ク
オ
フ
地
域
イ
ベ
ン
ト
」
を
、
本
年
１
月

か
ら
４
月
に
か
け
て
、
京
都
市
、
新
潟
市
、
岐
阜
県
、
旧

軍
港
４
市
（
舞
鶴
市
、
横
須
賀
市
、
呉
市
、
佐
世
保
市
）、

萩
市
、
奈
良
県
と
連
携
し
て
開
催
し
た
。

改
元
満
１
５
０
年
と
な
る
ø÷
月
に
向
け
て
、
自
治
体
の

取
り
組
み
は
順
調
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
、特
徴
的
な
取
り
組
み
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

（
２
）
複
数
の
自
治
体
に
よ
る
連
携

ま
ず
は
、
複
数
の
自
治
体
に
よ
る
連
携
で
あ
る
。
特
に

目
立
つ
の
は
、か
つ
て
薩
長
土
肥
と
よ
ば
れ
た
鹿
児
島
県
、

山
口
県
、
高
知
県
、
佐
賀
県
に
よ
る
「
平
成
の
薩
長
土
肥

連
合
」
で
あ
る
。
昨
年
ø÷
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
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で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
戊
辰
戦
争
に
つ
い
て
も
、
地
域
を
越

え
た
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
。
激
戦
の
舞
台
と
し
て
知
ら

れ
る
会
津
若
松
市
で
は
、
鶴
个
城
天
守
閣
で
の
１
年
を
通

じ
た
展
示
や
市
民
２
０
０
人
も
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
参
加
し

た
「
オ
ペ
ラ
白
虎
」
の
上
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
現
在
、
福

島
県
立
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
企
画
展
「
戊

辰
戦
争
１
５
０
年
」
は
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
と
し
て
共
に

戦
っ
た
長
岡
藩
、
仙
台
藩
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
新
潟
県
立

歴
史
博
物
館
、
仙
台
市
博
物
館
を
巡
回
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
と
い
う
。
白
河
市
な
ど
に
お
い
て
も
イ
ベ
ン
ト
が
活
発

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
広
く
自
治
体
を
横
断
し
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
他
に
、
近
隣
す
る
自
治
体
で
あ
る
富
岡
市
、
安
中

市
、
軽
井
沢
町
が
、
富
岡
製
糸
場
、
碓
氷
第
三
橋
梁
、
旧

三
笠
ホ
テ
ル
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
た
り
、

明
治
期
の
鉄
道
遺
産
が
数
多
く
現
存
す
る
長
浜
市
、
敦
賀

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
ほ
か
、
各
県
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施
や
航
空
会
社
と
連
携
し
た
旅
行
商
品

や
割
引
運
賃
の
設
定
な
ど
幅
広
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。旧

軍
港
４
市
の
連
携
も
特
徴
的
だ
。
横
須
賀
、
呉
、
佐

世
保
、
舞
鶴
の
４
市
は
、
明
治
期
に
海
軍
の
機
関
で
あ
る

鎮
守
府
が
置
か
れ
、
軍
港
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

現
在
は
、
平
和
産
業
港
湾
都
市
と
し
て
歴
史
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
お
り
、
平
成
ùÿ
年
に
は
文
化
庁
の
日
本
遺
産
に
も
認

定
さ
れ
て
い
る
。こ
の
４
市
が
明
治
１
５
０
年
に
当
た
り
、

各
都
市
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
東
京
で
の
４
市
合
同

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
等
を
実
施
し
て
い
る
。
各
都
市
の

イ
ベ
ン
ト
も
積
極
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
Ｈ
Ｐ

（IUUQ���X
X

X
�LZVHVO�KQ�

）
を
通
じ
て
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍
の
間

市
、南
越
前
町
が
、「
福
滋
県
境
鉄
道
遺
産
回
廊
」
と
し
て
、

域
内
の
近
代
化
遺
産
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
近
代
化

遺
産
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
ガ
イ
ド

研
修
会
な
ど
を
実
施
し
連
携
を
図
る
な
ど
、
近
隣
に
あ
る

資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
自
治
体
の
連
携
も
見
ら
れ
る
。

（
３
）
郷
土
の
歴
史
を
知
る

こ
の
機
会
に
地
域
の
住
民
の
方
に
街
の
歴
史
を
改
め
て

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
意
識
し
た
取
り
組
み
も
あ
る
。

特
に
目
立
つ
の
は
、
京
都
市
で
あ
る
。
京
都
は
明
治
維
新

で
都
の
地
位
を
失
い
、
人
口
が
３
分
の
２
に
減
少
す
る
な

ど
大
き
な
危
機
に
直
面
し
た
。
し
か
し
、「
ま
ち
づ
く
り

は
人
づ
く
り
か
ら
」
と
、
全
国
に
先
駆
け
て
小
学
校
を
創

設
す
る
と
と
も
に
、
琵
琶
湖
疏
水
の
建
設
、
日
本
初
の
事

業
用
水
力
発
電
所
の
営
業
等
の
先
進
的
な
取
り
組
み
に
挑

戦
し
、
今
日
の
発
展
の
礎
を
築
い
た
。
そ
こ
で
、
明
治

ߓ܉ � ελϯϓϥϦʔࢢ
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１
５
０
年
の
節
目
に
、
当
時
に
京
都
で
行
わ
れ
た
こ
と
、

先
人
が
行
っ
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
そ
の
誇
り
を
共
有
し

今
と
未
来
に
活
か
す
「
京
都
の
キ
セ
キ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
て
い
る
。
１
月
に
「
京
都
・
明
治
１
５
０
年
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
困
難
に
立
ち
向
か
い
、
京
都
の
未
来
を
変

え
た
市
民
の
力
〜
」
や
蹴
上
発
電
所
特
別
見
学
会
を
開
催

し
た
ほ
か
、
日
本
初
の
小
学
校
で
あ
る
「
番
組
小
学
校
」

の
歴
史
を
学
ぶ
講
座
や
企
画
展
、
明
治
時
代
に
盛
ん
に
活

用
さ
れ
な
が
ら
も
、
鉄
道
や
道
路
等
の
交
通
網
の
発
達
に

伴
い
除
々
に
そ
の
数
を
減
ら
し
姿
を
消
し
た
琵
琶
湖
疏
水

通
船
の
復
活
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

愛
媛
県
の
宇
和
島
市
で
は
、「
明
治
１
５
０
年
」を
機
に
、

市
内
出
身
で
日
本
初
の
法
学
博
士
と
な
っ
た
穂
積
陳
重
の

顕
彰
事
業
を
始
め
、
偉
人
の
生
き
方
や
、
当
時
の
文
化
・

技
術
に
触
れ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
住
民
の
方

に
地
元
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
発
展

に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
地
域
に
対
す
る
愛
着
が
増

し
、今
後
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

（
４
）
県
全
体
の
活
性
化
を
狙
う

「
明
治
１
５
０
年
」
を
県
内
全
域
の
活
性
化
の
契
機
と

し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。
高
知
県
で
は
、
県
内
各
地

に
点
在
す
る
ùü
の
歴
史
文
化
施
設
な
ど
を
活
か
す
形
で
、

幕
末
維
新
期
の
歴
史
を
巡
る
博
覧
会
「
志
国
高
知　

幕
末

維
新
博
」
を
開
催
し
て
い
る
。
県
内
全
域
を
対
象
と
し
た

こ
と
に
よ
り
、
坂
本
龍
馬
は
も
ち
ろ
ん
、
自
由
民
権
運
動

を
先
導
し
た
板
垣
退
助
や
、
日
本
の
殖
産
興
業
の
発
展
に

貢
献
し
た
岩
崎
彌
太
郎
、
さ
ら
に
は
ジ
ョ
ン
万
次
郎
に
も

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
維
新
博

で
は
、
多
く
の
観
光
客
の
誘
客
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
会
場
で
あ
る
博
物
館
や
美
術
館
な
ど
と
周

辺
の
歴
史
資
源
を
一
体
的
に
関
連
付
け
て
磨
き
上
げ
、
さ

ら
に
周
辺
の
食
や
自
然
等
が
一
体
と
な
っ
た
周
遊
コ
ー
ス

や
バ
ス
な
ど
の
二
次
交
通
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
県
内
の

歴
史
観
光
の
基
盤
づ
く
り
を
図
る
と
い
う
。
幕
末
維
新
博

が
開
始
さ
れ
た
平
成
ùĀ
年
度
は
、大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」

が
放
映
さ
れ
た
平
成
ùù
年
度
を
超
え
て
、入
域
観
光
客
数
、

観
光
総
消
費
額
共
に
、
過
去
最
高
を
達
成
し
て
い
る
そ
う

で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
取
り
組
み
が
県
全
体
の
観
光
の
底

上
げ
を
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
５
）
未
来
へ
つ
な
ぐ

若
者
を
意
識
し
た
取
り
組
み
も
目
立
つ
。
例
え
ば
、
７

月
に
開
催
さ
れ
た
「
兵
庫
県
政
１
５
０
周
年
記
念
式
典
」

に
お
い
て
は
、「
兵
庫
の
未
来
を
創
る
」
と
題
し
、
小
学

生
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
の
発
表
、
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
受
賞
を
し
た
中
学
生
に
よ
る
合

唱
、「
高
校
生
が
考
え
る
県
政
１
５
０
周
年
記
念
事
業
」

と
し
て
県
立
高
校
生
が
考
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
を

メ
ー
ン
に
据
え
、
未
来
を
強
く
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
５
月
に
開
催
さ
れ
た
鹿
児
島
県
の
「
明
治

δϣϯສ࣍࿠ࢿྉؗ（ߴ஌ݝ౔ࠤਗ਼ਫࢢ）
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に
お
い
て
西
郷
隆
盛
に
ち
な
ん
だ
地
を
巡
り
つ
つ
自
然
や

伝
統
芸
能
を
体
験
す
る
青
少
年
育
成
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
事
業
面
で
も
若
者
の
育
成
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。

「
明
治
１
５
０
年
」
で
は
、
明
治
期
を
振
り
返
り
、
将
来

に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
、
そ
の
意
義
に
か
な
っ
た
も
の
と
も
い
え

よ
う
。

歴
史
資
料
を
遺
そ
う

こ
の
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
全
国
的
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
き
て
い
る
が
、「
明
治
の
歩
み
を
つ
な

ぐ
、
つ
た
え
る
」
と
い
う
趣
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
存
す

る
歴
史
資
料
を
次
世
代
に
遺
し
て
い
く
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
政
府
で
は
、「
明
治
１
５
０
年
」
を
機
に
、

公
文
書
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
よ
う
と
、
各
行
政
機
関
及

び
独
立
行
政
法
人
な
ど
に
お
い
て
、
明
治
時
代
に
作
成
さ

れ
た
公
文
書
で
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
が
可
能
な
も
の

が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
か
総
点
検
を
行
っ
た
結
果
、
約

８
０
０
０
件
の
公
文
書
を
発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

公
文
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
の
重
要
な
一
コ
マ

を
示
す
も
の
な
の
で
、
自
治
体
に
お
い
て
も
、
そ
の
保
存
、

利
用
を
進
め
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
大
切
な
こ
と
だ
と
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
岡
山
県
で
は
、
歴
史
公
文
書
を
編
纂
し

て
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
日
頃
よ
り

熱
心
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、今
回
の
「
明

治
１
５
０
年
」
に
お
い
て
も
、
企
画
展
の
ほ
か
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
や
館
長
に
よ
る
講
演
会
な
ど
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
他
の
自
治
体
に
お
い
て
も
、
独
自
の
取
り
組
み

が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
き
が
少
し

で
も
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
確
か
に
歴
史
資
料

１
５
０
年
記
念
式
典
」
は
、
明
治
２
０
０
年
を
背
負
う
こ

と
に
な
る
子
供
た
ち
に
先
人
た
ち
の
志
を
伝
え
、
未
来
へ

向
け
て
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
こ
う
と
、
県
内
の
小
中
高

生
約
２
３
０
０
人
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
内
容
も
、
高
校
生
の
創
作
オ
ペ
ラ
、
小
学
生
の
合
唱
、

中
高
生
の
弦
楽
四
重
奏
、公
開
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、

学
生
を
前
面
に
押
し
出
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て

い
る
。
鹿
児
島
県
で
は
、
か
つ
て
送
ら
れ
た
薩
摩
藩
英
国

留
学
生
に
ち
な
ん
だ
留
学
生
の
派
遣
事
業
や
、
沖
永
良
部

の
保
存
、
公
開
に
関
す
る
費
用
は
、
予
算
や
人
員
の
制
約

が
あ
る
中
で
大
き
く
拡
充
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
い
ず

れ
は
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
、
機
会

を
見
つ
け
て
、是
非
、取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

特
に
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
は
、
今
後
、
極

め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。国
に
お
い
て
は
、

「
明
治
１
５
０
年
」
を
機
に
、
明
治
期
を
始
め
と
す
る
歴

史
的
な
資
料
に
つ
い
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
施
策
に

関
す
る
会
議
を
設
置
し
、
各
府
省
庁
の
情
報
共
有
・
施
策

の
連
携
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
各
自
治
体
に
お
か

れ
て
も
、
各
々
が
取
り
組
み
や
す
い
方
法
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
推

進
に
つ
い
て
は
、
明
治
１
５
０
年
に
限
ら
ず
特
別
交
付
税

の
制
度
も
措
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、運
用
面
に
お
い
て
も
、

国
立
公
文
書
館
に
よ
る
標
準
仕
様
書
の
配
布
や
訪
問
説
明

等
の
支
援
も
あ
る
の
で
、
是
非
、
活
用
を
検
討
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。

お
わ
り
に

以
上
、「
明
治
１
５
０
年
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
自

治
体
の
動
き
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
た
。
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
も
の
の
他
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
や
特
性
を

活
か
し
た
取
り
組
み
が
多
く
あ
る
が
、
こ
の
「
明
治
１
５

０
年
」
を
契
機
と
し
て
、
地
域
の
新
た
な
魅
力
が
掘
り
起

こ
さ
れ
、
今
後
の
地
域
振
興
に
結
び
付
い
て
い
け
ば
、
担

当
者
と
し
て
も
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
満
１
５
０
年
で
あ

る
ø÷
月
ùú
日
が
目
前
に
迫
り
、「
明
治
１
５
０
年
」
も
残

す
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
引
き
続
き
、
各
地

域
に
お
い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

෢ݿ઒ঁࢠେֶෟଐதֶίʔϥε෦にΑΔ合এの໛༷（ฌݝݿ੓ 150 प೥ه೦ࣜయ）
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「
地
域
お
こ
し
し
た
い
宣
言
」

白
石
集
落
は
、
岩
手
県
山
田
町
の
山
あ

い
の
麓
に
あ
る
小
さ
な
集
落
で
す
。
集
落

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
水
車
小
屋
と
、

郷
土
菓
子
の
共
同
作
業
小
屋
が
あ
り
ま

す
。今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
体
者「
白

石
集
落
農
業
生
産
組
合
」の
メ
ン
バ
ー
は
、

わ
ず
か
øú
世
帯
で
、
ほ
ぼ
ý÷
〜
þ÷
代
の
高

齢
者
。
農
業
離
脱
者
の
増
加
が
著
し
い
地

域
で
す
。

そ
ん
な
「
白
石
集
落
農
業
生
産
組
合
」

が
中
山
間
地
の
遊
休
農
地
を
利
用
し
て
そ

ば
を
栽
培
し
は
じ
め
た
の
が
約
ø÷
年
前
。

つ
く
っ
た
そ
ば
は
、
た
ま
に
町
の
イ
ベ
ン

ト
で
か
け
そ
ば
の
〝
お
振
る
舞
い
〟
を
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
引
っ

張
っ
て
い
た
の
が
、
現
組
合
長
の
越
田
正

一
郎
さ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
集
落
が
消
滅

し
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
を
も
ち
、

個
々
で
は
な
く
、
集
落
で
一
丸
と
な
っ
て

地
域
を
活
性
化
さ
せ
な
け
れ
ば
と
い
う
考

え
方
を
も
つ
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

「
交
流
人
口
の
拡
大
」「
着
地
型
観
光
の

推
進
」
事
業
を
町
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
、
平

成
ùý
年
か
ら
山
田
町
に
入
っ
て
い
た
私

は
、
最
初
は
愛
嬌
が
あ
っ
て
底
抜
け
に
明

る
い
集
落
の
方
々
と
の
交
流
が
楽
し
く
、

仕
事
と
い
う
よ
り
も
癒
し
を
求
め
て
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
組
合
長
か
ら
「
み
ん
な
う
ち
の

そ
ば
を
美
味
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
が
、

そ
れ
は
お
振
る
舞
い
で
タ
ダ
だ
か
ら
な
ん

だ
よ
ね
。ち
ゃ
ん
と
そ
ば
を
提
供
し
た
い
。

そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
体
力
的

に
農
作
業
を
で
き
な
く
な
っ
た
か
あ
さ
ん

た
ち
の
生
き
が
い
と
お
小
遣
い
に
な
る
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
」
と
い
う
相
談
を

受
け
ま
し
た
。

そ
ば
を
販
売
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を

加
工
し
た
り
提
供
し
た
り
す
る
「
場
」
が

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
白
石

集
落
に
は
使
え
る
空
き
家
も
ノ
ウ
ハ
ウ
も

資
金
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
問
題
意
識
と
や
る
気
の
あ
る
地

域
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
と
、
私
は
「
地
域
の
人
た
ち
が
本
気
か

ど
う
か
」「
主
体
的
に
で
き
る
か
ど
う
か
」

を
知
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
当

時
復
興
事
業
で
町
に
入
っ
て
い
た
岩
手
大

学
の
協
力
を
得
て
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
５
年
後
の
白
石
集
落
」。
す
る
と
、

か
あ
さ
ん
た
ち
か
ら
「
し
た
い
こ
と
」
が

ど
ん
ど
ん
あ
ふ
れ
出
て
き
ま
し
た
。「
水

車
小
屋
を
中
心
と
し
た
、
交
流
の
場
に
し

た
い
」「
そ
ば
を
食
べ
て
も
ら
う
場
所
が

ほ
し
い
」「
直
売
所
が
ほ
し
い
」。

こ
れ
ら
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

助
成
金
な
ど
の
情
報
が
集
ま
り
、
申
請
手

続
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
行
政

の
協
力
も
必
要
で
す
。
ま
ず
は
み
ん
な
で

役
場
に
行
き
、「
地
域
お
こ
し
し
た
い
宣

言
」
を
し
ま
し
た
。「
町
が
何
も
し
て
く

れ
な
い
」
と
い
う
文
句
を
よ
く
住
民
か
ら

聞
き
ま
す
が
、
行
政
に
〝
や
っ
て
も
ら
っ

て
〟
始
め
た
地
域
活
動
は
継
続
し
な
い
と

い
う
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

例
の
ひ
と
つ
に
な
ら
な
い
よ
う
な
活
動
に

す
る
た
め
に
も
、
役
場
へ
の
宣
言
は
重
要

な
プ
ロ
セ
ス
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

地
域
の
食
材
を
活
か
し
た

�

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
地
域
お
こ
し

―「
つ
な
が
り
」を
テ
ー
マ
に「
ゆ
っ
く
り
お
金
を
か
せ
ぐ
」―

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的ŋ

主
体
的
に
実

施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
平
成
ùĀ
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
岩
手
県
山
田
町
白
石
集
落
で
の
取
り

組
み
を
「
や
ま
だ
ワ
ン
ダ
フ
ル
体
験
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
服
部
真

理
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。�
（
企
画
課
）

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
岩
手
県
山
田
町
）

服
部
　
真
理

「
や
ま
だ
ワ
ン
ダ
フ
ル
体
験
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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地
域
が
つ
な
が
る「
ご
っ
と
ん
会
」

白
石
集
落
の
地
域
お
こ
し
は
、
建
物
を

つ
く
る
た
め
の
お
金
が
あ
れ
ば
い
い
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
継
続
す
る
」

と
い
う
意
思
と
知
識
が
必
要
で
す
。
一
時

的
な
思
い
で
ハ
ー
ド
だ
け
を
整
備
す
る

と
、
そ
の
建
物
は
集
落
に
と
っ
て
大
き
な

負
の
遺
産
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
を
危
惧
し

た
私
は
、
平
成
ùÿ
年
度
は
ま
ず
「
人
づ
く

り
」、
つ
ま
り
勉
強
期
間
と
考
え
、「
さ
ん

り
く
基
金
」
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
再
生
・
活
性
化
事
業
を
使
い
、
地
域
お

こ
し
実
践
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に

し
た
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
は
、
農
村
や
食
の
地
域
お
こ
し
に

定
評
の
あ
る
野
口
智
子
氏
に
依
頼
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
の
中
で
、
白
石
集
落
の
こ

の
活
動
を
水
車
の
音
か
ら「
ご
っ
と
ん
会
」

と
名
付
け
、
テ
ー
マ
と
ル
ー
ル
を
み
ん
な

で
次
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。

「
白
石
集
落
ご
っ
と
ん
会
は
、『
つ
な
が

り
』
を
テ
ー
マ
に
、
①
ほ
っ
こ
り
の
ど
か

に
②
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
③
声
を
掛
け

合
い
ゆ
っ
く
り
と
④
必
ず
少
し
は
お
金
を

稼
ぎ
ま
す
」。

こ
れ
を
決
め
た
こ
と
で
、「
ご
っ
と
ん

会
」
の
目
的
・
目
標
が
み
ん
な
に
共
有
さ

れ
、
時
間
が
経
っ
て
も
ぶ
れ
な
い
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の
夢
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
ば
や
郷
土
菓

子
を
提
供
し
た
り
交
流
し
た
り
す
る
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ご
っ
と
ん
茶
屋
」
が
必
要

で
あ
る
と
、
あ
ら
た
め
て
全
員
の
意
思
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
残
る
問
題
は
建
物
を

ど
う
す
る
か
だ
け
で
す
。

生
ま
れ
た
「
自
信
」
と
「
誇
り
」

平
成
ùĀ
年
度
、「
ご
っ
と
ん
茶
屋
」
を

実
現
す
る
た
め
に
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事

業
に
応
募
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
今
後
一
番
必
要
と

な
る
「
客
を
呼
べ
る
店
に
す
る
た
め
の
具

体
的
な
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
」
を
中
心
に
行

い
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、〝
里
山

料
理
人
〟
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
食
材
を
活

か
す
料
理
で
有
名
な
北
沢
正
和
氏
に
依

頼
。
そ
ば
の
打
ち
方
か
ら
、
白
石
な
ら
で

は
の
そ
ば
つ
ゆ
づ
く
り
（
地
元
で
と
れ
た

煮
干
し
と
し
い
た
け
の
出
汁
）、
雑
草
や
雑

き
の
こ
を
つ
か
っ
た
料
理
、
そ
ば
粉
入
り

の
パ
ス
タ
の
打
ち
方
も
教
わ
り
ま
し
た
。

一
番
厳
し
く
指
導
さ
れ
た
の
が
、
地
元

産
の
無
添
加
調
味
料
を
選
ぶ
こ
と
で
し

た
。
自
分
で
つ
く
っ
た
野
菜
を
食
べ
て
い

る
か
あ
さ
ん
た
ち
で
す
が
、
意
外
に
も
調

味
料
は
市
販
の
も
の
を
使
う
こ
と
が
当
た

り
前
で
し
た
。「
簡
単
・
便
利
さ
」か
ら「
丁

寧
な
仕
事
へ
」
と
い
う
発
想
の
転
換
に
は

予
想
以
上
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
譲
り
受
け
た
プ
レ

ハ
ブ
を
助
成
金
で
移
築
、
内
装
工
事
ま
で

し
ま
し
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
組
合

員
の
大
工
さ
ん
の
手
づ
く
り
、
設
備
は
い

ろ
い
ろ
な
つ
て
を
頼
っ
て
不
用
品
を
か
き

集
め
ま
し
た
。
今
夏
オ
ー
プ
ン
の

予
定
で
し
た
が
少
し
遅
れ
て
お

り
、
設
備
が
整
い
次
第
、
飲
食
店

営
業
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

当
初
は
「
私
ら
な
ん
か
の
暮
ら

し
は
つ
ま
ら
な
い
」「
こ
ん
な
田

舎
の
食
べ
も
の
、
恥
ず
か
し
く
て

出
せ
な
い
」
と
口
に
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
事
業
を
通
し
て
、「
年

寄
り
で
も
、
や
る
気
が
あ
れ
ば
で

き
る
」「
自
分
た
ち
の
白
石
集
落
は
、
本

当
は
魅
力
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
」
と
、

自
信
と
誇
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
白
石

集
落
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
と
し
て
は
、「
や

る
べ
き
こ
と
」
が
増
え
す
ぎ
て
負
担
に
な

り
、
嫌
に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
し

た
。
事
実
、
そ
う
い
う
状
況
に
陥
り
そ
う

な
と
き
も
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
は
、
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
組

合
の
〝
つ
な
が
り
〟
が
強
固
だ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
は
、�

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足

今
年
度
は
、
今
ま
で
吸
収
し
て
き
た
こ

と
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
年
に
し
て
い
ま

す
。交
流
に
来
て
く
れ
る
お
客
様
も
増
え
、

ま
す
ま
す
と
お
さ
ん
、
か
あ
さ
ん
た
ち
が

元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ご
っ
と
ん
会
」
の
今
後
の
課
題
は
、
高

齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
で
す
。
活
動
を

通
じ
て
、
み
ず
か
ら
担
い
手
や
協
力
者
を

つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
で
す
が
、

き
っ
と
こ
こ
ま
で
が
ん
ば
る
こ
と
の
で
き

た
「
ご
っ
と
ん
会
」
な
ら
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

「
な
ん
か
手
伝
っ
て
あ
げ
た
く
な
る
」
と

持
ち
前
の
愛
嬌
で
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け

る
、
不
思
議
な
能
力
の
あ
る
「
ご
っ
と
ん

会
」
だ
か
ら
。

ਫंখ԰の͋ΔのͲかͳനੴ集落

ϝχϡʔ։ൃの༷ࢠ

ΞυόΠβʔの๺୔ਖ਼࿨ઌੜͱ

17 201�・9 ݄߸ 地域づくり ຊฤ 201�・9 ݄߸地域づくり ຊฤ 16



オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

岩
手
県
紫
波
町
は
盛
岡
市
と
花
巻
市
の

中
間
に
位
置
す
る
総
面
積
２
３
９
平
方
㌔

の
町
だ
。
中
央
部
は
稲
作
、
町
の
両
側
の

奥
羽
山
脈
と
北
上
高
地
の
裾
野
で
は
果
樹

や
野
菜
、
畜
産
が
盛
ん
で
あ
り
、
農
業
を

基
幹
産
業
と
し
て
い
る
。
人
口
は
約

３
万
３
千
人
。
昼
夜
間
人
口
比
率
は
県
内

１
の
ÿø
・
６
％
で
、
盛
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
ø÷
年
３
月
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
に
町

内
３
つ
目
の
駅
と
し
て
紫
波
中
央
駅
が
開

業
し
た
。
町
は
同
年
、
駅
前
に
公
用
・
公

共
施
設
の
集
積
を
図
る
た
め
ø÷
・
７
㌶
の

造
成
地
を
ùÿ
・
５
億
円
で
取
得
し
た
が
、

ø÷
年
以
上
に
わ
た
っ
て
遊
休
不
動
産
と
化

し
て
い
た
。
町
の
財
政
事
情
が
公
共
施
設

整
備
を
許
さ
な
か
っ
た
か
ら
だ
（
町
の
課

題
は
厳
し
い
財
政
で
あ
る
）。

平
成
øĀ
年
３
月
、
当
時
の
町
長
が
「
公

民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
元
年
」
を
表

明
。
こ
れ
が
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
な
が
っ
た
わ
け
だ
が
、
町
内
の
建
設
会

社
の
役
員
を
務
め
る
岡
崎
正
信
さ
ん
が
い

た
か
ら
こ
そ
着
手
で
き
た
こ
と
だ
。
オ

ガ
ー
ル
と
は
、
成
長
を
意
味
す
る
方
言
の

「
お
が
る
」
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
駅
を
意
味

す
る
「
ガ
ー
ル
」
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語

で
、
紫
波
町
が
持
続
的
に
成
長
す
る
こ
と

を
願
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
。

市
民
参
加
と
市
場
調
査
を
経
て
、
平
成

ù÷
年
度
に
紫
波
町
公
民
連
携
基
本
計
画
を

策
定
。
第
３
セ
ク
タ
ー
の
オ
ガ
ー
ル
紫
波

㈱
を
設
立
し
、
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
。
こ
れ
に
沿
っ
て
各
施
設
が
公
民

連
携
手
法
で
整
備
さ
れ
た
。
誘
致
に
よ
る

県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
と

民
間
施
設
の
合
築
に
よ
る
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ

ザ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
専
用
ア
リ
ー
ナ
と
ホ

テ
ル
の
合
築
で
あ
る
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
、

国
内
最
大
級
の
木
造
役
場
庁
舎
、
小
児
科

や
ベ
ー
カ
リ
ー
な
ど
が
入
居
す
る
オ
ガ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
、そ
し
て
オ
ガ
ー
ル
保
育
園
。

約
ø÷
年
を
か
け
て
こ
れ
ら
の
複
合
開
発
が

図
ら
れ
て
き
た
。

今
回
の
実
践
塾
は
、「
オ
ガ
ー
ル
の
稼

ぐ
イ
ン
フ
ラ
」と「
日
詰
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、民
間
キ
ー

プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
岡
崎
さ
ん
と
オ
ガ
ー

ル
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
委
員
長
と
し
て
当
初

か
ら
関
わ
っ
て
き
た
清
水
義
次
さ
ん
か

ら
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

紹
介
し
て
も
ら
う
な
ど
、
受
講
生
が
自
分

の
地
域
で
公
民
連
携
を
実
践
す
る
際
の
一

助
と
な
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立

て
た
。

稼
ぐ
イ
ン
フ
ラ
と
は

オ
ガ
ー
ル
は
、
地
主
で
あ
る
町
が
投
資

の
機
会
を
民
間
に
委
ね
、
民
間
主
導
で
、

遊
休
化
し
た
不
動
産
と
潜
在
的
な
地
域
資

源
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
経
済
合
理
性

の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
興
し
、
地
域
内

経
済
循
環
を
活
性
化
し
て
き
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
、
そ
し
て
民
間
事

業
者
と
し
て
オ
ガ
ー
ル
を
け
ん
引
し
て
き

た
の
が
岡
崎
さ
ん
で
あ
る
。

岡
崎
さ
ん
は
平
成
ù÷
年
か
ら
「
ま
ち
づ

く
り
は
不
動
産
の
価
値
を
上
げ
る
こ
と
」

と
説
い
て
お
り
、
今
回
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

が
大
事
と
強
調
さ
れ
た
。
真
の
公
民
連
携

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
民
間

の
動
き
を
官
が
支
援
す
る
こ
と
。
オ
ガ
ー

ル
で
言
え
ば
、
統
一
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の

下
で
、
官
は
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ン
セ
プ

ト
を
持
っ
て
図
書
館
を
造
り
、
集
客
装
置

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
だ
。
民
は
「
人
・

歴
史
・
食
・
遊
び
」
の
４
つ
の
変
数
を
掛

け
合
わ
せ
て
事
業
を
立
ち
上
げ
、
雇
用
の

場
を
つ
く
る
。
地
方
は
ラ
イ
バ
ル
が
い
な

い
小
さ
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
尖
る
こ
と
が
大

事
で
あ
り
、
営
業
力
が
勝
負
を
決
め
る
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
ミ
ッ
ク
ス
ト
ユ
ー
ス

（
複
合
開
発
）
で
あ
り
、
官
は
官
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
役
割
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
し
っ
か
り
果
た
す
。
民

は
補
助
金
に
は
で
き
る
だ
け
頼
ら
ず
、
市

場
か
ら
資
金
を
調
達
し
持
続
性
の
あ
る
プ

平
成
30
年
度
地
方
創
生
実
践
塾

岩
手
県
紫
波
町

ΦΨʔϧΤϦΞࢪઃ഑ஔਤ

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
人
材
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成

を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成

ú÷
年
６
月
ùù
日
（
金
）
〜
ùú
日
（
土
）
に
岩
手
県
紫
波
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
の

内
容
に
つ
い
て
、
紫
波
町
企
画
課
企
画
主
幹
の
鎌
田
千
市
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。

�

（
地
域
創
生
業
務
課
）

Ք
͙
Π
ϯ
ϑ
ラ
と

 
Ϧ
ϊ
ϕ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ま
ち
づ
く
り

Ổ
ࢵ
೾
町
の
Φ
Ψ
ồ
ϧ
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
τ
Ổ

鎌
田
　
千
市

●●

紫
波
町
企
画
課　

企
画
主
幹
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
成
立
さ
せ
る
。
こ
う

や
っ
て
複
数
の
都
市
・
地
域
経
営
課
題
を

解
決
し
た
先
に
不
動
産
の
価
値
の
上
昇
も

し
く
は
維
持
が
あ
る
。
そ
れ
が
オ
ガ
ー
ル

の
思
考
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
稼
ぐ
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
と
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

敷
地
に
価
値
な
し
、 

エ
リ
ア
に
価
値
あ
り

公
民
連
携
基
本
計
画
で
は
、
公
有
遊
休

不
動
産
を
活
用
し
た
大
き
い
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
「
オ
ガ
ー
ル
」
か
ら
、

複
数
の
小
さ
な
民
間
不
動
産
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
エ
リ
ア
を
変
え
て
い
く
小
さ

い
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
「
日
詰

商
店
街
地
区
」
ま
で
を
公
民
連
携
開
発
区

域
と
し
て
い
る
。
２
日
目
、清
水
さ
ん
は
、

こ
の
２
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
説
い
た
。

人
口
減
少
と
財
政
難
と
い
う
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
が
働
く
中
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
イ

ン
ド
を
持
つ
民
間
と
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
マ

イ
ン
ド
（
ス
ピ
ー
ド
、
フ
レ
キ
シ
ビ
リ

テ
ィ
、
お
金
の
セ
ン
ス
）
を
持
つ
行
政
が

手
を
携
え
て
、
有
り
余
る
資
源
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し

を
組
み
立
て
て
、
持
続
的
な
都
市
経
営
を

す
る
こ
と
。
そ
れ
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま

ち
づ
く
り
で
あ
る
。

オ
ガ
ー
ル
は
、
費
用
を
シ
ビ
ア
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、
デ

ザ
イ
ン
会
議
を
設
置
し
て
全
体
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
デ
ザ
イ
ン
性
を
高
め
、
豊
か
な

公
共
空
間
の
ク
オ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
価
値
が
保
た
れ
て
い
る
。

日
詰
商
店
街
地
区
も
ゆ
っ
く
り
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
小
さ
な
エ
リ
ア
に
小
さ
な

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
集
積
す
る
こ
と

で
、
エ
リ
ア
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い

る
。
そ
の
際
、
敷
地
で
モ
ノ
を
考
え
る
の

で
は
な
く
、
エ
リ
ア
の
価
値
を
考
え
、
賃

料
上
昇
を
ど
こ
ま
で
望
め
る
か
が
勝
負
で

あ
る
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
行
政
の
役
目
は
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
あ
る
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

を
通
じ
て
地
場
か
ら
新
し
く
事
業
を
や
り

た
い
人
を
発
掘
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
で
あ
る
家
守
が
不
動
産
所
有
者
と
つ
な

ぐ
こ
と
で
ま
ち
が
変
わ
っ
て
い
く
。
民
間

投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
で
産
業
が
育
ち
、

周
辺
の
固
定
資
産
税
の
税
収
が
増
え
れ
ば

自
主
財
源
の
増
加
に
つ
な
が
る
。
清
水
さ

ん
か
ら
最
後
に
「
敷
地
に
価
値
な
し
、
エ

リ
ア
に
価
値
あ
り
、

公
民
に
境
目
な
し
」

と
い
う
言
葉
が
あ
っ

た
。お

わ
り
に

今
回
は
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
も
重
視
し

た
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
事
例
と
し
て
、

ビ
ー
ガ
ン
キ
ッ
シ
ュ

専
門
店
「
は
ち
す
ず

め
菓
子
店
」
と
ミ
ル

ク
ホ
ー
ル「
マ
イ
カ
」、

布
に
関
わ
る
お
仕
事

「
グ
ラ
ン
マ
フ
ァ
ー

ム
」
を
訪
問
し
、
そ

れ
ぞ
れ
事
業
化
に

至
っ
た
経
緯
を
聞
い

た
。
地
方
創
生
事
業

の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ  

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｗ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
紹
介
し
た
後
、
吾
妻
嶺
酒
造
店
の
酒
蔵

を
訪
問
し
日
本
酒
の
魅
力
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
。

い
さ
さ
か
詰
め
込
み
過
ぎ
の
１
泊
２
日

で
あ
っ
た
が
、
受
講
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

見
る
と
、
清
水
さ
ん
と
岡
崎
さ
ん
の
明
快

で
ロ
ジ
カ
ル
な
講
演
に
満
足
い
た
だ
け
た

よ
う
で
あ
る
。
講
義
の
中
で
、「
迷
う
前

に
動
け
」「
希
少
性
と
改
善
が
持
続
性
を

生
む
」
と
い
っ
た
岡
崎
さ
ん
の
言
葉
が

あ
っ
た
。
受
講
生
と
共
に
、
私
た
ち
も
こ

の
言
葉
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
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� ओ೚ࢣߨɿࢵ೾ொاը૯຿෦اը՝ɹاըओװɹాחઍࢯࢢ

ɹ̍೔໨ɿ݄̒��೔ʢۚʣ
 講ٛ「ެ༗地にお͚るެ民࿈ܞʙΦΨーϧプロジΣΫトの֓ཁʙ」
 ɹ講ࢣɿࢵ೾ொاը૯຿෦اը՝ɹاըओװɹాחઍ市ࢯ
 講ٛ「稼ぐインフラ」
 ɹ講ࢣɿࣜגձࣾΦΨーϧɹ୅ද取క໾ɹԬ࡚ਖ਼৴ࢯ
 講 「ٛެ民࿈ܞ手๏を活༻した地域࠶生ʙ೔٧リノベーションまちづくりʙ」
 ɹ講ࢣɿࢵ೾ொاը૯຿෦ࡒ੓՝ɹओ೚ɹڮߴ఩໵ࢯ
 講ٛ「4",& 508/ 4)*8" プロジΣΫトの֓ཁ」
 ɹ講ࢣɿࢵ೾ொاը૯຿෦اը՝ɹओ೚ɹਢ઒ᠳଠࢯ
 フィーϧυϫーΫ  「೔٧঎ళ֗のリノベーション෺݅」と 

「ञଂπΞーྮ࠺ޗञ଄ళ」
ɹ̎೔໨ɿ݄̒��೔ʢ౔ʣ
 フィーϧυϫーΫ「ΦΨーϧ͞ΜΆ」
 講ٛ「ෑ地にՁ஋なしɺΤリΞにՁ஋͋り」
 ɹ講ࢣɿࣜגձࣾΞフλψーンιαΤティɹ୅ද取క໾ɹਗ਼ਫٛ࣍ࢯ
 άϧープϫーΫ「自෼のまちでのެ民࿈ܞにͭいて」
 ൃදと講ධ
 ɹ講ࢣɿਗ਼ਫٛ࣍ࢯɺԬ࡚ਖ਼৴ࢯɺాחઍ市ࢯ

集合ࣸਅ

ਗ਼ਫ氏ٛߨ（̎೔໨）

άϧʔϓσΟεΧογϣϯߨධ（̎೔໨）
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０
年
後
の
市
民
が
掘
り
起
こ
す
と
い
う
ビ

ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
市
民
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し

て
い
る
と
い
う
当
事
者
意
識
を
醸
成
さ
せ

る
と
と
も
に
、
こ
の
施
設
に
愛
着
を
も
た

ら
す
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

ま
と
め

ナ
ン
ト
市
の
文
化
芸
術
政
策
の
成
功
要

因
は
、
ま
ず
巧
み
に
市
民
を
巻
き
込
む
こ

と
に
よ
り
、
市
民
に
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
当
事
者
意
識
や
愛
着
を
持
た
せ
て
い
る

点
で
あ
る
。
文
化
芸
術
に
ア
ク
セ
ス
し
や

す
い
環
境
を
生
み
出
し
、
無
意
識
の
う
ち

に
自
分
も
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
仕

掛
け
づ
く
り
は
評
価
で
き
る
。

ま
た
、
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を
見
つ
め

直
す
中
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
そ
れ

を
上
手
く
反
映
し
て
い
る
点
が
、
市
民
か

ら
、
あ
る
い
は
市
外
の
人
々
、
ひ
い
て
は

海
外
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
文
化
芸
術
を
取
り
入
れ
た
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
で
も
、
い

か
に
住
民
を
巻
き
込
み
、
彼
ら
に
当
事
者

意
識
を
醸
成
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
し
て
、

今
一
度
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
や
伝
統

に
目
を
向
け
る
こ
と
が
、
そ
の
地
域
ら
し

い
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
と

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
企
画
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課

 

元
副
参
事　

●
川
上　

篤

が
あ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

こ
の
施
設
は
元
々
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
工
場

で
あ
っ
た
が
、
港
湾
機
能
の
移
転
と
共
に

工
場
も
廃
業
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

廃
工
場
に
目
を
つ
け
た
Ｃ
Ｒ
Ｄ
Ｃ
（
ナ
ン

ト
市
国
立
舞
台
）
の
ジ
ャ
ン
・
ブ
レ
ー
ズ

氏
が
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
本
拠
地
と
し
て
こ

の
施
設
を
活
用
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
徐
々

に
工
場
付
近
に
活
気
が
蘇
り
始
め
た
。
そ

の
後
、
市
は
こ
の
廃
工
場
を
買
収
し
、「
地

域
密
着
型
の
現
代
ア
ー
ト
の
実
験
場
」
と

し
て
２
０
０
０
年
に
リ
ュ
ー
ユ
ニ
ー
ク
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

リ
ュ
ー
ユ
ニ
ー
ク
は
、
文
化
施
設
と
し

て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や

バ
ー
、書
店
や
雑
貨
店
を
併
設
す
る
な
ど
、

若
者
や
文
化
芸
術
に
あ
ま
り
興
味
の
な
い

人
で
も
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。
ま
た
、
施
設
内
の
壁
や
床
の
一
部

は
改
修
せ
ず
に
保
存
す
る
、
あ
る
い
は
劇

場
の
壁
を
ラ
グ
や
ド
ラ
ム
缶
で
覆
う
よ
う

な
仕
掛
け
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
施
設
が
以

前
ビ
ス
ケ
ッ
ト
工
場
で

あ
っ
た
と
い
う
歴
史

や
、
以
前
ま
ち
が
貿
易

で
繁
栄
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
を
来
場
者
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
の
工

夫
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

ナ
ン
ト
市
民
が
自
ら
の

宝
物
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
と
し
て
施
設
の
外
壁

に
埋
め
、
そ
れ
を
１
０

ナ
ン
ト
市
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ラ
ン
ス
・
ナ
ン
ト
市
は
パ
リ
か
ら
西

方
へ
Ｔ
Ｇ
Ｖ
（
新
幹
線
）
で
２
時
間
ほ
ど

の
所
に
あ
り
、
人
口
約
ùĀ
万
人
、
面
積
は

ýü
平
方
㌔
の
都
市
で
あ
る
。
主
要
産
業
は

Ｉ
Ｔ
や
サ
ー
ビ
ス
業
で
、
資
材
や
食
品
加

工
な
ど
の
産
業
も
あ
る
。

ナ
ン
ト
市
は
元
々
三
角
貿
易
で
繁
栄
し

た
ま
ち
で
あ
っ
た
が
、
港
湾
機
能
の
移
転

な
ど
に
よ
り
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
た
。

１
９
８
９
年
に
ナ
ン
ト
市
の
文
化
芸
術

政
策
の
キ
ー
マ
ン
で
あ
る
ジ
ャ
ン
・
マ
ル

ク
・
エ
ロ
ー
氏
が
市
長
に
就
任
し
、
文
化

芸
術
を
核
に
し
た
ま
ち
の
復
興
に
乗
り
出

し
た
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
ナ
ン
ト
市
の
顔

と
も
言
え
る
「
リ
ュ
ー
ユ
ニ
ー
ク
」
で
あ

る
。
リ
ュ
ー
ユ
ニ
ー
ク
は
、
複
合
型
の
文

化
施
設
で
あ
り
、
年
間
þ÷
万
人
の
利
用
者

φϯτࢢ಺の༷ࢠ

ϦϡʔϢχʔΫ外؍

海
外
調
査
報
告

フ
ラ
ン
ス
・
ナ
ン
ト
市

ʕϑϥϯεɾφϯτࢢのෳ߹ܕ文Խࢪઃを調ࠪʕ
文化芸術による持続可能なまちづくり

ۙ年ɺ「จԽ」や「ܳज़」の持ͭ૑଄ੑを地域ੑ׆Խに͔׆す͜と͕஫໨͞Εɺ֤ 地Ͱܳज़ࡇなどのΞʔ
τΠϕϯτ͕։͞࠵Ε͍ͯΔ。͔͠͠ɺଞの地域Ͱ஫໨͞Ε͍ͯΔと͍͏҆қなཧ༝Ͱͦのख๏を取り
ೖΕͨ݁Ռɺඞͣ͠も地域ੑ׆Խにͭな͕͍ͬͯな͍ྫ͕͋Δのも事࣮Ͱ͋Δ。

の「ϦϡʔϢχʔΫ」ࢢ回のௐࠪͰ͸ɺจԽܳज़にΑΔ·ͪͮくりͰੈքతに有໊なϑϥϯεɾφϯτࠓ
を͠࡯ࢹɺ持続తな·ͪͮくりの仕૊Έに͍ͭͯͨ͠࡯ߟ。
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て
お
り
、
加
え
て
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

よ
う
、
開
設
場
所
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
隣
接
の
地
区
セ
ン
タ
ー
に
置
く
な
ど

の
工
夫
を
し
て
い
る
。

皆
の
思
い
を
共
有
す
る
場

今
回
視
察
し
て
特
に
印
象
的
だ
っ
た
こ

と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
認
知
症
カ
フ

ェ
が
、「
一
緒
に
笑
い
、
皆
で
考
え
、
意

見
を
言
い
合
う
、
ま
る
で
学
校
の
よ
う
な

賑
わ
い
・
一
体
感
が
あ
っ
た
こ
と
」
だ
。

認
知
症
カ
フ
ェ
が
皆
の
思
い
を
共
有
す
る

場
に
な
り
う
る
こ
と
が
今
回
の
視
察
で
よ

く
わ
か
っ
た
。

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
「
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

の
実
現
に
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ
が
大
き
な

存
在
に
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ

ま
で
関
係
の
な
か
っ
た
人
も
思
い
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
認
知
症
に
つ
い

て
知
識
・
関
心
を
高
め
、
支
援
者
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
日

本
に
お
い
て
認
知
症
カ
フ
ェ
の
認
知
度
は

低
く
、開
設
に
頭
を
悩
ま
す
地
域
も
多
い
。

本
調
査
で
得
た
情
報
が
少
し
で
も
参
考
に

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
業
務
課

 

元
副
参
事　

●
中
村　

明
子

 　

い
ず
れ
の
報
告
も
当
セ
ン
タ
ー
の

海
外
調
査
事
業
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、報
告
詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

友
達
、
地
域
住
民
、
専
門
職
な
ど
だ
れ
で

も
参
加
が
可
能
だ
。

視
察
②�

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
カ
フ
ェ�

ヒ
ル
バ
ー
サ
ム

毎
月
第
２
水
曜
日
øĀ
時
半
〜
ùø
時
、
協

会
が
定
め
た
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従

っ
て
ú÷
分
ご
と
の
メ
ニ
ュ
ー
（
学
び
・
休

憩
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
で
実
施
し
て

い
る
。
学
び
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
参

加
者
に
聞
き
取
り
を
行
い
、
要
望
が
高
い

も
の
を
選
定
し
て
い
る
。
運
営
ス
タ
ッ
フ

は
、
在
宅
ケ
ア
・
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
専
門
職
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

な
る
。
司
会
進
行
は
、
協
会
の
研
修
を
修

了
し
た
「
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー

（
職
歴
不
問
）」
が
行
い
、
参
加
者
全
員
が

理
解
で
き
る
よ
う
講
師
に
補
足
説
明
を
求

め
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ア
シ
ス
ト
を

す
る
な
ど
、
学
び
の
場
を
軸
に
す
る
オ
ラ

ン
ダ
の
認
知
症
カ

フ
ェ
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

ま
た
、
社
会
意

識
の
改
善
と
し

て
、
認
知
症
に
詳

し
く
な
い
人
で
も

関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
開

催
案
内
に
各
回
の

講
義
内
容
の
詳
細

な
説
明
を
記
載
し

視
察
①�

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
協
会

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
協
会（
以
下「
協
会
」）

は
１
９
８
４
年
設
立
、「
認
知
症
本
人
や

介
護
者
の
生
活
の
質
の
改
善
」
や
「
認
知

症
予
防
」「
早
期
・
的
確
な
治
療
」
を
目

指
し
、
認
知
症
に
関
す
る
調
査
研
究
や
啓

蒙
活
動
等
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

主
要
事
業
に「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
カ
フ
ェ
」

を
掲
げ
て
お
り
、
計
画
的
な
開
設
や
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

ス
タ
ッ
フ
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
認
知
症
カ
フ
ェ

は
、「
認
知
症
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
」「
お

互
い
の
経
験
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る
」「
社

会
意
識
を
改
善
す
る
」
な
ど
を
目
的
に
し

て
お
り
、認
知
症
患
者
本
人
や
そ
の
家
族
、

海
外
調
査
報
告

オ
ラ
ン
ダ

～Φϥϯμのೝ஌঱ΧϑΣ͔ΒֶͿ～
認知症になっても安心して暮らせる地域づくり

「ೝ஌঱ΧϑΣ」͸ɺ201� 年の੓府の৽ΦϨϯδϓϥϯʢೝ஌঱ࡦࢪਪਐ総合戦略ʣにొ৔ͯ͠Ҏ߱ɺ
શ国֤地に։設͕ਐΜͰ͍Δ͕ɺ೔ຊに͓͚Δೝ஌঱ΧϑΣのྺ࢙͸ઙ͍。

ͦ͜ͰຊௐࠪͰ͸ɺೝ஌঱ΧϑΣൃ঵ʢ1��7 年ʣの地Ͱ͋ΔΦϥϯμをௐࠪ地と͠ɺ౰ॳ͔ΒӡӦ
にؔΘ͍ͬͯΔ「ΞϧπϋΠϚʔڠ会」ɺ地域Ͱ։͞࠵Ε͍ͯΔ「ΞϧπϋΠϚʔΧϑΣ ώϧόʔαϜ」
を͠࡯ࢹɺೝ஌঱ΧϑΣの可能ੑに͍ͭͯͨ͑ߟ。

ΞϧπϋΠϚʔڠձ ώΞϦϯά෩ܠ

ΞϧπϋΠϚʔڠձのલで
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利
根
川
源
流
の
ま
ち

「
み
な
か
み
」

群
馬
県
の
一
番
北
に
位
置
す
る
み
な
か

み
町
。
上
越
新
幹
線
で
東
京
都
心
か
ら
１

時
間
ち
ょ
っ
と
と
い
う
近
い
距
離
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
は
日
本
を
代
表
す
る

貴
重
な
自
然
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

谷
川
岳
に
代
表
さ
れ
る
山
岳
景
観
や
農
村

景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
み
な
か
み
町

の
最
北
端
に
あ
る
大
水
上
山
か
ら
は
じ
ま

る
利
根
川
は
、
首
都
圏
３
０
０
０
万
人
を

潤
し
そ
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

平
成
ùĀ
年
に
み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
が
誕
生

み
な
か
み
町
で
は
、
自
然
の
恵
み
を
い

か
し
た
農
業
や
観
光
産
業
が
盛
ん
で
す
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
町
の
最
も
大
切

な
宝
に
か
か
げ
、
自
然
を
ま
も
り
、
い
か

し
、
ひ
ろ
め
て
い
く
な
ど
、
人
と
自
然
が

共
生
す
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
自
然
環
境
と
人
間
が
共
生
し

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
み
な
か

み
の
姿
は
世
界
の
モ
デ
ル
で
あ
る
、
と
ユ

ネ
ス
コ
か
ら
評
価
さ
れ
、
平
成
ùĀ
年
６
月

「
み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言

み
な
か
み
町
で
は
「
木
育
」
を
み
な
か

み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
の
重
要
な

柱
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
様
々
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
の
登
録
に
先
立
ち
、
平
成
ùÿ
年
に

み
な
か
み
町
の
新
治
小
学
校
を
会
場
に
東

京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
実
施
。
そ
の
中
で
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
に
調
印
し
ま
し

た
。
み
な
か
み
町
で
は
町
で
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
に
誕
生
祝
い
品
と
し
て
「
森
の
カ

ス
タ
ネ
ッ
ト
・
森
の
ラ
ト
ル
」
セ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

赤
青
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
の
ふ
る
さ
と

幼
少
期
に
た
た
い
た
こ
と
の
あ
る
赤
青

の
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
み

な
か
み
町
の
小
さ
な
山
あ
い
の
工
場
で
一

つ
一
つ
手
作
り
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
原
材
料
と
な
る
木
材
の
調

達
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
数
年
前
に
い
っ
た

ん
は
生
産
を
や
め
ま

し
た
が
、
現
在
は
み

な
か
み
町
内
産
の
木

材
を
使
用
し
て
、
か

つ
て
の
よ
う
に
赤
青

の
色
を
塗
ら
ず
、
木

の
色
や
肌
触
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る

無
垢
の
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。「
森
の
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
・
森
の
ラ
ト
ル
」

セ
ッ
ト
も
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
職
人
の
冨
澤
さ

ん
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
作
っ
て
い
ま
す
。

木
育
が
浸
透
し
て
き
た

山
林
所
有
者
や
地
域
が
自
ら
施
業
す
る

小
規
模
で
低
コ
ス
ト
の
林
業
で
あ
る
「
自

伐
型
林
業
」
の
取
り
組
み
と
連
携
し
、
み

な
か
み
町
内
産
の
木
材
で
町
に
住
む
職
人

さ
ん
が
木
の
お
も
ち
ゃ
を
作
る
な
ど
木
育

が
新
た
な
広
が
り
を
み
せ
て
お
り
、
コ
ラ

ボ
製
品
第
１
弾
と
し
て
み
な
か
み
生
ま
れ

の
木
の
タ
マ
ゴ
プ
ー
ル
が
つ
い
最
近
で
き

あ
が
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
木
育

を
テ
ー
マ
に
地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

●
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
正
式
名
を

生
物
圏
保
存
地
域
（#3

：#JPTQIFSF 
3

FTFSWFT

）
と
い
い
、
ユ
ネ
ス
コ
が
昭
和

ûü
年
か
ら
始
め
た
ユ
ネ
ス
コ
人
間
と
生
物

圏
（.

"
#

：.
BO BOE UIF #JPTQIFSF

）

計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
、
日
本
で

は
親
し
み
や
す
い
よ
う
に
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
世
界
自

然
遺
産
が
手
つ
か
ず
の
自
然
を
守
る
こ
と

を
原
則
と
す
る
の
に
対
し
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
は
自
然
と
人
間
が
共
生
す
る
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
取
り
組

み
で
す
。
平
成
ú÷
年
８
月
現
在
、
１
２
２

カ
国
６
８
６
カ
所
の
地
域
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
は

み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
含
め
９

カ
所
の
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
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地ま

域ち

に
真マ

剣ジ

に
な
る
人
を
増
や
す

河
井
氏
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
研

究
・
実
践
支
援
の
第
一
人
者
で
、
講
義
で

は
、
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
背
景
か
ら
そ
の
視
点
・
考

え
方
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
義
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
が
、「
地ま

域ち

に
真マ

剣ジ

に
な
る
人
を
増
や

す
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
人
口
の
減
少
以

上
に
地
域
の
「
担
い
手
」
の
減
少
が
最
も

深
刻
な
問
題
で
、
住
民
の
「
参
画
意
欲
」

を
高
め
る
こ
と
が
、
人
口
減
少
社
会
の
地

域
を
存
続
す
る
の
に
必
要
で
あ
り
、
自
己

実
現
欲
求
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、

住
民
が
積
極
的
に
参
画
す
る
仕
組
み
づ
く

り
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
を
動
詞
で
評
価
す
る

島
原
氏
は
、
感
覚
、
五
感
に
訴
え
か
け

る
「
官
能
都
市
」
と
い
う
観
点
か
ら
ま
ち

を
評
価
す
る
手
法
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し

た
。
ま
ち
の
魅
力
を
、
建
物
や
区
画
の
大

き
さ
な
ど
の
既
存
の
物
差
し
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
な
じ
み
の
飲
み
屋
で
店
主
や
常

連
客
と
盛
り
上
が
っ
た
な
ど
の
他
者
と
の

関
係
や
、
地
元
で
と
れ
る
食
材
や
地
酒
を

楽
し
む
な
ど
の
「
動
詞
」
で
評
価
す
る
と

い
う
、
新
し
い
物
差
し
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

タ
イ
プ
別
地
域
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の

付
き
合
い
方

東
西
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
女

王
に
よ
る
居
酒
屋
ト
ー
ク
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
東
の
女
王
、
河
尻
和
佳
子
氏
（
千
葉

県
流
山
市
職
員
）
と
西
の
女
王
、
大
垣 　

弥
生
氏
（
奈
良
県
生
駒
市
職
員
）
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
居
酒

屋
ト
ー
ク
と
い
う
こ
と
で
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
傍
ら
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
地
域

で
活
躍
し
て
く
れ
る
人
）
の
発
掘
方
法
や

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
な
ど
に
つ
い
て
笑
い
を

交
え
な
が
ら
柔
ら
か
い
和
や
か
な
雰
囲
気

で
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
を
、
り
ん
り
ん
タ
イ
プ
、

ギ
ラ
ギ
ラ
タ
イ
プ
、
も
や
も
や
タ
イ
プ
な

ど
５
つ
に
分
け
、
例
え
ば
り
ん
り
ん
タ
イ

プ
は
「
自
分
の
夢
や
信
念
を
、
周
囲
の
協

力
を
得
な
が
ら
叶
え
た
い
タ
イ
プ
」と
し
、

積
極
的
に
声
を
掛
け
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い

く
と
い
う
攻
略
方
法
な
ど
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「
多
様
性
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

１
日
目
の
ま
と
め
の
際
に
河
井
氏
が
、

地
域
の
大
多
数
が
地
域
の
こ
と
を
真
剣
に

考
え
て
い
な
く
て
も
よ
く
て
、「
ゆ
る
く
」

地
域
の
こ
と
を
考
え
る
人
も
大
切
で
あ
る

な
ど
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
に
は
多
様
性

が
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

島
原
氏
の
官
能
都
市
も
多
様
性
と
の
関

係
性
が
あ
り
、
居
酒
屋
ト
ー
ク
で
も
多
様

な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
関
わ
り
方
が
紹
介
さ

れ
、す
べ
て
に
共
通
す
る
の
は
「
多
様
性
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
し
た
。

関
わ
り
方
は
様
々
で
も
、
多
様
な
人
材

が
地
域
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
そ
れ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
が

行
政
の
役
割
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。詳

し
い
講
義
の
様
子
な
ど
の
詳
細
は
、

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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東
海
大
学
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学
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孝
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氏

-*'6
-- )

0
.

&`4

総
研
所
長
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万
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氏
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山
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マ
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テ
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デ
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ア
プ
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河
尻 

和
佳
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駒
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の
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力
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長
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平
成
30
年
度
　
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
土
日
で
な
け
れ
ば
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
が

困
難
な
地
域
づ
く
り
に
熱
意
の
あ
る
方
を
対
象
に
「
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
土
日

集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
ú÷
年
度
第
２
回
は
、
６
月
ú÷
日
（
土
）
〜
７
月
１
日
（
日
）
に
東
京
都
中
央

区
日
本
橋
の
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
東
海
大
学
文
化
社

会
学
部
広
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
の
河
井
孝
仁
教
授
、-*'6

--　

)
0
.
&`4

総
研
の
島

原
万
丈
所
長
ら
を
お
招
き
し
、「
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
紡
ぐ
住
民
志
向
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
義
や
講
師
同
士
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー

プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。集合ࣸਅ
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広報室
だより

地
方
創
生
カ
レ
ッ
ジ
と
は

全
国
の
自
治
体
に
は
、
地
方
創
生
の
担

い
手
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
は
地
方
創

生
に
向
け
て
の
情
報
発
信
力
の
強
化
、
機

運
の
醸
成
、
多
様
な
主
体
の
連
携
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
の
担
い
手

を
目
指
す
者
が
地
域
や
時
間
を
問
わ
ず
学

べ
る
よ
う
、
平
成
ùÿ
年
øù
月
に
「
地
方
創

生
カ
レ
ッ
ジ
」
を
創
設
し
、ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
形
式
で
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
幅

広
く
提
供
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

国
の
補
助
を
受
け
て
（
公
財
）
日
本
生
産

性
本
部
が
自
治
体
や
民
間
セ
ク
タ
ー
に
お

け
る
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま

す
。地

方
創
生
カ
レ
ッ
ジ
で
提
供
さ
れ
るｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
は
、「
地
方
創
生
人
材

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
、
主
な
対

象
者
と
し
て
は
、
地
域
を
俯
瞰
し
関
係
者

等
の
合
意
を
得
る
な
ど
高
度
な
専
門
性
を

有
す
る
人
材
、
個
別
の
分
野
に
精
通
し
専

門
的
な
知
見
・
経
験
を
持
っ
て
事
業
を
経

営
・
実
行
す
る
人
材
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
カ
レ
ッ
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

IUUQT���DIJIPVTPVTFJ�DPMMFHF�KQ�
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー�

提
供
講
座
に
つ
い
て

地
方
創
生
カ
レ
ッ
ジ
に
は
、
多
く
の
事

業
者
が
講
座
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
平
成
ùÿ

年
度
に
ù÷
講
座
、平
成
ùĀ
年
度
に
７
講
座
、

計
ùþ
講
座
を
提
供
し
て
お
り
、
地
域
経
営

分
野
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
提
供
講
座
で
は
、
人

材
育
成
、
地
域
教
育
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

移
住
・
定
住
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

地
方
創
生
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
、
当
セ
ン
タ
ー
の
椎
川
忍
理
事
長
は
５

講
座
で
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。
そ
の
内

の
１
講
座
で
あ
る
「
地
方
創
生
の
課
題
と

成
功
す
る
地
域
の
条
件
」
で
は
、
地
方
創

生
や
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
学
び
た
い
方

を
対
象
と
し
て
、
成
長
社
会
か
ら
成
熟
社

会
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
日
本
の
現
状
を
分

析
し
、
地
方
創
生
の
課
題
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
お
り
、
地
方
創
生
の
成
功
条

件
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

地
方
創
生�

「
連
携
・
交
流
ひ
ろ
ば
」

に
つ
い
て

地
方
創
生
「
連
携
・
交
流

ひ
ろ
ば
」
は
、
地
方
創
生
の

取
り
組
み
を
実
践
し
よ
う
と

す
る
地
域
や
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
で
課
題
を
抱

え
て
い
る
地
域
の
方
々
が
、

先
進
地
域
で
実
践
す
る
う
え

で
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
同
じ
よ

う
な
課
題
を
ど
の
よ
う
に
解

決
し
た
か
な
ど
、
参
考
と
な

る
事
例
を
豊
富
に
掲
載
し
て

い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
す
。

ま
た
、
地
方
創
生
に
係
る
各

界
の
第
一
人
者
、
実
際
に
成

果
を
上
げ
て
い
る
地
方
創
生

人
材
の
方
々
の
講
演
映
像
や
、

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め

の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
・
交
流

の
機
会
を
紹
介
し
た
り
、
調
査
報
告
な
ど

も
掲
載
し
て
、
全
国
で
地
方
創
生
を
進
め

る
方
々
の
活
動
に
参
考
と
な
る
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
地
方
創
生
カ
レ
ッ
ジ
の

修
了
者
な
ど
が
投
稿
で
き
る
「
地
方
創
生

交
流
掲
示
板
」
で
は
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
が
提
供
す
る
講
座
を
紹
介
し
て
い
ま

す
の
で
、
受
講
の
際
に
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

地
方
創
生
連
携
・
交
流
ひ
ろ
ば
Ｕ
Ｒ
Ｌ

IUUQT���X
X

X
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
が
進
め
て
い
る
地
方
創
生
カ
レ
ッ
ジ
で
提
供
さ
れ
て
い
る
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
形
式
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
幾
つ
か
の
講
座
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生

取
り
組
み
の
参
考
と
な
る
事
例
を
掲
載
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
な
ど
、
地
方

創
生
を
進
め
る
方
々
の
活
動
に
参
考
と
な
る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

―
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
参
考
情
報
を
発
信
―

「
地
方
創
生
カ
レ
ッ
ジ
」
に
講
座
を
提
供

地方創生カレッジ提供講座の一部（基礎・理論編）

講座名 講　師
地方創生の課題と成功する地域の条件 椎川　　忍　一般財団法人地域活性化センター理事長
あるものを生かす地域力創造 椎川　　忍　一般財団法人地域活性化センター理事長
条件不利地域、小規模自治体の
地方創生戦略 椎川　　忍　一般財団法人地域活性化センター理事長

地方創生と人材の必要性 大森　　彌 東京大学名誉教授 
全国地域リーダー養成塾塾長

地方創生の課題と新しい地域振興策 岡﨑　昌之 法政大学名誉教授 
地域づくり団体全国協議会会長

地域自治に根ざした地域経営 大杉　　覚 首都大学東京大学院教授
地域経済分析の基礎知識 岩崎　正敏 一般財団法人地域活性化センター常務理事
地域経済循環分析と地域経済対策の
考え方について

山崎　　清 
佐原あきほ

株式会社価値総合研究所主席研究員 
副主任研究員

地域人口推計 藤山　　浩 島根県中山間地域研究センター研究統括監
小さな拠点とコミュニティ 藤山　　浩 島根県中山間地域研究センター研究統括監
対人社会サービスから考える地域づくり 沼尾　波子 日本大学教授

このほか、藻谷浩介氏、小田切徳美氏なども講師として登壇しています
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富
士
吉
田
市
は
山
梨
県
の
南
東
部
、富
士
山
の
北
麓
に
位
置
し
、

海
抜
７
５
０
㍍
に
市
街
地
を
形
成
す
る
高
原
都
市
で
す
。

本
市
は
市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
富
士
山
が
望
め
る
た
め
、
古
く

か
ら
富
士
山
を
信
仰
す
る
人
々
で
大
い
に
賑
わ
い
、
今
も
多
く
の

観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
「
お
も
て
な
し
」
の
ま
ち
で
す
。
ま
た
、

本
市
を
含
む
富
士
北
麓
地
域
で
作
ら
れ
る
絹
織
物
は
質
が
高
く
、

繊
維
産
業
で
も
発
展
し
て
き
た
「
織
物
の
ま
ち
」
で
も
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
富
士
山
と
五
重
塔
、
桜
を
１
枚
の
写
真
に
収
め
る

こ
と
が
で
き
る
新
倉
山
浅
間
公
園
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
人
気
と
な
り
、
ミ

シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
の
表
紙
に
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
富
士
に
抱
か
れ
た
ま
ち
の
市
長
に
私
が
就
任
し
た
の
は
平

成
øĀ
年
４
月
で
し
た
。

就
任
当
初
の
本
市
は
、
他
の
地
方
自
治
体
と
同
様
、
長
引
く
景

気
低
迷
に
よ
り
経
済
は
冷
え
込
み
、
市
民
も
未
来
に
希
望
が
持
て

な
い
状
況
で
、
ま
ち
も
人
も
疲
弊
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
生
活
の
豊
か
さ
や
心
の
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
「
富
士
吉
田
市
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
必
要
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
進
め
な
が
ら
も
、
財
政
健
全
化
を
推
し
進
め
、
１
期
目

は
市
債
を
üú
億
円
減
ら
す
こ
と
に
成
功
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
ùú
年
か
ら
の
２
期
目
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど

の
経
験
を
踏
ま
え
、
市
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
力
点
を
置
き
、
災
害
時
の
避

難
路
と
な
る
道
路
整
備
や
、
避
難
所
と
な
る
公
共
施
設
の
耐
震
改

修
な
ど
に
注
力
し
、
さ
ら
に
は
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

も
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
ùþ
年
４
月
に
は
３
期
目
の
信
任
を
い
た
だ
き
、
豊
か
に
暮

ら
せ
る
力
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

私
の
進
め
て
き
た
施
策
は
、
国
を
は
じ
め
山
梨
県
と
の
連
携
の
も

と
、
数
多
く
の
事
業
が
着
実
に
実
現
に
向
か
い
、
一
定
の
成
果
は

あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

一
時
は
元
気
を
な
く
し
て
い
た
本
市
も
、
富
士
山
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
を
契
機
に
、
今
で
は
少
し
ず
つ
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

観
光
産
業
に
お
い
て
は
、
都
内
へ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
運
行

や
、
新
倉
山
浅
間
公
園
の
メ
デ
ィ
ア
露
出
の
増
加
な
ど
が
功
を
奏

し
、
県
を
代
表
す
る
観
光
地
と
し
て
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
中
で
も
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
が
著
し
い
た
め
、
今

年
度
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
シ

ス
テ
ム
の
市
内
店
舗
へ
の
導
入
を
図
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
外

国
人
観
光
客
に
本
市
で
消
費
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
ま
い

り
ま
す
。

本
市
を
支
え
る
二
大
産
業
の
も
う
一
方
、
織
物
産
業
に
つ
い
て

も
、
本
地
域
が
優
れ
た
産
地
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
つ
つ
、
流
通

を
巻
き
込
ん
だ
商
品
開
発
と
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
の
「
ハ
タ
オ

リ
マ
チ
の
ハ
タ
印
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
。
さ
ら
に
織
物
産
業

を
観
光
の
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
活
用
し
、
織
物
を
核
に
誘

客
す
る
「
ハ
タ
オ
リ
マ
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

多
角
的
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
民
間
企
業
の
自
助
努
力
も
あ
っ

て
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
上
向
き
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
、
本
市
の
北
の
玄
関
口

「
富
士
吉
田
西
桂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
が
本
年
４
月

に
開
通
し
、
さ
ら
に
は
平
成
úù
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
東

富
士
五
湖
道
路
に
も
南
の
玄
関
口
と
言
え
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
建
設
準
備
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

整
備
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
本
市

の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
周
辺
道
路
の
交
通
の
円
滑
化
、
さ
ら

に
は
、
災
害
発
生
時
の
避
難
路
や
緊
急
輸
送
路
の
確
保
が
大
い
に

期
待
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
úù
年
（
２
０
２
０
年
）
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
本
地
域
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
外
国

人
観
光
客
は
さ
ら
に
増
え
続
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
こ
う
し

た
明
る
い
未
来
に
向
け
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
、
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
配
慮
し
つ
つ
、
ソ
フ
ト
事
業
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
効
率
的
に
行
い
、
住
民
の
利
便
性
向
上
と
地
域
経

済
活
性
化
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山梨県富士吉田市長 ງ಺ɹໜ

෋࢜ͱͱ΋にาΉ
๛͔でྗ͍ڧ·ͪを໨ͯ͠ࢦ
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「
こ
ゆ
財
団
」︶
設
立
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

全
国
的
に
広
ま
っ
て
い
る
財
政
難
と
少
子
高
齢
化
を
背

景
に
、
現
在
の
執
行
理
事
で
あ
る
岡
本
啓
二
（
新
富
町
役

場
か
ら
出
向
）
の
「
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
町
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
」
と
い
う
発
案
か
ら
、
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
目
的
に
、
観
光
協
会
を
解
散
し
地
域
商
社
と
し

て
こ
ゆ
財
団
を
設
立
し
ま
し
た
。
使
命
で
あ
る
「
強
い
地

域
経
済
を
つ
く
る
」
と
い
う
と
、
お
金
儲
け
の
よ
う
に
聞

こ
え
て
行
政
の
中
に
は
毛
嫌
い
す
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
持
続
可
能
な
地
域

で
あ
る
た
め
に
は
、
地
域
で
お
金
を
稼
い
で
い
か
な
け
れ

観
光
協
会
か
ら
地
域
商
社
へ

―
一
般
財
団
法
人
こ
ゆ
地
域
づ
く
り
推
進
機
構
︵
以
下
：

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
ゆ
財
団
で
は
、
一
粒

１
０
０
０
円
の
ラ
イ
チ
な
ど
特
産
品
の
開
発
・
販
売
を
通

じ
て
得
た
利
益
の
一
部
を
人
財
の
育
成
に
投
資
し
て
い
ま

す
。
地
域
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
で
新
た

な
収
益
に
つ
な
げ
、
次
の
起
業
家
育
成
に
活
か
す
と
い
う

サ
イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。（
齋
藤
）

独
自
の
起
業
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

﹁
新
富
モ
デ
ル
﹂

―
こ
ゆ
財
団
が
取
り
組
む
人
材
育
成
事
業
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

こ
ゆ
財
団
の
教
育
事
業
部
で
は
年
間
を
通
じ
て
様
々
な

講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
地
域
の

情
報
を
発
信
す
る
人
材
を
育
て
る
ラ
イ
タ
ー
講
座
「
地
域

を
編
集
す
る
学
校
」
や
、
農
家
の
方
を
対
象
に
、
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
な
ど
今
後
の
農
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
と
も
に
学

ぶ
「
儲
か
る
農
業
」
と
い
う
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
多
様
な
講
座
の
開
講
を
通
じ
て
、
様
々
な
分

野
で
「
起
業
」
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、今
年
度
は
「
し
あ
わ
せ
な
ま
ち
づ
く
り
実
践
塾
」

と
い
う
全
５
回
の
講
座
を
１
年
間
か
け
て
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
講
座
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
で
幸
福
学

を
研
究
さ
れ
て
い
る
前
野
隆
司
教
授
を
講
師
に
招
き
、
起

業
家
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
で
働
く
人
々
が
、
新
富
町
と
い

う
町
で
生
き
る
こ
と
・
働
く
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る

こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

起
業
に
は
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
パ
ワ
ー
を
必
要
と
し

ま
す
し
、
町
づ
く
り
の
た
め
に
一
生
懸
命
働
く
こ
と
も
楽

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
金
を
稼
い
で
町
と
自
ら
を

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
は
、
編
集
室
が
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
様
々
な
方
を
取
材
し
、
熱
い

思
い
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
地
域
商
社
と
し
て
「
起
業

家
育
成
」
と
「
特
産
品
販
売
」
に
取
り
組
む
一
般
財
団

法
人
こ
ゆ
地
域
づ
く
り
推
進
機
構
の
齋
藤
潤
一
氏
と
稲

田
佑
太
朗
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 同教育事業部ディレクター／

移住コンシェルジュ

稲田 佑太朗 氏一般財団法人こゆ地域づくり
推進機構代表理事

齋藤 潤一 氏

起業家移住者が
ぞくぞく集まっている理由

―世界一チャレンジしやすいまち・宮崎県新富町―

◉齋藤　潤一氏プロフィール
大阪府出身。米国シリコンバレーのITベンチャー企業での勤務を経て、帰国
後、東京で広告デザイン会社を創業。東日本大震災を機に、自身のスキルと
経験を地域経済の活性化に活かす事を決意し、NPO法人まちづくりGIFTを
設立。2017年4月一般財団法人こゆ地域づくり推進機構代表理事に就任。慶
應義塾大学大学院で非常勤講師も務める。

◉稲田　佑太朗氏プロフィール
宮崎県出身。高校卒業後県外の大学に進学、卒業後に故郷・宮崎へUターン。
7年間、臨床検査技師として病院に勤めた後、宮崎市が推進する実践型地域
雇用創造事業において事務局員として年間100講座以上をプロデュース。現
在は一般財団法人こゆ地域づくり推進機構で教育事業を担当している。
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潤
す
こ
と
と
、
笑
顔
＝
幸
せ
で
い
る
こ
と
の
両
方
を
実
現

し
て
こ
そ
理
想
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
「
ゼ
ニ
ー
（
銭
）」
と
「
エ
ミ
ー
（
笑
み
）」

の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
な
の
で
す
。
長
く
事
業
を
継
続
で
き

る
起
業
家
の
育
成
が
町
に
と
っ
て
も
、
子
供
た
ち
の
未
来

に
と
っ
て
も
非
常
に
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。（
稲
田
）

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
活
用
！ 

稼
げ
る
起
業
家
ら
が
続
々
誕
生

―
取
り
組
み
の
成
果
や
受
講
者
の
そ
の
後
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

受
講
者
の
中
か
ら
す
で
に
何
名
か
の
起
業
家
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
を
対
象
に
開
校
し
た

学
習
塾
や
、
地
域
密
着
型
の
整
体
師
の
活
躍
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
地
元
き
ゅ
う
り
農
家
が
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
在
来
種
の
き
ゅ
う
り
栽
培

を
新
た
に
試
み
る
な
ど
、
事
業
拡
大
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

新
富
町
の
若
手
農
家
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
農
家
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
強
化
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
、
受
講
者
か
ら
得
ら
れ
た
ひ
と
つ
の
成

果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
稲
田
）

起
業
家
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
る
、 

世
界
一
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
ま
ち

―
こ
ゆ
財
団
に
と
っ
て
の
「
地
域
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
「
世
界
一
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
ま
ち
」
を

つ
く
る
と
い
う
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
ま
ず
、
私
た
ち
の
姿
を

町
の
人
や
子
供
た
ち
に
見
て
も
ら
う

こ
と
で
、
新
富
町
が
彼
ら
に
と
っ
て

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
土
壌
に
な

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
違
い

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
何
か
や
り

た
い
と
言
っ
た
時
に
「
ま
ず
や
っ
て

み
よ
う
」
と
な
り
ま
す
が
、
日
本
だ

と
「
失
敗
し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
が
ら
っ
と

変
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
た

り
前
の
よ
う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

土
壌
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
世
界
中

か
ら
見
て
も
す
ご
く
魅
力
的
な
ま
ち

だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
縦
軸
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
隣
と
似

た
よ
う
な
事
業
を
し
た
り
人
材
を
育
て
た
り
す
る
の
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
地
域
づ
く
り
、
人
材
育
成
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
こ
と
で
初
め
て
自
立
し
た
地
域

や
持
続
可
能
な
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
極
論

を
言
う
と
、
人
材
育
成
や
起
業
家
育
成
は
自
立
し
た
地
域

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
手
段
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
一
部
で
は
そ
れ
自
体
を
目
的
や
ゴ
ー
ル
と
勘
違
い

し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
自
分
た
ち
の
町
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

人
材
育
成
が
あ
る
と
考
え
な
い
と
、
予
算
を
消
化
す
る
だ

け
の
人
材
育
成
事
業
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
を
切

り
替
え
る
こ
と
で
地
域
に
と
っ
て
全
く
違
う
未
来
が
待
っ

て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
地
方
創
生
は
必
ず
二
極
化
し
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
ど
う
二
極
化
す
る
か
と
い
う
と
、
選
ば
れ
る
地
域

に
な
る
か
な
ら
な
い
か
で
す
。
今
は
ま
だ
そ
の
あ
た
り
が

ぼ
ん
や
り
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
０
年
を
過
ぎ
た
頃
に

は
必
ず
変
化
が
起
き
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
重
要

な
の
が
魅
力
的
な
町
で
あ
る
か
ど
う
か
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
私
た
ち
が
一
番
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
走
り
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
齋
藤
）

◇

「
世
界
一
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
ま
ち
」
を
目
指
す
一

般
財
団
法
人
こ
ゆ
地
域
づ
く
り
推
進
機
構
の
今
後
の
活
動

に
さ
ら
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
編
集
室

●　

新　

大
毅
（
京
都
府
井
手
町
か
ら
出
向
）

し͋Θͤͳまͪͮ͘り࣮ફक़のࢀՃऀ

し͋Θͤͳまͪͮ͘り࣮ફक़の༷ࢠ
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境港市

鳥
取
県

235

境港市は鳥取県の最西端にある弓ヶ浜
半島の北端に位置し、古くから商港、

漁港として栄えてきた港町です。市内の美
保湾には「日本の白砂青松100選」や
「日本の渚100選」にも選ばれている美し
い砂浜が広がっています。
四季を通じて様々な種類の魚が水揚げさ
れ、カニやクロマグロは日本でも有数の水
揚げ量を誇ります。市内に３カ所ある直売施
設では、新鮮な魚介類が並び、観光客や地
元の人たちの目と舌を楽しませています。
また、境港市は「ゲゲゲの鬼太郎」で有名な漫画家の水木しげる先生の出身地

でもあります。年間200万人以上の観光客が訪れる「水木しげるロード」では、
今年の7月に大規模なリニューアル工事が完了し、新旧併せて177体の妖怪ブロ
ンズ像がロード沿いに立ち並んでいます。さらに、夜の水木しげるロードでは、
路上に妖怪たちの影絵が映し出され、怪しくライトアップされたブロンズ像や樹
木が、観光客を迎えてくれます。

©水木プロ

█水木しげる記念館
水木ワールドの集大成として「水木しげるロード」に造られた。水木ワールドの魅力を
満喫できる

͔͞ͳͱَଠ࿠の·ͪɹࢢߓڥ

█
ま
ぐ
ろ
水
揚
げ

日
本
有
数
の
水
揚
げ
を
誇
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
。
美
容
効
果

の
高
い
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る

█鬼太郎、目玉おやじブロンズ像
水木先生の代表作「ゲゲゲの鬼太郎」に登場する妖怪たちのブロンズ像。観光客に人気
の撮影スポットとなっている

█水木しげるロードの影絵
水木しげるロードリニューアルで追加され
た演出の 1つ。路上に様々な妖怪たちが映
される

█境港水産まつり
毎年10月中旬に開催される境港最大の水産
まつり。セリ体験や漁船の体験乗船など水
産に関する様々なイベントが行われる

█夜のライトアップ（水木しげるロード）
夜の水木しげるロードを彩る演出照明。夜
の妖怪散策も楽しめます
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表
紙

日
本
最
大
級
出
雲
大
社
神
楽
殿
大
し
め
縄

（
島
根
県
飯
南
町
）

平
成
30
年
７
月
、
長
さ
13
・
６
㍍
、
重
さ
５
・
２
㌧

の
大
し
め
縄
を
制
作
、
出
雲
大
社
神
楽
殿
へ
の
取
り
付

け
を
行
い
ま
し
た
。
出
雲
大
社
神
楽
殿
の
大
し
め
縄
は

日
本
最
大
級
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
大
し
め
縄

は
古
く
か
ら
、
出
雲
大
社
と
ゆ
か
り
の
深
い
島
根
県
飯

南
町
で
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
神
無
月
、
全
国
の
神
々

は
出
雲
大
社
へ
集
合
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
が
、
神
々
は

ま
ず
、
飯
南
町
に
あ
る
琴
引
山
へ
降
臨
し
た
後
、
出
雲

大
社
へ
お
入
り
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
制

作
さ
れ
た
大
し
め
縄
は
、
は
で
干
し
米
の
ワ
ラ
、
ま
た
、

し
め
縄
づ
く
り
専
用
に
育
て
ら
れ
た
赤
穂
も
ち
と
い
う

青
刈
り
ワ
ラ
を
、
お
よ
そ
１
・
５
㌶
分
使
用
し
、
１
年

の
歳
月
と
、
延
べ
８
０
０
人
の
町
民
に
よ
り
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。

飯
南
町
は
、
こ
う
し
た
大
し
め
縄
の
制
作
技
術
の
伝

承
と
「
日
本
一
大
し
め
縄
の
里
飯
南
町
」
を
掲
げ
た
観

光
誘
客
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26
年
に
「
飯
南
町
大
し

め
な
わ
創
作
館
」
を
開
館
し
ま
し
た
。
大
し
め
な
わ
創

作
館
で
は
、
全
国
か
ら
依
頼
の
あ
る
神
社
等
の
大
し
め

縄
の
制
作
風
景
を
見
学
で
き
る
ほ
か
、
職
人
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
な
が
ら
手
づ
く
り
し
め
縄
の
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
飯
南
町
産
業
振
興
課

（
０
８
５
４
‐
７
６
‐
２
２
１
４
）

（
写
真
提
供
＝
飯
南
町
産
業
振
興
課
）

出雲大社神楽殿
大しめ縄の撚りあわせ

̎̌̍ -̔ 9
 1 巻頭エッセー／「新しい茨城づくり」の実現に向けて 大井川和彦（茨城県知事）

レギュラーリポート

●北海道 １月 30 日は世界自然遺産・知床の日 澤井尚美
●山形県南陽市 めざせ 100 万円 ! 南陽若者コンペティション 小下圭介
●富山県 新聞から展開、デザインで地域を元気に 高原和彦
●長野県 「信濃の国」を歌う、学ぶ、身近に感じる 小脇美登理
●滋賀県日野町 地域と官民連携で再生された近江鉄道日野駅舎 正木博之
●大阪府堺市 市民、企業、大学、行政が共同で新たなまちを形成 湯川まゆみ
●岡山県倉敷市 合併 50 周年事業で倉敷を誇りに思う若者を育てる 安藤俊晴
●香川県 四国八十八ヶ所霊場 1200 年の「あしあと」 十河瑞澄
●宮崎県日南市 「小村寿太郎」の歴史紙芝居・電子番組を制作 深田和広

【特集編では基調論文、全11事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

 2  歴史のなかに未来を構想する 丁野　朗（東洋大学大学院国際観光学部客員教授
ANA 総合研究所シニアアドバイザー ）

 6 新潟県新潟市 開港 150 周年を契機に「みなとまち新潟」を発信 山田瑞人

 8 島根県松江市 茶の湯のまち・松江の文化と産業を次の世代へ 髙田俊哉
 10  「明治 150 年」を迎えて広がる自治体の取り組み 植草泰彦（内閣官房「明治 150 年」

関連施策推進室企画官 ）

基調論文

副基調論文

Ҡॅ・ఆॅ・ަྲྀ推進ࢧԉ事業　岩ख県山田ொ
地域の食材を活かした農家レストランで地域おこし
 服部真理

地方創生実践塾　岩ख県ࢵ波ொ
稼ぐインフラとリノベーションまちづくり
 鎌田千市

ւ外ௐ査ใ告　ϑϥンス・φンτ市
文化芸術による持続可能なまちづくり
ւ外ௐ査ใ告　Φϥンダ
認知症になっても安心して暮らせる地域づくり
地方創生へʕ΢ッυスターτએ܈　ݴഅ県ΈなかΈொ
世界に認められたみなかみの自然と人々のくらし
 小野宏和

ฏ成�0年౓౔日ू中セミφー
デザイン思考で紡ぐ住民志向のシティプロモーション

  グラビア

28 手前みそですが… 【鳥取県境港市】

広ใࣨͩΑり
「地方創生カレッジ」に講座を提供

ट௕のࢥい
富士とともに歩む豊かで力強いまちを目指して

堀内　茂（山梨県富士吉田市長）

地域づくりは人づくり
起業家移住者がぞくぞく集まっている理由
 齋藤潤一、稲田佑太朗

աૄ໰題シンϙジ΢Ϝのお知らͤ
平成 30 年は山口県で

「全国過疎問題シンポジウム」を開催します！

特　集 過去に学んで未来をつくる ～周年を契機に～

16

18

20

21

22

23

24

25

26

表3

平成30年は山口県で
「全国過疎問題シンポジウム」を開催します！

テーマ　“田園回帰”～地方に若者を呼び込む～

10/25（木）
◇全体会：山口市（山口県総合保健会館多目的ホール）　13:00～17:00
○過疎地域自立活性化優良事例表彰式
○基調講演「田園回帰の時代～人と仕事を取り戻す１％戦略～」
  藤山 浩（（一社）持続可能な地域社会総合研究所所長）

2017年に持続可能な地域社会総合研究所を設立。
総務省や内閣府などの国の有識者委員会にも数多く参加。 
著書に「田園回帰１％戦略～地元に人と仕事を取り戻す」など。

○パネルディスカッション
コーディネーター：指出 一正（「ソトコト」編集長）
パ ネ リ ス ト：  榊田 みどり（農業ジャーナリスト・明治大学客員教授） 

ヒビノ ケイコ（4コマ漫画エッセイスト・作家） 
松嶋 匡史（（株）瀬戸内ジャムズガーデン代表取締役） 
藤道 健二（山口県過疎地域対策促進協議会会長・萩市長）

◇交流会：山口市（ホテルかめ福）18:00～19:30

10/26（金）
◇分科会　10:00～16:30

։࠵市ொ名 設名ࢪ ΞΫセス ಺༰

ୈ̍分Պ会
長໳市 ϥϙールゆ΍ 山口市಺からंで໿�0分

（౬田ԹઘϗテルニュータφカΑりバス༌ૹ）
・աૄ地域自立活性化༏ྑ事ྫൃ表会
・現地࡯ࢹ

ୈ̎分Պ会
ഡ市

ѴϚルチϝディΞ
センター

山口市಺からंで໿�0分
（౬田ԹઘϗテルニュータφカΑりバス༌ૹ）

・ύωルディスカッシϣン
・現地࡯ࢹ

ୈ̏分Պ会
岩国市 ϋーϞニーΈΘ 山口市಺からंで໿100分

（౬田ԹઘϗテルニュータφカΑりバス༌ૹ）
・ύωルディスカッシϣン
・現地࡯ࢹ

ୈ̐分Պ会
प๷大島ொ

山口県
大島๷災センター

山口市಺からंで໿10�分
（౬田ԹઘϗテルニュータφカΑりバス༌ૹ）

・աૄ地域自立活性化༏ྑ事ྫൃ表会
・現地࡯ࢹ

開催日等

総務省、全国過疎問題シンポジウム実行委員会 
（山口県、全国過疎地域自立促進連盟、山口県過疎地域対策促進協議会）主　催

全国過疎問題シンポジウム実行委員会事務局
〒753-8501 山口県山口市滝町1-1 山口県中山間地域づくり推進課内 
TEL：083-933-2549　FAX：083-933-2559

連絡先

藤山 浩氏
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基調論文／丁野　朗
歴史のなかに未来を構想する

北海道／澤井尚美
1月30日は世界自然遺産・知床の日

山形県南陽市／小下圭介
めざせ100万円！南陽若者コンペティション

新潟県新潟市／山田瑞人
開港150周年を契機に「みなとまち新潟」を発信

富山県／高原和彦
新聞から展開、デザインで地域を元気に

長野県／小脇美登理
「信濃の国」を歌う、学ぶ、身近に感じる

滋賀県日野町／正木博之
地域と官民連携で再生された近江鉄道日野駅舎
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大阪府堺市／湯川まゆみ
市民、企業、大学、行政が共同で新たなまちを形成

岡山県倉敷市／安藤俊晴
合併50周年事業で倉敷を誇りに思う若者を育てる

島根県松江市／髙田俊哉
茶の湯のまち・松江の文化と産業を次の世代へ

香川県／十河瑞澄
四国八十八ヶ所霊場1200年の「あしあと」

宮崎県日南市／深田和広
「小村寿太郎」の歴史紙芝居・電子番組を制作
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に
お
い
て
西
郷
隆
盛
に
ち
な
ん
だ
地
を
巡
り
つ
つ
自
然
や

伝
統
芸
能
を
体
験
す
る
青
少
年
育
成
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
事
業
面
で
も
若
者
の
育
成
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。

「
明
治
１
５
０
年
」
で
は
、
明
治
期
を
振
り
返
り
、
将
来

に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
、
そ
の
意
義
に
か
な
っ
た
も
の
と
も
い
え

よ
う
。

歴
史
資
料
を
遺
そ
う

こ
の
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
全
国
的
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
き
て
い
る
が
、「
明
治
の
歩
み
を
つ
な

ぐ
、
つ
た
え
る
」
と
い
う
趣
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
存
す

る
歴
史
資
料
を
次
世
代
に
遺
し
て
い
く
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
政
府
で
は
、「
明
治
１
５
０
年
」
を
機
に
、

公
文
書
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
よ
う
と
、
各
行
政
機
関
及

び
独
立
行
政
法
人
な
ど
に
お
い
て
、
明
治
時
代
に
作
成
さ

れ
た
公
文
書
で
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
が
可
能
な
も
の

が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
か
総
点
検
を
行
っ
た
結
果
、
約

８
０
０
０
件
の
公
文
書
を
発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

公
文
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
の
重
要
な
一
コ
マ

を
示
す
も
の
な
の
で
、
自
治
体
に
お
い
て
も
、
そ
の
保
存
、

利
用
を
進
め
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
大
切
な
こ
と
だ
と
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
岡
山
県
で
は
、
歴
史
公
文
書
を
編
纂
し

て
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
日
頃
よ
り

熱
心
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、今
回
の
「
明

治
１
５
０
年
」
に
お
い
て
も
、
企
画
展
の
ほ
か
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
や
館
長
に
よ
る
講
演
会
な
ど
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
他
の
自
治
体
に
お
い
て
も
、
独
自
の
取
り
組
み

が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
き
が
少
し

で
も
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
確
か
に
歴
史
資
料

１
５
０
年
記
念
式
典
」
は
、
明
治
２
０
０
年
を
背
負
う
こ

と
に
な
る
子
供
た
ち
に
先
人
た
ち
の
志
を
伝
え
、
未
来
へ

向
け
て
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
こ
う
と
、
県
内
の
小
中
高

生
約
２
３
０
０
人
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
内
容
も
、
高
校
生
の
創
作
オ
ペ
ラ
、
小
学
生
の
合
唱
、

中
高
生
の
弦
楽
四
重
奏
、公
開
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、

学
生
を
前
面
に
押
し
出
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て

い
る
。
鹿
児
島
県
で
は
、
か
つ
て
送
ら
れ
た
薩
摩
藩
英
国

留
学
生
に
ち
な
ん
だ
留
学
生
の
派
遣
事
業
や
、
沖
永
良
部

の
保
存
、
公
開
に
関
す
る
費
用
は
、
予
算
や
人
員
の
制
約

が
あ
る
中
で
大
き
く
拡
充
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
い
ず

れ
は
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
、
機
会

を
見
つ
け
て
、是
非
、取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

特
に
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
は
、
今
後
、
極

め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。国
に
お
い
て
は
、

「
明
治
１
５
０
年
」
を
機
に
、
明
治
期
を
始
め
と
す
る
歴

史
的
な
資
料
に
つ
い
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
施
策
に

関
す
る
会
議
を
設
置
し
、
各
府
省
庁
の
情
報
共
有
・
施
策

の
連
携
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
各
自
治
体
に
お
か

れ
て
も
、
各
々
が
取
り
組
み
や
す
い
方
法
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
推

進
に
つ
い
て
は
、
明
治
１
５
０
年
に
限
ら
ず
特
別
交
付
税

の
制
度
も
措
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、運
用
面
に
お
い
て
も
、

国
立
公
文
書
館
に
よ
る
標
準
仕
様
書
の
配
布
や
訪
問
説
明

等
の
支
援
も
あ
る
の
で
、
是
非
、
活
用
を
検
討
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。

お
わ
り
に

以
上
、「
明
治
１
５
０
年
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
自

治
体
の
動
き
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
た
。
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
も
の
の
他
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
や
特
性
を

活
か
し
た
取
り
組
み
が
多
く
あ
る
が
、
こ
の
「
明
治
１
５

０
年
」
を
契
機
と
し
て
、
地
域
の
新
た
な
魅
力
が
掘
り
起

こ
さ
れ
、
今
後
の
地
域
振
興
に
結
び
付
い
て
い
け
ば
、
担

当
者
と
し
て
も
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
満
１
５
０
年
で
あ

る
10
月
23
日
が
目
前
に
迫
り
、「
明
治
１
５
０
年
」
も
残

す
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
引
き
続
き
、
各
地

域
に
お
い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

武庫川女子大学附属中学コーラス部による合唱の模様（兵庫県政 150周年記念式典）
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過去に学んで未来をつくる～周年を契機に～

富山県（p12-13）
富山もようのタペストリーが飾られた北陸新幹
線開業祝賀会が開催されたホテル

4 新潟県新潟市（p10-11）
新潟開港150周年を記念して、古町芸妓と専
門学生が開発した「波と雪のパンケーキ」

3

山形県南陽市（p８-９）
市制施行50周年で行われたワークショップ
2

滋賀県日野町（p16-17）
近鉄日野線の駅舎建設100年を機に駅舎を再生し、竣工式が行
われた

6

北海道（p６-７）
世界自然遺産・知床の山々とシンボルマーク
1

長野県（p14-15）
長野県歌制定日に松本市のサッカー場でキック オフ イベント
5

●1

●2
●3

●5
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島根県松江市（p22-23）
大名茶人・松平不昧公に思いを馳せた記念和菓子「不昧菓」
9

岡山県倉敷市（p20-21）
合併50周年事業の一つ、倉敷素隠居プロジェクト
8 大阪府堺市（p1�-1�）

泉北ニュータウンまちびらき50周年事業での中学生による演奏
7

宮崎県日南市（p26-27）
郷土の偉人の生き方を次世代へ ～小村寿太郎プロジェクト～
11

香川県（p24-25）
四国八十八ヶ所霊場回創１２００年を記念して弘法大師像と歩む
青年僧

10

●10

●3
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●7

●8
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特 集
日
本
再
発
見
に
繋
げ
た
い

歴
史
・
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー

ࢲ
た
ち
は
޷
ん
で
「
અ
目
」
と
い
う
ݴ
༿
を
࢖
う
。
そ

れ
は
、
現
ࡏ
の
؀
ڥ
に
๞
き
଍
り
ず
、
Կ
ら
か
の
స
機
を

ܴ
え
た
い
と
い
う
ئ
๬
の
ද
れ
で
も
あ
ろ
う
。
અ
目
の
ޠ

源
で
あ
る
஛
は
、
中
਎
は
ۭ
ಎ
だ
が
અ
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
高
く
৳
び
て
い
け
る
。
そ
ん
な
ئ
い
が
ࠐ
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

અ
目
と
い
え
ば
、
今
年
は
「
明
治
１
５
０
年
」
の
۠
切

り
の
年
で
も
あ
る
。「
明
治
ҡ
新
１
５
０
年
」
と
い
っ
た

ݴ
い
方
も
さ
れ
る
が
、
明
治
ҡ
新
が
ど
の
時
代
の
こ
と
を

さ
す
の
か
は
な
か
な
か
難
し
い
。

い
わ
Ώ
る
明
治
ҡ
新
の
始
期
は
、
ນ
຤
「
ఱ
保
期
ớ
１

８
３
０
Ỗ
û3
年
Ờ」
や
「
ペ
Ϧ
ー
来
ߤ
ớ
１
８
５
３
年
Ờ」

と
ݴ
わ
れ
る
。
前
者
は
、
ນ
府
の
Җ
৴
ࣦ
௢
か
ら
こ
れ
に

൓
߅
す
る
政
治
運
動
の
活
発
化
、
後
者
は
、
҆
政
௨
঎
৚

約
の
క
結
な
ど
、
日
ຊ
が
国
ࡍ
的
関
܎
や
資
ຊ
ओ
義
世
ք

ࢢ
৔
の
一
؀
に
ਂ
く
組
み
ࠐ
ま
れ
た
と

い
う
見
ղ
で
あ
る
。
ऴ
期
に
つ
い
て
も

ॾ
説
あ
る
。「
西
ೆ
ઓ
૪
ớ
１
８
̓
̓

年
Ờ」や「
大
日
ຊ
ఇ
国
ݑ
法
の
発
布ớ
１

８
８
̕
年
Ờ」
が
有
力
で
あ
る
。
西
ೆ

ઓ
૪
は
、
෧
ݐ
෮
ؼ
を
目
͟
す
࢜
଒
の

൓
政
府
運
動
が
ऴ
わ
り
明
治
新
政
府
の

ج
൫
が
੔
っ
た
こ
と
、
大
日
ຊ
ఇ
国
ݑ

法
の
発
布
は
、
明
治
ҡ
新
の
ຊ
࣭
で
あ

る
ఱ
ߖ
制
国
Ո
の
੔
උ
・
確
立
に
果
た

し
た
新
ݑ
法
の
໾
ׂ
や
、
こ
の
時
期
、

ۙ
代
࢈
業
資
ຊ
ओ
義
の
成
立
の
౔
୆
が

ほ
΅
で
き
あ
が
っ
た
こ
と
な
ど
に
ண
目

す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ۙ
代
明
治
の
歴
史
に
つ
い

て
は
、
ܦ
ࡁ
࢈
業
省
が
２
０
０
̓
年
か
ら
２
０
０
８
年
に

か
け
て
ೝ
ఆ
を
進
め
て
き
た
「
ۙ
代
化
࢈
業
遺
࢈
܈
33
」

「
続
33
܈
」
に
関
わ
ら
せ
て
௖
い
た
。
明
治
以
߱
の
ܦ
ࡁ
・

౎
ࢢ
・
ࣾ
会
・
文
化
の
ม
ભ
に
大
き
な
Ө
ڹ
を
༩
え
た
Ϟ

ϊ
・
コ
ト
を
「
࢈
業
の
ス
ト
ー
Ϧ
ー
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
た
の
が
、こ
れ
ら
33
܈
で
あ
るớ
஫
１
Ờ。
こ
の
中
に
は
、

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る 

〜
周
年
を
契
機
に
〜

歴
史
の
な
か
に
未
来
を
構
想
す
る

Ổ
࢈
業
・
文
化
の
ス
ト
ー
Ϧ
ー
に
よ
る
地
域
の
Ϗ
ジ
ョ
ン
ͮ
く
り
Ổ

丁
野
　
朗

東
洋
大
学
大
学
院
国
際
観
光
学
部
客
員
教
授

Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

筆者プロフィール

丁野 朗氏
（ちょうの・あきら）

1950 年高知県生まれ。1973 年同志社大学卒。
マーケティング・環境政策のシンクタンクを経て、
1989 年（財）余暇開発センター移籍。「ハッピー
マンデー制度」や「いい夫婦の日」を提唱。産業
遺産活用・産業観光などの地域活性化事業などに
携わる。2002年（財）日本生産性本部、2008年
（社）日本観光振興協会に移籍。2017年 4月（株）
ANA総合研究所シニアアドバイザーに就任（現
職）。国土交通省、観光庁、経済産業省、文化庁（日
本遺産選定委員）、農林水産省などの関係省庁委
員や各地自治体の顧問（アドバイザー）、日本商工
会議所観光専門会学識委員など。東洋大学大学院
国際観光学部客員教授の他に法政大学、跡見学園
女子大学の兼任講師なども勤める。
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「
明
治
日
ຊ
の
࢈
業
ֵ
໋
遺
࢈
」や「
෋
岡
੡
ࢳ
৔
」な
ど
、

そ
の
後
、
世
ք
遺
࢈
ೝ
ఆ
さ
れ
た
ス
ト
ー
Ϧ
ー
も
ؚ
ま
れ

て
い
る
。

ま
た
、
２
０
１
５
年
か
ら
は
文
化
庁
が
推
進
す
る
「
日

ຊ
遺
࢈
」
の
ೝ
ఆ
に
も
関
わ
ら
せ
て
௖
い
て
い
る
。
こ
ち

ら
は
、
日
ຊ
の
歴
史
・
文
化
を
৅
௃
す
る
「
ඦ
の
෺
ޠ
」

を
ඳ
き
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
௨
͡
て
、
؍
ޫ
交
ྲྀ

や
新
た
な
࢈
業
創
଄
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
ຊ
年
５
月
現
ࡏ
、
全
国
で
ýþ
件
が
ೝ
ఆ

さ
れ
て
い
る
。

日
ຊ
遺
࢈
は
、
日
ຊ
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
な
ど
に
ج

ͮ
く
事
業
で
あ
る
が
、
ݸ
々
の
文
化
ࡒ
で
は
な
く
、
文
化

ࡒ
を
生
み
だ
し
た
地
域
の
「
ス
ト
ー
Ϧ
ー
」
そ
の
も
の
を

ೝ
ఆ
す
る
点
が
、
ै
来
の
文
化
ࡒ
行
政
の
࿮
を
௒
え
る
画

期
的
な
事
業
と
し
て
஫
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
෺
ޠ
の
中

に
は
、
ນ
຤
か
ら
「
ۙ
代
」
を
ς
ー
マ
と
す
る
も
の
も
す

で
に
10
件
を
௒
え
て
い
る
ớ
஫
２
Ờ。

日
ຊ
遺
࢈
の
ೝ
ఆ
に
は
３
つ
の
৹
ࠪ
ج
準
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
ᶃ
ス
ト
ー
Ϧ
ー
内
容
が
、
当
֘
地
域
の
ࡍ
立
っ

た
特
௃
・
特
৭
を
示
す
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
魅
力
を
े

෼
に
伝
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ᶄ
日
ຊ
遺
࢈
と

い
う
資
源
を
活
か
し
た
地
域
ͮ
く
り
に
つ
い
て
の
将
来
૾

ớ
Ϗ
ジ
ョ
ン
Ờ
と
実
現
に
向
け
た
۩
体
的
な
方
策
が
ద
切

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ᶅ
ス
ト
ー
Ϧ
ー
の
国
内
֎
へ
の

ઓ
ུ
的
・
ޮ
果
的
な
発
৴
な
ど
、
日
ຊ
遺
࢈
を
௨
͡
た
地

域
活
性
化
の
推
進
が
可
能
と
な
る
体
制
が
੔
උ
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
で
あ
る
。

ス
ト
ー
Ϧ
ー
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ー
Ϧ
ー
そ
の
も
の
の

「
興
ຯ
ਂ
さ
」
や
「
࢐
新
さ
」「
ૌ
ٻ
力
」「
ر
少
性
」「
地

域
性
」
が
重
ࢹ
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
ຊ
遺
࢈
の
ຊ
来
の

目
的
は
、
地
域
活
性
化
や
࢈
業
創
଄
と
い
っ
た
点
を
重
ࢹ

し
て
い
る
の
で
、
ᶃ
は
ඞ
要
৚
件
で
は
あ
る
が
、
ᶄ
と
ᶅ

の
地
域
Ϗ
ジ
ョ
ン
や
۩
体
的
施
策
、
施
策
を
担
う
体
制
ͮ

く
り
が
明
確
に
ඳ
か
れ
て
い
る
ඞ
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
ա
ڈ
の
歴
史
や
文
化
を
୯
に
෺
ޠ
化
す
る
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ら
を
地
域
の
未
来
Ϗ
ジ
ョ
ン
と
地
域
活

性
化
ܭ
画
に
۩
体
化
し
実
行
す
る
の
が
日
ຊ
遺
࢈
の
大
き

な
特
৭
で
あ
る
。

ཧ
૝
を
ࣦ
い
心
の
Ձ
஋
を
見
ࣦ
っ
た
ຽ
଒
、
自
国
の
歴

史
を
忘
れ
た
ຽ
଒
は
໓
び
る
と
׃
ഁ
し
た
の
は
、
イ
Ϊ
Ϧ

ス
の
歴
史
学
者
ア
ー
ϊ
ル
υ
ử
ト
イ
ン
Ϗ
ー
で
あ
る
。今
、

わ
が
国
の
多
く
の
地
域
で
も
人
ޱ
ݮ
少
や
ܦ
ࡁ
ఀ
଺
の
中

で
、
地
域
の
未
来
に
ෆ
҆
を
も
ち
、
ތ
り
を
ࣦ
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
ۙ
代
化
࢈
業
遺
࢈
や
日
ຊ
遺
࢈
な
ど

の
࢈
業
や
歴
史
文
化
の
ス
ト
ー
Ϧ
ー
は
、
自
৴
を
ࣦ
い
か

け
て
い
る
地
域
に
、
新
た
な
未
来
へ
の
方
向
性
や
Ϗ
ジ
ョ

ン
を
も
た
ら
す
有
力
な
取
り
組
み
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ຊ
ߘ
で
は
、
ओ
と
し
て
各

地
の
日
ຊ
遺
࢈
、
と
り
わ
け
日
ຊ
の
ۙ
代
に
܎
る
ス
ト
ー

Ϧ
ー
事
例
を
も
と
に
、
地
域
活
性
化
の
ߟ
え
方
や
そ
の
ख

法
に
つ
い
て
;
れ
て
み
た
い
。

明
治
１
５
０
年
と
「
鎮
守
府
」

日
ຊ
の
ۙ
代
化
は
国
๷
と
଄
ધ
・
機
ց
な
ど

の
重
޻
業
の
確
立
が
٤
ۓ
の
՝
୊
で
あ
っ
た
。

そ
の
՝
୊
の
実
現
に
Ή
け
て
、
日
ຊ
の
四
ғ
の

ւ
を
๷
ޚ
す
る
「
௟
क
府
」
は
大
き
な
໾
ׂ
を

果
た
し
た
。

２
０
１
̒
年
に
ೝ
ఆ
さ
れ
た
「
௟
क
府ɹ

ԣ

ਢ
լ
・
ޖ
・
ࠤ
世
保
・
෣
௽
Ỗ
日
ຊ
ۙ
代
化
の

༂
動
を
体
ײ
で
き
る
ま
ち
Ỗ
」
は
、
ۙ
代
国
Ո
と
し
て
西

Ԥ
ྻ
強
と
ର
等
に
౉
り
合
う
た
め
の
ւ
๷
力
を
උ
え
る
国

Ո
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
の
෺
ޠ
で
あ
る
。
１
８
８
̐
年
ớ
明
治

1þ
年
Ờ
の
ԣ
ਢ
լ
௟
क
府
を
ൽ
切
り
に
、
１
８
８
̕
年
に

ޖ
と
ࠤ
世
保
、
１
̕
０
１
年
に
෣
௽
で
௟
क
府
が
開
庁
さ

れ
た
。
そ
の
前
਎
は
ນ
຤
の
１
８
̒
５
年
ớ
ܚ
Ԡ
ݩ
年
Ờ

に
開
設
さ
れ
た
ԣ
ਢ
լ
଄
ધ
ॴ
ớ
੡
మ
ॴ
Ờ
で
あ
る
。
ϑ

ラ
ン
ス
の
ٕ
ज़
ࢦ
ಋ
に
よ
り
西
Ԥ
か
ら
࠷
新
の
଄
ધ
機
ث

を
ಋ
ೖ
し
、
మ
੡
部
඼
か
ら
ݐ
ங
用
࿃
נ
に
ࢸ
る
ま
で
、

ඞ
要
な
も
の
は
全
て
ಉ
੡
మ
ॴ
で
生
࢈
す
る
体
制
を
୹
期

ؒ
に
੔
え
た
。

こ
れ
ら
の
ス
ト
ー
Ϧ
ー
の
ݪ
点
に
は
、
௟
क
府
に
બ
ば

れ
た
̐
ߓ
の
地
政
学
上
の
共
௨
߲
が
あ
る
。
֎
ఢ
か
ら
の

๷
ޚ
ڌ
点
と
し
て
、
背
後
を
ٸ
फ़
な
山
に
ғ
ま
れ
、
ఢ
の

進
ೖ
を
ڋ
Ή
ਂ
く
ೖ
り
組
ん
だ
࿷
、
؋
ఖ
の
ߤ
行
・
ఀ
ധ

が
可
能
な
ਂ
い
ਫ
ਂ
と
Ժ
や
か
な
ೖ
ߐ
な
ど
で
あ
る
。
そ

の
地
ཧ
的
特
性
を
活
か
し
、
൒
೶
൒
ړ
の
੩
か
な
פ
ଜ
に

時
代
の
࠷
先
୺
ٕ
ज़
を
ू
ੵ
し
、
ւ
܉
޻
ছ
や
ප
Ӄ
、
ਫ

ಓ
な
ど
多
く
の
施
設
が
୹
期
ؒ
の
う
ち
に
ݐ
設
さ
れ
た
。

ւ
に
開
け
た
地
ܗ
は
൒
面
で
཮
࿏
か
ら
の
ア
Ϋ
η
ス
が
ѱ

い
。
ࡔ
ಓ
や
ೖ
り
組
ん
だ
地
ܗ
に
਺
多
く
の
ト
ン
ω
ル
や旧呉鎮守府庁舎（現海上自衛隊呉地方総監部庁舎）

鎮守府４都市には優れた水道施設が建設され
た。写真は旧北吸浄水場第１配水池（舞鶴旧鎮
守府水道施設）
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ڮ
が
Ս
け
ら
れ
て
మ
ಓ
が
開
௨
し
た
؋。
ધ
へ
の
ਫ
ิ
څ
、

ྲྀ
ೖ
す
る
๲
大
な
౎
ࢢ
人
ޱ
を
࿫
う
た
め
に
ૣ
く
か
ら
ෑ

設
さ
れ
た
ਫ
ಓ
施
設
も
、௟
क
府
の
大
き
な
特
৭
で
あ
る
。

さ
ら
に
৯
や
౎
ࢢ
文
化
の
ྨ
ࣅ
性
、
特
に
ւ
܉
༝
来
の

৯
文
化
は
魅
力
的
で
あ
る
。෣
௽
ւ
ฌ
ஂ
が
発
行
し
た「
ւ

܉
ׂ
๑
ज़
参
ߟ
書
」
に
は
当
時
の
１
０
０
छ
ྨ
以
上
の
༸

৯
Ϩ
シ
ϐ
が
あ
る
。
有
໊
な
೑
͡
Ỵ
が
は
、
٭
ؾ
予
๷
と

し
て
Ϗ
ー
ϑ
シ
ν
ỿ
ー
を
日
ຊ
人
の
ޱ
に
ೃ
છ
Ή
よ
う
վ

良
し
た
も
の
で
あ
る
。
ۙ
年
は
、
各
؋
ધ
の
ਥ
๪
カ
Ϩ
ー

と
ま
ち
な
か
の
Ϩ
ス
ト
ラ
ン
が
ఏ
携
し
て
ࢢ
ຽ
や
؍
ޫ
٬

に
ਥ
๪
の
ຯ
を
ఏ
供
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
੺
࿃
נ
૔
ݿ

܈
や
௟
क
府
長
׭
׭
ࣷ
、
か
つ
て
の
要
࠹
੻
な
ど
の
̐
౎

ࢢ
共
௨
の
ݻ
有
ܠ
؍
も
、
他
౎
ࢢ
に
は
な
い
大
き
な
特
৭

で
あ
り
魅
力
で
あ
る
。

共
௨
の
歴
史
を
歩
ん
だ
چ
௟
क
府
̐
౎
ࢢ
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
਺
多
く
の
෼
໺
で
連
携
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
実
੷
を
؍
ޫ
面
で
も
活
か
そ
う
と
、
چ
܉
̐
ߓ
を
؏
く

共
௨
の
π
ー
Ϧ
ζ
ム
঎
඼
と
そ
の
プ
ロ
Ϟ
ー
シ
ョ
ン
、
グ

ル
ϝ
交
ྲྀ
、
ݻ
有
の
ܠ
؍
を
活
か
す
؀
ڥ
੔
උ
、
̐
౎
ࢢ

の
Ψ
イ
υ
交
ྲྀ
な
ど
の
事
業
が
ண
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

文
化
の
ج
૚
に
あ
る
地
域
の
࢈
業
資
源
の
活
用
と
新
た

な
事
業
創
出
、
交
ྲྀ
Ϗ
ジ
ω
ス
の
活
発
化
に
よ
る
地
域
活

性
化
。
こ
れ
こ
そ
が
日
ຊ
遺
࢈
の
目
ࢦ
す
も
の
で
あ
る
。

大
久
保
利
通
の
夢
、
安
積
疏
水

日
ຊ
の
ۙ
代
化
に
お
い
て
ᕲ
ᕱ
、
上
ਫ
ಓ
や
࢈
業
用
ਫ

の
確
保
、
発
ి
に
よ
る
࢈
業
用
動
力
の
確
保
な
ど
に
大
き

く
ߩ
ݙ
し
た
の
が
ૃ
ਫ
事
業
で
あ
る
。
中
で
も
、
日
ຊ
ࡾ

大
ૃ
ਫ
と
ݴ
わ
れ
る
҆
ੵ
ૃ
ਫ
や
ಹ
ਢ
ૃ
ਫ
、
ඐ
ഀ
ބ
ૃ

ਫ
は
、明
治
を
代
ද
す
る
国
Ո
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
、
෱
島
県
܊
山
ࢢ
・
ழ
බ
代
の
҆

ੵ
ૃ
ਫ
は
、「
未
来
を
拓
い
た
ứ
一
ຊ
の
ਫ
࿏
Ừ

Ỗ
大
ٱ
保
利
௨
ἔ
࠷
後
の
ເ
ἕ
と
開
拓
者
の
ي

੻
」
と
し
て
、
２
０
１
̒
年
に
日
ຊ
遺
࢈
に
ೝ

ఆ
さ
れ
た
。
明
治
新
政
府
に
よ
る
࠷
ॳ
で
࠷
大

の
国
Ӧ
೶
業
ਫ
利
事
業
で
あ
る
。
܊
山
か
ら
ழ

බ
代
ބ
方
面
に
広
が
る
҆
ੵ
ݪ
໺
は
、
年
ؒ
Ӎ

ྔ
が
１
２
０
０
ἄ
に
も
満
た
な
い
ਫ
利
の
ѱ
い

ෆ
ໟ
の
ٰ
ྕ
地
ଳ
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
地
に
ழ

බ
代
ބ
の
ਫ
を
引
く
ເ
は
、
ݹ
く
ߐ
ށ
時
代
か

ら
あ
っ
た
が
、
ழ
බ
代
ބ
の
ਫ
Ґ
௿
Լ
の
ݒ
念

か
ら
実
現
で
き
な
い
で
い
た
。

そ
の
ເ
の
実
現
に
大
き
な
力
を
発
ش
し
た
の
が
、
当
時

の
内
຿
ڢ
・
大
ٱ
保
利
௨
で
あ
る
。
１
８
̓
̒
年
ớ
明
治

̕
年
Ờ、
明
治
ఱ
ߖ
の
౦
๺
巡
幸
の
Լ
見
に
来
た
大
ٱ
保

は
、
෱
島
県
と
地
ݩ
෋
঎
が
結
成
し
た
「
開
成
ࣾ
」
が
進

め
て
き
た
׭
ຽ
一
体
の
開
拓
事
業
に
ײ
ܹ
、
西
ೆ
ઓ
૪
後

の
࢜
଒
त
࢈
と
国
Ո
҆
ఆ
を
図
る
৩
࢈
興
業
の
一
大
事
業

と
し
て
、
こ
の
ૃ
ਫ
の
実
現
に
自
ら
の
ເ
を
ୗ
し
た
。
そ

し
て
１
８
̓
８
年
ớ
明
治
11
年
Ờ
３
月
、
事
業
Ҋ
を
政
府

に
ఏ
出
、
政
府
も
こ
れ
を
ྃ
ঝ
し
た
。
し
か
し
、
ൽ
೑
に

も
ಉ
年
５
月
、
大
ٱ
保
は
ෆ
ฏ
࢜
଒
̒
人
に
よ
っ
て
、
現

ࡏ
の
߿
ொ
ل
ඌ
Ҫ
ࡔ
で
҉
ࡴ
さ
れ
て
し
ま
う
。

自
ら
は
ເ
の
実
現
に
は
立
ち
会
え
な
か
っ
た
が
、
ಉ
年

11
月
の
۝
भ
ٱ
留
ถ
藩
を
ൽ
切
り
に
、
全
国
̕
藩
か
ら
چ

࢜
଒
と
そ
の
Ո
଒
約
２
０
０
０
人
が
、
౛
を
ࣺ
て
て
ݪ
໺

開
拓
の
た
め
に
ೖ
২
し
た
。
࠷
ॳ
に
ண
ख
し
た
の
は
、
会

௡
ຍ
地
と
҆
ੵ
ݪ
໺
の
ਫ
の
ྲྀ
れ
を
ௐ
੔
す
る
「
े
࿡
ڮ

ਫ
໳
」
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
μ
人
ٕ
ࢣ
、
ϑ
Ỹ
ン
・
υ
ー
ル

ン
を
ট
ᡈ
し
、
当
時
の
࠷
先
୺
機
ث
に
よ
る
実
ଌ
を
௨
͡

て
、
҆
ੵ
ݪ
໺
に
ਫ
を
ྲྀ
し
て
も
൓
ର
ଆ
の
会
௡
へ
の
ਫ

ྔ
が
ݮ
ら
な
い
こ
と
が
実
ূ
さ
れ
た
。

࠷
大
の
難
関
は
、
Ԟ
Ӌ
山
຺
に
全
長
５
８
５
ἇ
の
ト
ン

ω
ル
を
掘
࡟
す
る
޻
事
で
あ
っ
た
。
ߗ
い
ؠ
൫
を
ࡅ
く
μ

イ
φ
マ
イ
ト
、
地
Լ
ਫ
を
ټ
み
出
す
ৠ
ؾ
ϙ
ン
プ
、
ิ
強

の
た
め
の
η
ϝ
ン
ト
࢖
用
な
ど
、
当
時
の
࠷
新
ٕ
ज़
が
ۦ

࢖
さ
れ
た
。
こ
の
޻
事
を
成
ޭ
に
ಋ
い
た
ओ
೚
ٕ
ࢣ
・
ೆ

一
࿠
ฏ
ら
が
、
後
の
ඐ
ഀ
ބ
ૃ
ਫ
ớ
明
治
1ÿ
年
ண
޻
Ờ
ݐ

設
に
大
き
な
Ө
ڹ
を
༩
え
た
。

こ
う
し
て
҆
ੵ
ૃ
ਫ
は
１
８
８
２
年
ớ
明
治
1ü
年
Ờ
に

׬
成
。
޻
事
期
ؒ
３
年
、
Ԇ
΂
ÿü
ສ
人
の
࿑
力
と
約
û1
ສ

ԁ
ớ
現
ࡏ
Ձ
஋
で
は
約
̐
̓
０
ԯ
ԁ
Ờ
も
の
予
算
を
費
や

し
た
世
ل
の
大
޻
事
で
あ
っ
た
。
ૃ
ਫ
は
大
地
を
५
し
、
ถ

の
ऩ
֭
ྔ
は
10
ഒ
以
上
に
૿
加
、
҆
ੵ
ݪ
໺
は
全
国
有
਺

の
ถ
ど
こ
ろ
に
ม
਎
し
た
。

他
方
、
ழ
බ
代
ބ
と
҆
ੵ
ૃ
ਫ
の
མ
ࠩ
を
利
用
し
て
１

８
̕
̕
年
ớ
明
治
32
年
Ờ
に
׬
成
し
た
প
上
発
ి
ॴ
は
、

わ
が
国
の
発
送
ి
ٕ
ज़
上
画
期
的
な
発
ి
ॴ
と
な
っ
た
。

発
ి
ॴ
か
ら
23
ἅ
཭
れ
た
܊
山
中
心
部
ま
で
の
高
ѹ
・
長

ڑ
཭
送
ి
を
実
現
し
、
こ
の
ి
力
が
੡
ࢳ
、
๰
੷
、
ి
ؾ

化
学
な
ど
、
今
日
の
܊
山
の
࢈
業
発
展
の
ૅ
と
な
っ
た
。 安積疏水の開拓事務所が置かれた「開成館」

会津盆地と安積原野の水の流れを調整する十六橋
（会津地域産業観光ガイドより引用）
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҆
ੵ
ૃ
ਫ
の
日
ຊ
遺
࢈
ೝ
ఆ
は
、
明
治
以
来
の
地
域
の

歴
史
と
ތ
り
の
࠶
生
に
ܨ
が
っ
た
。
地
ݩ
܊
山
ࢢ
は
、
そ

の
Ғ
業
を
新
た
な
؍
ޫ
交
ྲྀ
資
源
と
し
て
活
か
す
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
一
ൠ
に
歴
史
資
源
の
؍
ޫ
活

用
は
難
し
い
と
ݴ
わ
れ
る
が
、
ژ
౎
ඐ
ഀ
ބ
ૃ
ਫ
が
֎
国

人
؍
ޫ
٬
に
人
ؾ
を
ത
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は

新
た
な
国
ࡍ
؍
ޫ
資
源
と
し
て
஫
目
を
ू
め
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
よ
う
。

は
じ
ま
り
は
「
一
輪
の
綿
花
」
か
ら

わ
が
国
の
࢈
業
ۙ
代
化
は
߭
山
と
ણ
ҡ
が
ݗ
引
し
た
。

そ
の
う
ち
ણ
ҡ
に
܎
る
事
例
の
一
つ
が
岡
山
県
૔
ෑ
ࢢ
の

๰
੷
࢈
業
で
あ
る
。

૔
ෑ
ࢢ
は
、
１
̕
̒
̓
年
に
児
島
ࢢ
、
ۄ
島
ࢢ
と
の
新

設
合
ซ
に
よ
っ
て
発
଍
し
た
。
県
Լ
で
は
岡
山
ࢢ
に
次
ぐ

人
ޱ
ûÿ
ສ
人
を
༴
す
る
中
֩
ࢢ
で
あ
り
、
੡
଄
඼
出
ՙ
ֹ

は
、
ژ
ࡕ
ਆ
を
আ
く
西
日
ຊ
࠷
大
で
、
大
ࡕ
ࢢ
な
ど
と
ฒ

Ϳ
޻
業
౎
ࢢ
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
か
つ
て
の
児
島
、
ۄ
島
を
ؚ
Ή
૔
ෑ
Τ
Ϧ
ア

は
「
٢
උ
の
݀
ւ
」
と
ݺ
ば
れ
る
一
面
の
ւ
で
あ
っ
た
。

ۙ
世
以
߱
の
ׯ
拓
に
よ
っ
て
ঃ
々
に
Ԙ
ా
な
ど
が
཮
地
に

࢟
を
ม
え
た
が
、
ׯ
拓
地
は
ถ
作
に
ద
さ
ず
、
໖
や
イ
グ

α
が
࠿
ഓ
さ
れ
た
。
ま
さ
に
そ
の
「
一
ྠ
の
໖
Ֆ
」
か
ら
、

明
治
以
߱
、
ຽ
ؒ
๰
੷
業
の
育
成
が
঑
ྭ
さ
れ
、
Լ
ଜ
๰

੷
ớ
児
島
Ờ、
ۄ
島
๰
੷
ớ
ۄ
島
Ờ
が
開
業
。
そ
し
て
１

８
８
̕
年
ớ
明
治
22
年
Ờ
に
は
英
国
式
࠷
新
機
ց
を
උ
え

た
有
限
੹
೚
૔
ෑ
๰
੷
ॴ
ớ
の
ち
の
૔
ෑ
๰
੷
・
Ϋ
ラ
Ϙ

΢
Ờ
が
設
立
さ
れ
、
大
ݪ
޹
四
࿠
が
ॳ
代
ࣾ
長
に
ब
೚
し

た
。
か
つ
て
Ԙ
業
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
の
地
域
は
、そ
の
後
、

日
ຊ
一
の
ણ
ҡ
࢈
業
の
地
に
స
਎
し
た
の
で
あ
る
。

１
̕
０
̒
年
ớ
明
治
3Ā
年
Ờ、
２
代
目
ࣾ
長
に
ब
೚
し

た
大
ݪ
ଙ
ࡾ
࿠
は
、
๰
੷
業
で
ಘ
た
෋
で
さ
ま
͟
ま
な
文

化
・
ࣾ
会
・
෱
ࢱ
事
業
を
ख
ֻ
け
た
。
޻
員
が
ॳ
等
ڭ
育

す
ら
ड
け
て
い
な
い
こ
と
に
ڻ
き
、
৬
޻
ڭ
育
部
や
ਘ
ৗ

小
学
校
を
設
立
し
た
。
大
ݪ
ඒ
ज़
館
の
ૅ
と
な
る
コ
Ϩ
Ϋ

シ
ョ
ン
を
ू
め
た
༸
画
Ո
・
児
島
ދ
次
࿠
も
こ
う
し
た
঑

学
生
の
一
人
で
あ
っ
た
。

޻
員
の
࿑
ಇ
؀
ڥ
վ
ળ
に
も
熱
心
で
、
ࣾ
୐
に
は
ҩ
ࢣ

や
ୗ
児
ॴ
も
උ
え
、
ࣾ
員
ק
༠
用
の
ө
画
ま
で
作
っ
た
。

日
࿐
ઓ
૪
な
ど
で
૿
え
た
ݽ
児
の
た
め
の
ݽ
児

Ӄ
へ
の
支
援
や
、
૔
๰
中
ԝ
ප
Ӄ
ớ
現
ࡏ
の
૔

ෑ
中
ԝ
ප
Ӄ
Ờ
を
設
立
し
、
޻
員
だ
け
で
な
く

ࢢ
ຽ
の
਍
ྍ
も
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
支
援
ۚ
ֹ

は
ڊ
ֹ
に
上
っ
た
が
、
൓
ର
す
る
重
໾
た
ち
に

「
わ
し
の
؟
は
े
年
先
が
見
え
る
」
と
ݴ
っ
て

押
し
切
っ
た
と
い
う
Τ
ϐ
ι
ー
υ
は
有
໊
で
あ

る
。こ

う
し
て
૔
ෑ
は
世
ք
に
ތ
る
「
日
ຊ
一
の

ણ
ҡ
の
ま
ち
」
に
成
長
し
た
。
そ
の
発
展
の
中

で
ܗ
作
ら
れ
た
伝
統
的
な
঎
Ո
܈
と
、
چ
૔
ෑ

ொ
໾
৔
な
ど
明
治
以
߱
の
༸
館
ݐ
ங
が
ௐ
࿨
す
る
、
ૉ
੖

ら
し
い
֗
ฒ
み
を
生
み
出
し
て
今
日
に
ࢸ
っ
て
い
る
。
こ
の

地
域
発
展
史
を
ス
ト
ー
Ϧ
ー
化
し
た
の
が
日
ຊ
遺
࢈
「
一
ྠ

の
໖
Ֆ
か
ら
始
ま
る
૔
ෑ
෺
ޠ
Ỗ
࿨
と
༸
が
৫
り
な
す
ણ

ҡ
の
ま
ち
Ỗ
」
で
あ
る
。

か
つ
て
学
生
෰
で
有
໊
で
あ
っ
た
児
島
地
۠
は
、
今
や

਺
々
の
ジ
ー
ン
ζ
ϝ
ー
カ
ー
が
ͻ
し
め
く
世
ք
ブ
ラ
ン
υ

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
୯
な
る
生
࢈
地
で
は
な
く
、「
ジ
ー

ン
ζ
ス
ト
Ϧ
ー
ト
」
を
֩
に
し
た
新
し
い
ま
ち
ͮ
く
り
も

始
ま
っ
て
い
る
。

一
人
の
༏
れ
た
人
෺
の
૝
い
や
事
業
が
、
地
域
の
新
た

な
未
来
を
拓
き
Ϧ
ー
υ
す
る
。
૔
ෑ
は
、
そ
ん
な
ス
ϐ
Ϧ

ッ
ト
に
෋
ん
だ
地
域
で
あ
る
。

お
わ
り
に

歴
史
は
୯
に
ա
ڈ
の
も
の
で
は
な
い
。
࢈
業
や
౎
ࢢ
・

文
化
ͮ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
先
人
た
ち
の
஌
ܙ
と
熱
い

思
い
、特
に
૲
創
期
の
࠷
ॳ
の
一
歩
は
、今
に
生
き
る
զ
々

に
大
き
な
༐
ؾ
を
༩
え
て
く
れ
る
。
そ
の
༐
ؾ
が
地
域
の

未
来
を
拓
く
動
機
と
な
り
、
地
域
に
新
た
な
ϑ
ロ
ン
ς
ィ

ア
が
生
ま
れ
る
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
が
、
ま
さ
に
歴
史
の
な

か
に
未
来
を
構
૝
す
る
こ
と
、「
;
り
返
れ
ば
未
来
」
な

の
で
あ
る
。

ớ
஫
１
Ờ「
ۙ
代
化
࢈
業
遺
࢈
܈
33
」
の
一
覧
は
、
ܦ
ࡁ
࢈

業
省
の
ϗ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
র
。

ớ
஫
２
Ờ
こ
れ
ま
で
に
ೝ
ఆ
さ
れ
た
「
日
ຊ
遺
࢈
」
の
一

覧
に
つ
い
て
は
Լ
記
参
র
ớ
２
０
１
８
年
５
月
現
ࡏ
Ờ。ɹ
ɹ

IUUQ���X
X
X
�CVOLB�HP�KQ�TFJTBLV�CVOLB[BJ�

OJIPO@JTBO�JDIJSBO�IUN
M

児島ジーンズストリートの、お洒落なジーンズショ
ップ

多くの観光客が訪れる倉敷・美観地区と遊覧船

特 集
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特 集
世
界
自
然
遺
産
・
知
床

ア
イ
ψ
ޠ
で
「
地
の
果
て
」
を
意
ຯ
す
る
「
シ
Ϧ
Τ
ト

Ϋ
」。
こ
れ
が
๺
ւ
ಓ
の
๺
౦
部
に
Ґ
置
す
る
൒
島
、
஌

চ
の
໊
前
の
༝
来
で
す
。
こ
こ
で
は
、
人
を
د
せ
付
け
な

い
அ
֑
が
続
く
ւ
؛
と
、
൒
島
を
؏
く
ݥ
し
い
山
々
、
山

࿢
を
෴
う
ਂ
い
৿
に
、
多
く
の
઒
や
点
ࡏ
す
る
ބ
、
૲
ݪ
、

そ
し
て
、
ྲྀ
ණ
な
ど
多
様
な
自
然
の
ܙ
み
に
よ
っ
て
໺
生

生
෺
の
ຊ
来
の
ま
ま
の
Ӧ
み
が
क
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

प
ล
の
ւ
は
、
๺
൒
ٿ
に
お
け
る
ྲྀ
ණ
の
ೆ
限
域
と
さ

れ
て
お
り
、
य़
、
ྲྀ
ණ
の
Լ
で
成
長
し
た
২
෺
プ
ラ
ン
Ϋ

ト
ン
が
ര
発
的
に
૿
৩
し
、
動
෺
プ
ラ
ン
Ϋ
ト
ン
の
৯
෺

と
な
り
、
そ
れ
を
小
ڕ
な
ど
が
৯
΂
、
さ
ら
に
大
き
な
ڕ

に
৯
΂
ら
れ
、
大
き
な
ڕ
は
、
ア
β
ラ
シ
や
ト
υ
、
ϫ
シ

に
৯
΂
ら
れ
ま
す
。
஌
চ
の
઒
に
は
、
多
く
の
α
έ
や
マ

ス
が
૎
上
し
ま
す
が
、
࠷
後
は
、
཮
上
の
໺
生
動
෺
で
あ

る
ώ
グ
マ
や
シ
マ
ϑ
Ϋ
ロ
΢
な
ど
に
৯
΂
ら
れ
ま
す
。

◆◆◆

஌
চ
は
、
こ
の
よ
う
に
ྲྀ
ණ
の
ܙ
み
が
ւ
か
ら
཮
ま
で

つ
な
が
る
生
ଶ
ܥ
を
有
し
て
い
る
こ
と
や
、
シ
マ
ϑ
Ϋ
ロ

΢
や
シ
Ϩ
ト
コ
ス
ϛ
Ϩ
な
ど
、
多
く
の
ر
少
छ
が
み
ら
れ

る
こ
と
、
Ϋ
ジ
ラ
や
ト
υ
な
ど
、
ւ
੗
ほ
ೕ
ྨ
の
重
要
な

生
ଉ
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
世
ք
に
お
い
て
ྨ
を
見

な
い
地
域
と
し
て
ධ
Ձ
さ
れ
、
ฏ
成
1þ
年
̓
月
に
Ϣ
ω
ス

コ
世
ք
自
然
遺
࢈
に
ొ
࿥
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
策
定

஌
চ
の
Ձ
஋
を
国
内
֎
に
広
く
発
৴
し
て
い
く
た
め
、

シ
ン
Ϙ
ル
マ
ー
Ϋ
も
策
ఆ
し
ま
し
た
ớ
グ
ラ
Ϗ
ア
ペ
ー
ジ

ӈ
上
Ờ。
஌
চ
の
๛
か
な
生
ଶ
ܥ
を
支
え
る
生
き
෺
と
生

き
෺
の
つ
な
が
り
、
ւ
と
઒
と
৿
を
Ή
す
Ϳ
؀
、
そ
し
て

人
の
஌
ܙ
と
力
を
５
৭
の
カ
ラ
ー
と
ܗ
で
ද
し
て
い
ま
す
。

「
新
྘
」
ử
थ
໦
、
ބ
か
ら
見
た
山
の
෩
ܠ

「
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
」
ử
ۭ
、
ۭ
を
෣
う
ௗ
の
ཌྷ

「
׊
৭
」
ử
౔
、
৿
を
Ώ
く
動
෺
ୡ
の
଍
੻

◆◆◆

「
ア
Ϋ
ア
ブ
ル
ー
」
ử
ւ
や
઒
、
ڕ
ୡ
の
ඌ
び
れ

「
ԫ
ᓁ
৭
ớ
き
は
だ
い
ろ
Ờ」
ử
৭
ͮ
く
৿
、
໦
々
や
૲

の
༿
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
、

こ
の
５
つ
の
؀
は
஌
চ
の
生
き
෺
の
つ
な
が
り
そ
の
も

の
で
あ
り
、
そ
の
生
໋
の
؀
を
क
る
た
め
に
強
ݻ
な
ܨ
が

り
を
࣋
つ
人
々
の
؀
も
ද
現
し
て
い
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
10
周
年
を
機
に 

条
例
を
制
定

஌
চ
が
世
ք
自
然
遺
࢈
に
ొ
࿥
さ
れ
て
、
10
प
年
を
ܴ

え
た
こ
と
を
契
機
に
、
ಓ
で
は
、
վ
め
て
஌
চ
の
Ձ
஋
を

ߟ
え
、
஌
চ
に
代
ද
さ
れ
る
๺
ւ
ಓ
の
自
然
؀
ڥ
を
見
つ

め
௚
し
、
こ
の
و
重
な
ࡒ
࢈
を
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と

つ
な
͛
て
い
く
た
め
、「
஌
চ
世
ք
自
然
遺
࢈
৚
例
」
を

制
ఆ
し
て
、
関
܎
行
政
機
関
や
関
܎
ஂ
体
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
஌
চ
世
ք
自
然
遺
࢈
の
保
全
と
管
ཧ
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
৚
例
の
制
ఆ
と
あ
わ
せ
て
、
஌
চ
の
Ձ
஋
に
つ

い
て
ߟ
え
る
日
と
し
て
、
஌
চ
の
๛
か
な
生
ଶ
ܥ
を
支
え

る
重
要
な
出
発
点
と
な
る
「
ྲྀ
ණ
」
に
ち
な
み
、
遺
࢈
ొ

࿥
年
で
あ
る
ฏ
成
1þ
年
に
ྲྀ
ණ
が
஌
চ
に
ॳ
め
て
઀
؛
し

た
１
月
30
日
を
「
世
ք
自
然
遺
࢈
・
஌
চ
の
日
」
と
し
ま

し
た
。
஌
চ
の
日
に
は
、
シ
ン
ϙ
ジ
΢
ム
の
開
催
を
は
͡

め
஌
চ
の
魅
力
の
発
৴
な
ど
、
関
܎
行
政
機
関
や
関
܎
ஂ

体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。知

床
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
の
森
・ 

ト
ラ
ス
ト

࿩
は
世
ք
自
然
遺
࢈
ొ
࿥
の
前
に
な
り
ま
す
が
、
ত
࿨

ü2
年
、
開
発
の
ة
機
に
あ
っ
た
஌
চ
国
立
公
Ԃ
内
の
開
拓

◆◆◆◆◆◆

北
海
道

Ổ
世
ք
自
然
遺
࢈
ొ
࿥
10
प
年
を
ܴ
え

�

自
然
؀
ڥ
保
全
と
࢈
業
の
ߋ
な
る
྆
立
を
Ổ

澤
井
　
尚
美

北
海
道
生
物
多
様
性
保
全
課
主
査

１
月
ú÷
日
は
世
界
自
然
遺
産
・
知
床
の
日

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る

〜
周
年
を
契
機
に
〜
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੻
地
を
保
全
す
る
た
め
、
地
ݩ
ࣼ
ཬ
ொ
が
、「
し
れ
と
こ

で
ເ
を
ങ
い
ま
せ
ん
か
ʂ
」
を
キ
ャ
ッ
ν
ϑ
Ϩ
ー
ζ
に
、

１
０
０
ᶷ
を
୯
Ґ
と
し
て
౔
地
の
ങ
取
り
に
ඞ
要
な
د
付

を
ื
る
「
し
れ
と
こ
１
０
０
ฏ
方
ϝ
ー
ト
ル
運
動
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
全
国
の
方
々
か
ら
ࢍ

ಉ
を
ड
け
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
20
年
後
、
保
全
ର
৅
地
を
ほ

΅
ങ
い
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ฏ
成
̕
年
か
ら
は
ങ
い
取
っ
た
౔
地
に
໦
を
育
て
、
৿

を
つ
く
り
、
そ
こ
に
生
ଉ
し
て
い
た
໺
生
の
生
き
෺
た
ち

を
࠶
び
ܴ
え
ೖ
れ
る
と
い
う
、
஌
চ
の
自
然
生
ଶ
ܥ
の
࠶

生
を
目
ࢦ
す
運
動
「
１
０
０
ฏ
方
ϝ
ー
ト
ル
運
動
の
৿
・

ト
ラ
ス
ト
」
に
引
き
ܧ
が
れ
て
い
ま
す
。

１
０
０
年
後
も
変
わ
ら
ぬ

知
床
で
あ
る
た
め
に

஌
চ
の
自
然
の
࢟
や
Ӧ
み
は
、
ొ
山
、
ト
Ϩ
ッ
キ
ン
グ
、

シ
ー
カ
Ϡ
ッ
Ϋ
、
ϗ
Τ
ー
ル
΢
Ỽ
ッ
ν
ン
グ
な
ど
体
験
ܕ

؍
ޫ
は
も
ち
ろ
ん
、
਺
々
の
ୌ
、
Թ
ઘ
な
ど
、
様
々
な
ܗ

で
体
ײ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
世
代
を

௒
え
て
、
஌
চ
の
ૉ
੖
ら
し
い
自
然
に
;
れ
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
ద
ਖ਼
な
保
全
・
管
ཧ
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
「
஌
চ
世
ք
自
然
遺
࢈
地
域
Պ
学
ҕ
員
会
」
を
設
置
し

◆◆◆

て
、
有
識
者
の
方
々
に
Պ
学
的
な
見
地
か
ら
ॿ
ݴ
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、「
஌
চ
世
ք
自
然
遺
࢈
地
域
連
བྷ
会
議
」

を
設
置
し
て
、
地
域
の
方
々
と
の
連
携
・
ڠ
ಇ
を
図
っ
て

い
ま
す
。

自
然
๛
か
な
஌
চ
で
す
が
、
஌
চ
に
も
人
々
の
฻
ら
し

が
あ
り
、
ړ
業
を
ओ
と
し
た
࢈
業
も
あ
り
ま
す
。
஌
চ
で

は
、
ώ
グ
マ
を
は
͡
め
と
す
る
໺
生
動
෺
と
と
も
に
฻
ら

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
自
然
؀
ڥ
の
保
全

と
࢈
業
の
྆
立
を
図
っ
て
い
く
ඞ
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
に
お
い
て
、
஌
চ
の
Ձ
஋
を
վ
め
て
ཧ

ղ
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ࣼ
ཬ
ொ
と
ཏ
ӓ
ொ
で
は
、

学
校
ڭ
育
の
中
で
、
世
ք
自

然
遺
࢈
に
関
す
る
学
श
も
行

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
も
多
く
の

方
々
に
஌
চ
の
魅
力
を
ת
能

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ઐ
໳

Ո
、
関
܎
行
政
機
関
、
地
ݩ

関
܎
ஂ
体
な
ど
に
よ
る
、「
஌

চ
世
ք
自
然
遺
࢈
地
域
ద
ਖ਼

利
用
・
Τ
コ
π
ー
Ϧ
ζ
ム
検

討
会
議
」
を
設
置
し
、
新
し

い
؍
ޫ
利
用
や
ル
ー
ル
な
ど

の
検
討
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ࢲ
た
ち
の
و
重
な
ࡒ
࢈
で
あ

る
஌
চ
に
、
い
つ
ま
で
も
ม

わ
ら
͵
஌
চ
の
ま
ま
で
あ
り

続
け
て
も
ら
う
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
方
々
と
と
も

に
、
様
々
な
՝
୊
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

流氷

キタキツネ

ヒグマの親子

7 2018・9月号 地域づくり 特集編 2018・9月号地域づくり 特集編 6



特 集
は
じ
め
に

山
ܗ
県
ೆ
ཅ
ࢢ
は
ত
࿨
û2
年
、
੺
౬
ொ
、
ٶ
内
ொ
、
࿨

郷
ଜ
の
２
ொ
１
ଜ
が
合
ซ
し
஀
生
し
た
県
内
13
൪
目
の
ࢢ

で
す
。
人
ޱ
は
３
ສ
１
０
０
０
人
༨
り
で
、さ
く
ら
ん
΅
、

Ϳ
ど
う
、
り
ん
͝
、
ラ
・
ϑ
ラ
ン
ス
な
ど
の
果
थ
࠿
ഓ
、

ਫ
Ҵ
࠿
ഓ
を
中
心
と
し
た
೶
業
と
日
ຊ
ࡾ
۽
໺
の
ͻ
と
つ

で
あ
る
۽
໺
大
ࣾ
や
ถ
୔
藩
の
౬
治
৔
と
し
て
ӫ
え
た
੺

౬
Թ
ઘ
を
中
心
と
し
た
؍
ޫ
業
が
盛
ん
な
ま
ち
で
す
。

そ
ん
な
ೆ
ཅ
ࢢ
で
も
、
全
国
の
地
方
౎
ࢢ
と
ಉ
様
、
人

ޱ
ݮ
少
に
よ
る
ա
ૄ
化
、
少
子
高
ྸ
化
の
Ө
ڹ
で
、
地
域

コ
ϛ
ỿ
χ
ς
ィ
の
ਰ
ୀ
が
ة
ዧ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
現

ঢ়
を
ଧ
開
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
の
が
ೆ
ཅ
ࢢ
青
年
ڭ
育
推

進
事
業
で
し
た
。

夢
は
ぐ
く
む
故
郷
（
ま
ち
） 

南
陽
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

◆◆◆◆◆◆

青
年
ڭ
育
推
進
事
業
は
、
ฏ
成
20
年
度
に
ڭ
育
ҕ
員
会

が
次
代
を
担
う
青
年
の
発
掘
と
人
ࡐ
育
成
を
目
的
に
実
施

し
た
事
業
で
す
。

ೆ
ཅ
ࢢ
で
は
、
か
つ
て
は
青
年
ஂ
活
動
が
盛
ん
で
し
た

が
、
ฏ
成
に
ೖ
り
連
合
青
年
ஂ
が
ղ
ࢄ
し
、
ࢢ
内
８
地
۠

中
１
地
۠
し
か
青
年
ஂ
が
存
続
し
て
い
な
い
ঢ়
گ
で
し

た
。
地
域
で
も
若
者
と
の
つ
な
が
り
が
ر
ബ
化
し
、
公
ຽ

館
で
も
青
年
ஂ
の
ॴ
ࡏ
は
೺
Ѳ
し
て
お
ら
ず
、そ
れ
Ώ
え
、

地
域
行
事
も
青
年
の
੠
が
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
、
྆
者
の

Ϊ
ャ
ッ
プ
は
大
き
く
な
る
一
方
で
し
た
。

こ
う
し
た
現
ঢ়
に
ର
し
、
青
年
に
վ
め
て
ス
ϙ
ッ
ト
を

当
て
、
青
年
を
地
域
へ
引
き
出
し
、
ओ
体
的
に
参
画
で
き

る
組
৫
と
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
、
青
年
ओ
໾
の
ま
ち
ͮ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
「
ເ
は
ぐ
く
Ή
ނ
郷
ớ
ま
ち
Ờ

ೆ
ཅ
コ
ン
ペ
ς
ィ
シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
コ
ン
ペ
ς
ィ
シ
ョ
ン
は
、
൒
年
ؒ
の
連
続
講
࠲
の

中
で
、
ま
ち
ͮ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、
企
画
立
Ҋ
、
ࢢ
ຽ

公
開
プ
Ϩ
θ
ン
ς
ー
シ
ョ
ン
で
発
ද
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
し
た
が
、
大
き
な
࿩
୊
と
な
っ
た
の
が
、「
大
৆
৆
ۚ

１
０
０
ສ
ԁ
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
イ
ン
ύ
Ϋ
ト

も
あ
っ
て
、
üü
人
の
青
年
が
参
加
。
５
グ
ル
ー
プ
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
ἔ
新
し
い
青
年
ஂ
の
カ
タ
ν
ἕ

と
し
て
青
年
の
ड
け
ࡼ
と
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
構
ங
を
ఏ
Ҋ
し

た
「
い
ぐ
Ͷ
ʁ
ớ
̞
̜
̣
Ờ」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
大
৆

に
ً
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
こ
こ
か
ら
૝
૾
以
上
の
動
き
を

み
せ
て
い
く
の
で
す
。
大
৆
グ
ル
ー
プ
は
も
ち
ろ
ん
、
大

৆
を
ಀ
し
た
グ
ル
ー
プ
ま
で
も
、
自
෼
た
ち
で
資
ۚ
を
ௐ

ୡ
す
る
な
ど
し
て
ఏ
Ҋ
し
た
企
画
を
実
ફ
し
始
め
た
の
で

す
。
伝
ঝ
໺
ࡊ
の
か
΅
ち
Ỵ
で
カ
ー
Ϧ
ン
グ
大
会
、
͝
当

地
ώ
ー
ロ
ー
な
ど
、
ς
Ϩ
Ϗ
や
新
ฉ
に
取
り
上
͛
ら
れ
、

஫
目
を
ू
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
コ
ン
ペ

ς
ィ
シ
ョ
ン
は
３
年
ؒ
ܧ
続
実
施
ớ
৆
ۚ
１
０
０
ສ
ԁ
は

ॳ
年
度
の
み
Ờ
さ
れ
、
11
グ
ル
ー
プ
が
஀
生
ớ
参
加
者
਺

Ԇ
΂
１
̒
０
人
Ờ
し
、
そ
の
う
ち
の
਺
グ
ル
ー
プ
は
現
ࡏ

も
活
動
を
ܧ
続
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ฏ
成
23
年
に
は
、
コ
ン
ペ
ς
ィ
シ
ョ
ン
に
参
加

し
た
青
年
た
ち
が
中
心
と
な
り
、「
全
国
青
年
ま
ち
ͮ
く

り
ϑ
Ỽ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。
全
国
の
青
年
た
ち
と
の
交
ྲྀ

が
始
ま
り
、
ޓ
い
に
高
め
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
後
も
ܧ
続
し
て
学
श
と
交
ྲྀ
、
実
ફ
を
ੵ
み
重

Ͷ
な
が
ら
、
地
域
の
青
年
Ϧ
ー
μ
ー
と
し
て
活
༂
す
る
こ

と
で
、「
ೆ
ཅ
式
ͻ
と
ͮ
く
り
」
が
事
例
と
し
て
多
方
面

か
ら
஫
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

市
制
施
行
50
周
年
を
機
に 

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
復
活

ࡢ
年
度
、
ຊ
ࢢ
は
ࢢ
制
施
行
ü0
प
年
の
અ
目
を
ܴ
え
ま

し
た
。
ま
た
、
青
年
ڭ
育
推
進
事
業
開
始
か
ら
10
年
目
で

◆◆◆

山
形
県
南
陽
市

め
ざ
せ
１
０
０
万
円
！

 

南
陽
若
者
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

小
下
　
圭
介

南
陽
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課�

主
事

Ổ
ೆ
ཅ
ࢢ
ࢢ
制
施
行
ü0
प
年
記
念
事
業
Ổ

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る

〜
周
年
を
契
機
に
〜
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も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
20
代
だ
っ
た
青
年
た
ち
ớ
ୈ
１
世

代
Ờ
も
30
代
に
な
り
、
結
ࠗ
な
ど
を
機
に
ୈ
一
ઢ
で
の
活

動
が
難
し
く
な
っ
て
く
る
と
、新
し
い
青
年
ớ
ୈ
２
世
代
Ờ

の
掘
り
起
こ
し
が
՝
୊
と
し
て
あ
͛
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
次
の
ü0
年
を
担
う
青
年
の
発
掘
・
育
成
の
た
め
、

̓
年
Ϳ
り
に
コ
ン
ペ
ς
ィ
シ
ョ
ン
が
෮
活
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
ೆ
ཅ
ࢢ
ࢢ
制
施
行
ü0
प
年
記
念
事
業

「
め
͟
せ
１
０
０
ສ
ԁ
ʂ
ೆ
ཅ
若
者
コ
ン
ペ
ς
ィ
シ
ョ
ン
」

で
す
。

前
回
の
コ
ン
ペ
ς
ィ
シ
ョ
ン
参
加
青
年
で
構
成
す
る
青

年
ڭ
育
推
進
事
業
実
行
ҕ
員
会
が
企
画
に
あ
た
り
、
ϊ
΢

ϋ
΢
を
踏
ऻ
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
ܦ
験
を
も
と
に
ࡉ

か
な
म
ਖ਼
を
加
え
て
「
学
श
」「
交
ྲྀ
」「
実
ફ
」「
発
ද
」

を
࣠
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
ま
し
た
。

10
年
Ϳ
り
の
৆
ۚ
１
０
０
ສ
ԁ
ޮ
果
も
あ

り
、
ûû
人
の
青
年
が
参
加
、
Ի
楽
や
先
୺
ٕ

ज़
、
高
ྸ
者
支
援
、
伝
統
文
化
な
ど
の
ς
ー

マ
で
̕
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
約

̕
カ
月
に
及
Ϳ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
実
ࡍ

に
ま
ち
ͮ
く
り
企
画
を
実
ફ
し
、
そ
の
振
り
返
り
の
中
か

ら
学
び
を
ಘ
る
実
ફ
活
動
ớ
ト
ラ
イ
ア
ル
Ờ
は
参
加
者
の

大
き
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ޓ
い
に
切
᛭
ୖ

ຏ
し
な
が
ら
、
ܴ
え
た
ࢢ
ຽ
公
開
プ
Ϩ
θ
ン
ς
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
高
校
生
を
ର
৅
に
開
い
た
̫
̧
ө
૾
制
作
体
験
ڭ

ࣨ
の
成
果
を
も
と
に
、
先
୺
ٕ
ज़
を
࢖
っ
た
ま
ち
ͮ
く
り

ア
イ
デ
ア
を
ఏ
Ҋ
し
た
「
̣
̚
̭
̩
ü0
」
と
い
う
グ
ル
ー

プ
が
見
事
ま
ち
ͮ
く
り
大
৆
に
ً
き
、
１
０
０
ສ
ԁ
の
ӫ

ף
を
ख
に
し
ま
し
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
、
৆
ۚ
が
講
࠲
参
加
の
大
き
な
ݪ
動

力
に
な
っ
た
こ
と
は
ݴ
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ

に
ࢸ
る
ま
で
の
プ
ロ
η
ス
や
人
と
の
出
会
い
は
৆
ۚ
に
উ

る
と
も
ྼ
ら
な
い
ࡒ
࢈
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ϫ
ー
Ϋ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
参
加
者
ಉ
࢜
の
コ
ϛ
ỿ

χ
έ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

を
意
識
的
に
つ
く
り
、

交
ྲྀ
会
も
多
く
設
ఆ
し

ま
し
た
。
結
果
的
に
ラ

イ
バ
ル
グ
ル
ー
プ
の
実

ફ
活
動
に
ੵ
極
的
に
参
加
し
た
り
、
自
ओ
的
に
グ
ル
ー
プ

の
࿮
を
௒
え
て
交
ྲྀ
し
た
り
す
る
࢟
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ち
ͮ
く
り
は
多
く
の
人
が
連
携
し
て
成
り
立
つ
も
の
で

す
が
、
こ
の
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
は
ま
ち
ͮ
く
り
に
限
ら
ず
、

ೆ
ཅ
ࢢ
で
生
き
て
い
く
う
え
で
重
要
な
要
ૉ
に
な
っ
て
い

く
は
ず
で
す
。

今
後
は
一
つ
の
組
織
と
し
て

コ
ン
ペ
ς
ィ
シ
ョ
ン
か
ら
約
൒
年
が
ܦ
ա
し
ま
す
が
、

８
グ
ル
ー
プ
ớ
合
ซ
に
よ
り
１
グ
ル
ー
プ
ݮ
Ờ
が
自
෼
た

ち
の
ເ
を
実
現
す
る
た
め
に
活
動
を
ܧ
続
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ޓ
い
に
連
携
し
あ
う
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
の
重
要
性
も

ೝ
識
し
、
今
後
は
一
つ
の
組
৫
ớ
か
つ
て
の
連
合
青
年
ஂ

の
よ
う
な
組
৫
Ờ
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
け
る
よ
う
に
と

動
き
出
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ペ
ς
ィ
シ
ョ
ン
を
と
お
し
て
、
青
年
た
ち
は
多
く

の
஌
識
、
ܦ
験
、
஥
ؒ
を
ಘ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
෼
自

਎
の
可
能
性
を
広
͛
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
き

っ
か
け
に
す
͗
ま
せ

ん
。
今
後
も
ࣾ
会
ڭ
育

の
ج
ຊ
で
あ
る
共
ಉ
学

श
・
૬
ޓ
ڭ
育
を
大
事

に
し
な
が
ら
、
青
年
た

ち
が
そ
の
可
能
性
や
ເ

を
実
現
し
、
次
の
ü0
年

に
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で

い
け
る
よ
う
に
൐
૸
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆◆◆

コンペティション後の記念撮影

大賞に輝いた「NEXT50」のプレゼンテーション

参加者同士が仲良くなるためのワークショップ
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歴
史
あ
る
み
な
と
ま
ち
新
潟

新
ׁ
ߓ
は
２
０
１
̕
年
１
月
１
日
に
開
ߓ
１
５
０
प
年

を
ܴ
え
ま
す
。
օ
さ
ん
は
新
ׁ
ߓ
に
つ
い
て
ど
の
く
ら
い

͝
存
஌
で
し
Ỷ
う
か
ʁ
新
ׁ
が
実
は
「
み
な
と
ま
ち
」
で

あ
る
こ
と
は
意
֎
と
な
͡
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

開
ߓ
１
５
０
प
年
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
以
前
か
ら
新
ׁ

に
ߓ
は
あ
り
ま
し
た
。ॳ
め
て
文
ݙ
に
出
て
く
る
の
は「
ו

ݪ
௡
」
と
ݺ
ば
れ
る
も
の
で
、
少
な
く
と
も
ઍ
年
前
に
は

新
ׁ
に
は
ߓ
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
上
ਿ
氏
の
活

༂
し
た
ઓ
国
時
代
に
は
ו、
ݪ
௡
の
ほ
か
に「
প
ਨ
ື
」「
新

ׁ
௡
」
を
合
わ
せ
た
３
つ
の
ߓ
が
あ
り
、
ྲྀ
௨
や
交
௨
、

܉
事
の
ڌ
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ߐ
ށ
時
代
の
新
ׁ
は
、
๺
前
ધ
に
よ
っ
て
๺
ւ
ಓ
や
大

ࡕ
を
結
び
、
઒
ધ
で
ӽ
後
各
地
や
会
௡
地
方
と
ߓ
を
結
ん

◆◆◆

で
い
ま
し
た
。
新
ׁ
は
ւ
と
઒
を
行
き
交
う
ધ
を
つ
な
͗
、

多
く
の
෺
資
が
ྲྀ
௨
す
る
日
ຊ
ւ
有
਺
の
み
な
と
ま
ち
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
҆
政
の
ޒ
カ
国
৚
約
に
よ
っ
て
開
ߓ

地
に
બ
ば
れ
、
１
８
̒
̕
年
１
月
１
日
ớ
چ
ྐྵ
・
明
治
ݩ
年

11
月
1Ā
日
Ờ
に
ւ
֎
に
向
け
て
新
ׁ
は
開
か
れ
た
の
で
す
。

現
ࡏ
の
新
ׁ
ߓ
は
、ओ
に
ཱྀ
٬
・
՟
෺
૒
方
を
ѻ
う
「
西

ߓ
۠
」と
֎
՟
コ
ン
ς
φ
՟
෺
を
ओ
と
し
て
取
り
ѻ
う「
౦

ߓ
۠
」
の
ೋ
つ
に
෼
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
ݹ
く
か

ら
ӫ
え
、
開
ߓ
ޒ
ߓ
の
一
つ
と
し
て
ॾ
֎
国
と
の
๵
қ
を

開
始
し
た
の
は
、
新
ׁ
ࢢ
中
心
部
に
Ґ
置
し
、
৴
ೱ
઒
Տ

ޱ
部
に
開
か
れ
た
「
西
ߓ
۠
」
で
、
ࠤ
౉
や
๺
ւ
ಓ
へ
の

ఆ
期
ཱྀ
٬
ߤ
࿏
が
あ
り
、
प
ล
に
は
新
ׁ
の
シ
ン
Ϙ
ル
で

あ
る
「
ᤈ
代
ڮ
」
も
あ
る
人
的
交
ྲྀ
の
盛
ん
な
ߓ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
ߓ
۠
で
は
現
ࡏ
も
৴
ೱ
઒
の
ਫ
ਂ

を
確
保
す
る
た
め
に
ఈ
に
た
ま
っ
た
౔
࠭
を
取
り
আ
く

「
ᔱ
ᕕ
ધ
」
が
ߓ
の
҆
全
を
क
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
、 

み
な
と
ま
ち
新
潟
ス
タ
ー
ト

２
０
１
̕
年
１
月
１
日
に
新
ׁ
開
ߓ
１
５
０
प
年
を
ܴ

え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
新
し
い
新
ׁ
を
切
り
拓
く
ス
タ

ー
ト
の
機
会
と
し
て
Ґ
置
付
け
、
み
な
と
ま
ち
を
育
ん
だ

歴
史
や
文
化
を
ܧ
ঝ
・
発
展
さ
せ
、
ڌ
点
性
の
向
上
や
ま

ち
ͮ
く
り
を
推
進
し
、
国
内
֎
か
ら
の
交
ྲྀ
人
ޱ
の
拡
大

や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
͛
て
い
く
た
め
、
新
ׁ
開
ߓ
１

５
０
प
年
記
念
事
業
を
実
施
す
る
実
行
ҕ
員
会
を
、
国
、

県
、
ࢢ
を
は
͡
め
地
ݩ
企
業
、
ஂ
体
ܭ
１
２
５
機
関
ớ
現

ࡏ
１
̒
̓
機
関
Ờ
で
設
立
し
ま
し
た
。

開
ߓ
１
５
０
प
年
の
ロ
ΰ
マ
ー
Ϋ
に
つ
い
て
は
、
ԫ
৭

い
Ϧ
Ϙ
ン
が
、
౮
୆
の
α
ー
ν
ラ
イ
ト
の
よ
う
に
未
来
を

র
ら
し
人
々
を
ಋ
き
、
ま
た
、
ώ
ト
、
Ϟ
ϊ
、
情
報
が
ू

ま
り
「
出
会
う
」
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
さ
が
生
ま
れ
ߋ
新

さ
れ
る
広
が
り
を
ද
現
。
そ
の
上
に
̣
̸
̸
̶
̰
̓
̰
や

新
し
い
̣
̴
͆
の
「
̣
」
が
ු
か
び
上
が
る
。
ਫ
৭
の
Ϙ

ー
μ
ー
は
ߓ
ら
し
さ
を
演
出
し
、
৴
ೱ
઒
、
Ѩ
լ
໺
઒
、

日
ຊ
ւ
を
ද
現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ロ
ΰ
マ
ー
Ϋ
を
活
用
し
、
実
行
ҕ
員
会
が
ओ
催
す

る
記
念
式
典
や
シ
ン
ϙ
ジ
΢
ム
の
他
、
記
念
事
業
の
趣
旨

に
ࢍ
ಉ
い
た
だ
い
た
企
業
、
ஂ
体
な
ど
か
ら
も
ύ
ー
ト
φ

ー
事
業
と
し
て
多
਺
の
イ
ベ
ン
ト
、
施
策
、
広
報
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆◆◆

新
潟
県
新
潟
市

Ổ
ま
ち
ͮ
く
り
を
推
進
し
、

�

交
ྲྀ
人
ޱ
の
拡
大
や
地
域
を
活
性
化
Ổ

山
田
　
瑞
人

新
潟
市
２
０
１
９
年
開
港
１
５
０
周
年
推
進
課
　
副
主
査

開
港
１
５
０
周
年
を
契
機
に

 

「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」
を
発
信

新潟開港 150周年
ロゴマーク

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る

〜
周
年
を
契
機
に
〜
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「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」
ら
し
さ
×
新
し
さ
を

体
現
す
る
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｎ
ｉ
ｉ 

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」

今
回
の
記
念
事
業
は
、
開
ߓ
１
５
０
प
年
を
୯
に
ॕ
う

の
で
は
な
く
、
新
し
い
新
ׁ
を
つ
く
っ
て
い
く
ス
タ
ー
ト

と
Ґ
置
ͮ
け
、「
̣
̸
̸�

̿
̾
́
̓
」
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
̣
̸
̸�
̿
̾
́
̓
と
は
、「
み
な
と
ま
ち
新
ׁ
」

ら
し
さ
、そ
し
て
新
し
さ
を
体
現
す
る
ブ
ラ
ン
υ
と
し
て
、

「
み
な
と
ま
ち
新
ׁ
」
の
魅
力
を
カ
タ
ν
に
す
る
Ϟ
ϊ
・

コ
ト
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
開
発
に
あ
た
っ
て
は
新
ׁ
に

ॴ
ԑ
の
あ
る
企
業
・
ஂ
体
や
学
生
な
ど
様
々
な
方
に
͝
ڠ

力
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
、
こ
れ
ま
で
５
事
業
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
঎
඼
開
発
と
し
て
ύ
ς
ィ
シ
Τ
の
ཛ
で
あ
る

地
ݩ
ઐ
໳
学
校
生
ె
と
ݹ
ொ
芸
ْ
が
２
छ
ྨ
の
ス
΢
ィ
ー

π
を
開
発
し
ࢢ、
内
の
ڠ
力
ళ
ฮ
で
ൢ
ച
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

次
に
、地
ݩ
ア
イ
υ
ル
Ϋ
ル
ー
プ
「
̣
̴
̶
̸
̲
̲
̾
」

が
デ
β
イ
ン
ˍ
ア
φ
΢
ン
ス
す
る
ラ
ッ
ϐ
ン
グ
バ
ス
を
Ϋ

ラ
΢
υ
ϑ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
制
作
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
地
ݩ
バ
ス
企
業
に
ڠ
力
い
た
だ
き
、
み
な
と
प
ล
Τ

Ϧ
ア
を
૸
る
「
み
な
と
॥
؀
ઢ
」
を
新
ׁ
に
ॅ
ん
で
い
る

方
に
も
、
ཱྀ
行
な
ど
で
新
ׁ
を
訪
れ
た
方
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、「
世
ք
に
一
つ
だ
け
の
バ
ス
」
と

し
て
ラ
ッ
ϐ
ン
グ
す
る
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
で
す
。

他
に
も
、
開
ߓ
１
５
０
प
年
を
記
念
し
、
地
ݩ
企
業
な

ど
に
ڠ
力
い
た
だ
き
、
ݹ
ொ
芸
ْ
を
ύ
ッ
έ
ー
ジ
に
デ
β

イ
ン
し
た
記
念
঎
඼
に
よ
り
、「
み
な
と
ま
ち
新
ׁ
」
を

地
域
全
体
で
̥
̧
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
も
進
ん
で
い

ま
す
。「

み
な
と
ま
ち
新
潟
」
を
盛
り
上
げ
る

運
動
体
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｎ
ｉ
ｉ 

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」

今
回
の
記
念
事
業

は
、
キ
ャ
ッ
ν
コ
ϐ
ー

「
̨
̓
̰
́
̓
̸
̽
̶�

̿
̾
́
ɹ̓

み
ん
な
で

つ
く
る
、
み
な
と
ま
ち

新
ׁ
ス
タ
ー
ト
」
の
と

お
り
、
新
ׁ
に
関
わ
る

人
々
か
ら
企
画
、
実
施

し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
開
ߓ
１
５
０
प
年

及
び
「
み
な
と
ま
ち
新

ׁ
」
を
盛
り
上
͛
る
運

動
体
「
̩
̚
̖
̢�
̣

̸
̸�

̿
̾
́
̓
」
を

結
成
し
ま
し
た
。�

Վ
ख

◆◆◆

の
小
ྛ
幸
子
さ
ん
を
キ
ャ
プ
ς
ン
に
、
新
ׁ
に
ॴ
ԑ
の
あ

る
ஶ
໊
人
の
方
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
Ϋ
ル
ー
に
ब
೚
し
て
い
た

だ
き
、「
み
な
と
ま
ち
新
ׁ
」
の
魅
力
発
৴
、
企
画
立
Ҋ

な
ど
、
様
々
な
ܗ
で
記
念
事
業
に
ڠ
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

開
港
１
５
０
周
年
を
契
機
と
し
た
、

新
た
な
「
み
な
と
ま
ち
新
潟
」
へ

２
０
１
̕
年
は
、
新
ׁ
が
世
ք
に
開
か
れ
た
ߓ
に
な
り

１
５
０
प
年
の
અ
目
を
ܴ
え
る
年
で
す
。
̓
月
に
開
催
さ

れ
た
「
ւ
ϑ
ỻ
ス
タ
に
い
が
た
」
を
ൽ
切
り
に
、
ಉ
日
開

ນ
の
「
ਫ
と
౔
の
芸
ज़
ࡇ
」
や
、
日
෹
༑
޷
１
̒
０
प
年

に
当
た
り
ϑ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
る
日
ຊ
文
化
の
紹
介
行

事
「
ジ
ャ
ϙ
χ
ス
ム
２
０
１
８
」
へ
の
参
加
な
ど
、
開
ߓ

１
５
０
प
年
の
記
念
日
と
な
る
１
月
１
日
を
は
さ
ん
で
各

छ
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
２
０
１
̕
年
の
新

ׁ
県
・
ঙ
内
デ
ス
ς
ィ
ω
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
も

連
動
し
て
、
県
や
県
内
֎
の
ࢢ
ொ
ଜ
と
の
連
携
を
一
૚
強

化
し
な
が
ら
「
み
な
と
ま
ち
新
ׁ
」
を
国
内
֎
に
ア
ϐ
ー

ル
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
ͮ
く
り
の
面
で
は
、
ຊ
ࢢ
の
歴
史
や
文
化
を
支
え

て
き
た
৅
௃
的
な
ݹ
ொ
地
۠
へ
の
行
政
機
能
移
స
に
よ

り
、
新
た
な
人
の
ྲྀ
れ
、
౤
資
や
ډ
ॅ
人
ޱ
の
૿
加
が
期

待
で
き
る
と
と
も
に
、新
ׁ
Ӻ
の
高
Ս
Ӻ
ୈ
一
期
開
業
を
、

新
し
い
ま
ち
ͮ
く
り
の
起
ര
ࡎ
と
し
、
౎
心
࣠
で
あ
る
新

ׁ
Ӻ
प
ล
か
ら
ສ
代
地
۠
、
ݹ
ொ
地
۠
の
活
性
化
に
向
け

て
、
ຽ
ؒ
の
活
力
を
引
き
出
し
な
が
ら
、「
日
ຊ
ւ
ڌ
点

の
活
力
」
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

開
ߓ
１
５
０
प
年
を
契
機
に
、
࢈
׭
学
ຽ
の
オ
ー
ル
新

ׁ
の
体
制
で
、
新
ׁ
の
֗
を
よ
り
魅
力
化
し
、
新
ׁ
県
全

体
の
ڌ
点
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

クラウドファンディングにより制作したラッピングバス

古町芸妓と地元企業等によるPRプロジェクト
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「
෋
山
も
よ
う
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
」
は
、
２
０
１
̐
年
８

月
に
๺
日
ຊ
新
ฉ
創
ץ
１
３
０
प
年
記
念
企
画
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。地
域
に
ࠜ
ࠩ
す
地
方
新
ฉ
ࣾ
と
し
て
、

৯
・
文
化
・
෩
ܠ
と
い
っ
た
෋
山
県
の
ๅ
෺
を
Ϟ
ν
ー
ϑ

に
し
た
ς
キ
ス
タ
イ
ル
デ
β
イ
ン
「
෋
山
も
よ
う
」
で
෋

山
を
઱
や
か
に
࠼
り
、
๛
か
な
฻
ら
し
や
ૉ
ఢ
な
ま
ち
ͮ

く
り
を
目
ࢦ
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
プ

ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
で
し
た
。

෋
山
の
魅
力
を
ද
現
す
る
も
よ
う
は
、
人
ؾ
ブ
ラ
ン
υ

の
マ
Ϧ
ϝ
ッ
コ
な
ど
で
活
༂
す
る
ς
キ
ス
タ
イ
ル
デ
β
イ

φ
ー
の
ླ
໦
マ
α
ル
さ
ん
に
制
作
を
ґ
པ
し
ま
し
た
。
ς

キ
ス
タ
イ
ル
デ
β
イ
ン
は
෰
০
や
イ
ン
ς
Ϧ
ア
用
్
の
布

地
や
৫
෺
に
施
す
デ
β
イ
ン
で
、
๺
Ԥ
で
は
、
֗
中
の
α

イ
ン
૷
০
や
イ
ン
ς
Ϧ
ア
、
布
や
ࢴ
੡
඼
な
ど
に
用
い
ら

れ
、
生
活
の
あ
ら
Ώ
る
面
で
取
り
ೖ
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

෋
山
県
は
、
ౙ
ق
は
߱
ઇ
ྔ
が
多
く
、
੖
れ
ؒ
も
少
な
い

地
域
で
、
自
然
؀
ڥ
が
ݫ
し
い
๺
Ԥ
と
の
共
௨
点
も
多
い

こ
と
か
ら
、
෋
山
も
よ
う
を
県
内
で
ී
及
さ
せ
、
฻
ら
し

や
֗
に
࠼
り
を
加
え
た
い
と
ߟ
え
ま
し
た
。

෋
山
も
よ
う
は
、
す
΂
て
ே
ץ
を
ラ
ッ
ϐ
ン
グ
し
て
発

ද
し
て
い
ま
す
。
࠷
ॳ
に
、「
̩
̖
̩
̚
̮
̖
̢
̖
」ớ
立

山
連
ๆ
Ờ、「
̢
̞
̯
̪
」ớ
෋
山
の
ਫ
Ờ、「
̨
̝
̞
̧
̤

̚
̗
̞
」ớ
シ
ロ
Τ
Ϗ
Ờ、「
̜
̖
̧
̖
̨
̪
」ớ
Ψ
ラ
ス
޻

芸
Ờ
の
̐
ฑ
を
発
ද
。
そ
の
後
、「
̨
̝
̪
̧
̖
̠
̪
」ớ
ޒ

Օ
山
合
ঠ
ू
མ
Ờ、「
̨
̝
̞
̣
̠
̖
̣
̨
̚
̣
」ớ
๺
཮

新
װ
ઢ
Ờ、「
̧
̖
̞
̘
̝
̤
̪
」ớ
ラ
イ
ν
ョ
΢
Ờ、�

「
̠
̖
̞
̨
̚
̣
」ớ
෋
山
࿷
の
ւ
の
幸
Ờ、「
̠
̪
̨
̪�

̧
̞
̪
̧
̞
」ớ
෋
山
の
配
置
ༀ
Ờ、「
̨
̤
̧
̖
」ớ
෋
山

の
ۭ
Ờ
を
ॱ
次
発
ද
し
、
現
ࡏ
は
10
ฑ
、
ؒ
も
な
く
11
ฑ

目
を
発
ද
し
ま
す
。

街
に
ひ
ろ
が
り
は
じ
め
た
も
よ
う

෋
山
も
よ
う
を
ܝ
ࡌ
し
た
新
ฉ
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
௥
加
で
ཉ
し
い
と
ݴ
わ
れ
ま
し
た
。
ঁ
性
を
中
心
に

新
ฉ
ࢴ
を
࢖
っ
た
Τ
コ
バ
ッ
グ
ͮ
く
り
が
各
ॴ
で
行
わ

◆◆◆

れ
、
Ֆ
԰
さ
ん
に
は
঎
඼
を
แ
Ή
แ
૷
ࢴ
と
し
て
ళ
に
大

ྔ
に
置
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ϗ
ς
ル
や
Ӻ
で
は
෋
山

も
よ
う
の
タ
ペ
ス
ト
Ϧ
ー
が
০
ら
れ
、
֗
中
の
࠶
開
発
Ϗ

ル
の
ݐ
設
現
৔
で
は
、
޻
事
現
৔
を
目
Ӆ
し
す
る
Ծ
ғ
い

に
෋
山
も
よ
う
の
デ
β
イ
ン
が
࠾
用
さ
れ
ま
し
た
。
࠷
ॳ

は
デ
β
イ
ン
そ
の
も
の
を
生
か
し
、
ι
ー
シ
ャ
ル
デ
β
イ

ン
と
し
て
֗
に
取
り
ೖ
れ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

企
業
な
ど
か
ら
も
෋
山
も
よ
う
を
取
り
ೖ
れ
た
঎
඼
開

発
を
し
た
い
と
の
問
い
合
わ
せ
を
多
਺
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
՝
୊
と
な
っ
た
の
は
、
෋
山
も
よ
う
の
デ
β
イ
ン

࢖
用
料
ớ
ロ
イ
Ϡ
Ϧ
ς
ィ
Ờ
の
設
ఆ
と
঎
඼
に
も
よ
う
を

ア
Ϩ
ン
ジ
す
る
ࡍ
の
Ϋ
オ
Ϧ
ς
ィ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

し
た
。
キ
ャ
ラ
Ϋ
タ
ー
や
マ
ー
Ϋ
の
よ
う
な
も
の
は
、
ݪ

ܕ
を
่
さ
ず
に
α
イ
ζ
を
ௐ
੔
し
て
ϫ
ン
ϙ
イ
ン
ト
で
࢖

用
し
た
り
す
る
こ
と
が
ൺ
ֱ
的
容
қ
で
す
。
し
か
し
、
も

よ
う
の
৔
合
は
、
切
り
取
り
方
に
よ
っ
て
全
く
ҧ
う
ҹ
৅

に
な
り
ま
す
。
も
よ
う
の
中
に
ඳ
か
れ
た
動
෺
を
ϫ
ン
ϙ

イ
ン
ト
で
࢖
っ
た
り
、
঎
඼
の
中
で
ྖ
域
を
ܾ
め
て
も
よ

う
を
ऩ
め
た
い
と
の
੠
も
あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
企
業
と

਺
多
く
の
ア
イ
ς
ム
で
展
開
し
た
上
で
、「
෋
山
も
よ
う
」

と
し
て
ೝ
஌
さ
れ
る
こ
と
を
前
ఏ
に
、
ϫ
ン
ϙ
イ
ン
ト
や

ྖ
域
を
ܾ
め
た
࢖
用
法
は
ې
ࢭ
と
し
、
঎
඼
全
体
の
「
総

ฑ
」
を
前
ఏ
と
し
ま
し
た
。
す
΂
て
の
঎
඼
に
ର
す
る
デ

β
イ
ン
を
事
຿
ہ
で
؂
म
し
、
デ
β
イ
ン
࢖
用
料
は
、
؂

म
・
デ
ー
タ
ௐ
੔
費
と
し
て
Ϊ
Ϧ
Ϊ
Ϧ
に
཈
え
た
ֹ
で
ਃ

し
ड
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
Ϗ
ル
ϝ
ン
ς
φ
ン
ス
業
を

Ӧ
Ή
企
業
は
、
෋
山
も
よ
う
ฑ
の
ϑ
ロ
ア
マ
ッ
ト
を
঎
඼

化
し
、
県
内
の
ҿ
৯
ళ
や
ۚ
༥
機
関
な
ど
の
ళ
಄
用
に
Ϧ

ー
ス
঎
඼
と
し
て
ೲ
ೖ
し
て
い
ま
す
。
ق
અ
͝
と
に
別
の

ฑ
と
ೖ
れ
ସ
え
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か
ら
࠾
用
す
る
企

業
や
঎
ళ
も
૿
え
て
き
て
い
ま
す
。
෋
山
の
伝
統
࢈
業
で

富
山
県

Ổ
๺
日
ຊ
新
ฉ
創
ץ
１
３
０
प
年
記
念

�

「
෋
山
も
よ
う
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
」
Ổ

高
原
　
和
彦

北
日
本
新
聞
社
営
業
局
営
業
戦
略
本
部
長

新
聞
か
ら
展
開
、 デ
ザ
イ
ン
で
地
域
を
元
気
に

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る

〜
周
年
を
契
機
に
〜
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あ
る
ர
෺
ϝ
ー
カ
ー
や
࿨
ࢴ
޻
芸
඼
を
ѻ
う
޻
๪
と
も
、

෩
ླ
や
സ
置
き
、
໊
ࢗ
ೖ
れ
や
ブ
ッ
Ϋ
カ
バ
ー
な
ど
の
঎

඼
を
開
発
し
、今
で
は
ロ
ン
グ
η
ラ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

෋
山
県
で
ॳ
め
て
の
ϑ
ル
マ
ラ
ι
ン
の
公
ೝ
Ϩ
ー
ス
「
෋

山
マ
ラ
ι
ン
」
が
開
催
さ
れ
た
ࡍ
に
は
、
෋
山
県
内
に
ຊ

ࣾ
を
置
く
、
有
໊
ス
ϙ
ー
π
ブ
ラ
ン
υ
を
展
開
す
る
ϝ
ー

カ
ー
と
連
携
し
、
マ
ラ
ι
ン
公
ೝ
グ
ッ
ζ
を
෋
山
も
よ
う

で
制
作
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
参
加
し
た
多
く
の
ラ
ン
φ

ー
に
ධ
൑
と
な
り
、
෋
山
も
よ
う
を
਎
に
ண
け
て
ϑ
ル
マ

ラ
ι
ン
に
௅
ん
だ
ラ
ン
φ
ー
が
਺
多
く
い
ま
し
た
。

෋
山
も
よ
う
は
、
県
֎
で
も
活
༂
し
て
い
ま
す
。
世
ք

遺
࢈
・
ޒ
Օ
山
合
ঠ
ू
མ
が
あ
る
ೆ
౑
ࢢ
で
は
、
؍
ޫ
プ

ロ
Ϟ
ー
シ
ョ
ン
用
に
෋
山
も
よ
う
の
合
ঠ
ू
མ
ฑ
の
ࢴ
ା

と
Ϋ
Ϧ
ア
ϑ
Ỹ
イ
ル
を
制
作
し
、
ट
౎
ݍ
や
ւ
֎
の
̥
̧

イ
ベ
ン
ト
で
配
布
し
ま
し
た
。
県
が
౦
ژ
で
運
Ӧ
す
る
ア

ン
ς
φ
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
਺
多
く
の
෋
山
も
よ
う
঎
඼
が

ฒ
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、
新
॓
Ӻ
に
ྡ
઀
し
て
い
る
若

い
ঁ
性
に
人
ؾ
の
঎
業
施
設
で
、
約
１
カ
月
の
෋
山
も
よ

う
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
若
い
ঁ
性
に
人
ؾ
の
マ
ス
キ
ン

グ
ς
ー
プ
を
制
作
し
た
ࡍ
に
は
、
約
３
０
０
０
ݸ
の
ς
ー

プ
が
３
日
ؒ
で
׬
ച
し
ま
し
た
。

「
東
京
目
線
」
が
原
動
力
に

◆◆◆

෋
山
の
إ
と
し
て
ೝ
஌
さ
れ
て
き
た
「
෋
山
も
よ
う
」。

実
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
は
౦
ژ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
２
０
１
̐
年
当
時
、
ࢲ
は
౦
ژ
支
ࣾ
に
ۈ
຿
し
て
お

り
、
ڠ
力
し
て
く
れ
た
ి
௨
の
ス
タ
ッ
ϑ
、
ླ
໦
マ
α
ル

さ
ん
の
෋
山
の
見
え
方
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
が
஀
生
す

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ઇ
が
߱
り
、
Ԗ
৭
の
ۭ
が

続
く
෋
山
の
ౙ
の
෩
ܠ
を
自
ຫ
す
る
県
ຽ
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
౦
ژ
の
൴
ら
は
そ
の
ܠ
৭
を
๺
Ԥ

の
よ
う
だ
と
ݴ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
࠷
ॳ
の
Ϟ
ν
ー
ϑ
と

し
た
「
立
山
連
ๆ
」
や
「
ന
Τ
Ϗ
」
に
つ
い
て
は
、
ࡉ
か

い
デ
ィ
ς
ー
ル
ま
で
࡮
り
ࠐ
ま
れ
た
෋
山
県
ຽ
は
、「
こ

の
山
ฒ
み
は
、
も
っ
と
こ
う
だ
」「
ന
Τ
Ϗ
は
ւ
の
も
の
。

背
ܠ
が
ബ
஡
৭
で
は
イ
ϝ
ー
ジ
が
ҧ
う
」
な
ど
、
つ
い
つ

い
ޱ
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、「
も
よ
う
」
と
し

て
生
活
に
う
ま
く
༹
け
ࠐ
Ή
ς
キ
ス
タ
イ
ル
デ
β
イ
ン
と

し
て
ླ
໦
さ
ん
は
独
自
の
ײ
性
で
෋
山
の
Ϟ
ν
ー
ϑ
を
切

り
取
り
、
৭
࠼
も
๛
か
に
ද
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
の

地
域
で
も
、
そ
こ
に
長
く
฻
ら
し
て
い
る
と
、「
こ
れ
は
、

こ
う
」
と
ܾ
め
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
਺
多
く
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
よ
く
ݴ
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
֎
か

ら
見
え
る
ܠ
৭
は
、中
か
ら
見
え
る
そ
れ
と
は
ҧ
い
ま
す
。

෋
山
も
よ
う
は
、
地
ݩ
の
人
に
も
っ
と
෋
山
を
޷
き
に
な

っ
て
も
ら
う
た
め
、
෋
山
の
こ
と
を
あ
ま
り
஌
ら
な
い
人

に
、
地
域
の
特
௃
や
文
化
を
࠷
ॳ
に
ײ
͡
て
も
ら
う
ア
イ

コ
ン
と
し
て
ਁ
ಁ
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ླ

໦
さ
ん
は
、
た
だ
見
る
だ
け
で
な
く
、「
਎
に
ண
け

た
い
」「
࣋
ち
歩
き
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
も

よ
う
の
良
さ
だ
と
ݴ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
活
の
多
く

の
৔
面
に
༹
け
こ
み
、
ఆ
൪
と
し
て
長
く
Ѫ
さ
れ
る
঎
඼

と
な
る
よ
う
育
て
て
い
き
た
い
と
ߟ
え
て
い
ま
す
。

県内企業が制作した卓上などで自立する「うちわ」

ライチョウもようの新聞紙面
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県
民
の
８
割
が
歌
え
る
「
信
濃
の
国
」

「
৴
ೱ
の
国
は
Ỗ
̇
」
で
始
ま
る
長
໺
県
の
県
Վ
「
৴

ೱ
の
国
」
が
、
県
Վ
制
ఆ
ü0
प
年
を
ܴ
え
ま
し
た
。

「
多
く
の
県
ຽ
が
Վ
え
る
県
Վ
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
こ
の
「
৴
ೱ
の
国
」
で
す
が
、
事
実
、
広
報

県
ຽ
՝
が
ฏ
成
2þ
年
に
実
施
し
た
県
政
Ϟ
χ
タ
ー
ア
ン
έ

ー
ト
ௐ
ࠪ
で
ೝ
஌
度
を
ௐ
΂
た
と
こ
ろ
、
約
８
ׂ
の
人
は

１
൪
を
Վ
え
る
と
い
う
結
果
と
な
り
、
県
ຽ
の
多
く
が
Վ

え
る
県
Վ
な
の
で
す
。

な
ぜ
歌
え
る
？ 

ど
ん
な
場
面
で
歌
う
の
か
？

あ
く
ま
で
ࢲ
見
で
す
が
、
や
は
り
、
小
中
学
校
で
Վ
に

৮
れ
る
機
会
が
多
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

त
業
で
と
り
あ
͛
た
り
、
合
唱
コ
ン
Ϋ
ー
ル
で
Վ
っ
た

り
、
運
動
会
の
μ
ン
ス
で
གྷ
る
な
ど
、
学
校
͝
と
に
さ
ま

͟
ま
な
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

一
方
、
大
人
に
な
る
と
な
か
な
か
Վ
う
機
会
が
な
い
ộ

◆◆◆◆◆◆

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
今
回
、
県
Վ
制
ఆ
ü0
प
年
の
事

業
を
進
め
て
い
く
中
で
ฉ
い
た
と
こ
ろ
、「
カ
ラ
オ
έ
で

ඞ
ず
Վ
う
」
と
か
、「
ҿ
み
会
の
࠷
後
に
み
ん
な
で
Վ
う
」

な
ど
、
օ
さ
ん
自
ओ
的
に
Վ
う
機
会
を
設
け
て
い
る
こ
と

が
෼
か
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
長
໺
県
庁
で
は
、
仕
事
始
め
・
ೲ
め
の
式
や

年
度
始
め
の
式
の
࠷
後
に
２
൪
ま
で
Վ
い
ま
す
。

ま
た
、
県
庁
へ
ి
࿩
を
か
け
た
ࡍ
の
保
留
Ի
は
「
৴
ೱ

の
国
」。
長
໺
県
庁
へ
お
ి
࿩
の
ࡍ
は
、
஫
意
し
て
ฉ
い

て
み
て
Լ
さ
い
̇

そ
も
そ
も
、「
信
濃
の
国
」
と
は

県
Վ
制
ఆ
ü0
प
年
と
ฉ
く
と
、
そ
れ
ほ
ど
ੲ
の
Վ
と
い

う
ҹ
৅
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
は
、
こ
の
「
৴
ೱ
の
国
」

が
生
ま
れ
た
の
は
、
約
１
２
０
年
前
の
明
治
時
代
。

৴
ೱ
ڭ
育
会
ớ
県
内
学
校
の
ڭ
৬
員
に
よ
る
ஂ
体
Ờ
が

唱
Վ
と
し
て
地
ཧ
や
࢈
業
、
歴
史
や
人
෺
な
ど
を
୊
ࡐ
に

し
て
作
っ
た
Վ
の
一
つ
で
あ
り
、
今
か
ら
１
１
̕
年
前
の

明
治
32
年
に
長
໺
県
ࢣ
ൣ
学
校
の
ڭ
་
、ઙㆀ

㆕

Ҫㆂ

ᔭㆌ
㇈
㆗が
作
ࢺ
、

◆◆◆

ཌ
年
に
ಉ
校
Ի
楽
ڭ
་
の
๺ㆌ

㆟

ଜ㇀
㇉

㆙ق
ㆆ

੖ㆯ
㇋

が
作
ۂ
し
、
ಉ
年
10

月
の
長
໺
県
ࢣ
ൣ
学
校
の
運
動
会
で
ঁ
子
部
生
ె
の
༡
ٔ

ớ
今
で
い
え
ば
μ
ン
ス
Ờ
に
࢖
わ
れ
た
の
が
、
ॳ
め
て
൸

࿐
さ
れ
た
৔
で
あ
る
と
ݴ
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
ࢣ

ൣ
学
校
の
ଔ
業
生
が
県
内
の
学
校
で
生
ె
に
ڭ
え
た
こ
と

に
よ
り
各
地
に
広
が
り
、
ࡀ
月
を
ܦ
て
、
਌
か
ら
子
、
子

か
ら
ଙ
へ
と
Վ
い
ܧ
が
れ
て
き
ま
し
た
。

ど
う
し
て
県
歌
に

明
治
１
０
０
年
に
あ
た
る
ত
࿨
û3
年
２
月
、
長
໺
県
ന

അ
ଜ
で
国
ຽ
体
育
大
会
の
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
開
会
式
で
「
৴
ೱ
の
国
」
が
演
奏
さ
れ
る
と
、

؍
٬
੮
に
い
た
約
３
０
０
０
人
も
の
県
ຽ
が
一
੪
に
立
ち

上
が
っ
て
Վ
い
始
め
、
そ
の
出
来
事
が
新
ฉ
各
ࢴ
で
報
ಓ

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
り
、「
৴
ೱ
の
国
」
こ
そ
が
県

Վ
に
;
さ
わ
し
い
と
い
う
世
࿦
が
ܗ
成
さ
れ
、
ಉ
年
５
月

20
日
に
県
Վ
「
৴
ೱ
の
国
」
が
制
ఆ
さ
れ
ま
し
た
。

県
民
の
心
を
一
つ
に
す
る
歌

「
৴
ೱ
の
国
」
に
は
多
く
の
Τ
ϐ
ι
ー
υ
が
あ
り
ま
す
。

˓
৴
ೱ
͸
ͻ
ͱ
つ

ত
࿨
23
年
、
県
議
会
で
長
໺
県
を
๺
と
ೆ
に
෼
け
る
෼

県
が
議
࿦
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
ܾ
௚
前
に
๣
ௌ
੮
と
議
事

ಊ
の
प
ғ
か
ら
一
੪
に
「
৴
ೱ
の
国
」
の
大
合
唱
が
始
ま

り
、
ෆ
成
立
に
。

˓
県
ຽ
み
Μ
な
の
ủ
৴
ೱ
の
ࠃ
Ứ

ত
࿨
ü1
年
、
長
໺
県
政
１
０
０
年
を
記
念
し
て
「
৴
ೱ

の
国
」
の
Վ
ൾ
を
ݐ
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
県
ຽ
み
ん
な

◆◆◆◆◆◆

長
野
県

Ổ
ü0
年
、
１
０
０
年
後
も
ộ
県
Վ
制
ఆ
ü0
प
年
事
業
Ổ

小
脇
　
美
登
理

長
野
県
広
報
県
民
課
県
民
の
声
係
担
当
係
長

「
信
濃
の
国
」を
歌
う
、学
ぶ
、身
近
に
感
じ
る

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る

〜
周
年
を
契
機
に
〜
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の
ख
で
ݐ
て
よ
う
と
、
行
政
の
ิ
ॿ
や
大
ޱ
の
د
付
は
ࣙ

ୀ
し
、
１
ށ
10
ԁ
、
小
中
高
生
１
人
１
ԁ
の
ื
ۚ
活
動
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
一
大
県
ຽ
運
動
と
な
り
、
事

業
予
算
を
上
回
る
ื
ۚ
が
ू
ま
り
、
県
ຽ
の
シ
ン
Ϙ
ル
と

し
て
県
内
２
カ
ॴ
ớ
長
໺
県
庁
構
内
、দ
ຊ
ฏ
広
域
公
Ԃ
Ờ

に
Վ
ൾ
が
ݐ
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
長
い
歴
史
の
中
で
、
県
ຽ
の
心
を
一
つ
に

す
る
໾
ׂ
を
担
っ
て
き
た
の
が
「
৴
ೱ
の
国
」
と
い
っ
て

も
ա
ݴ
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

県
歌
制
定
50
周
年
事
業

県
Վ
に
な
っ
て
ü0
年
で
す
が
、
Վ
と
し
て
は
１
２
０
年

ۙ
く
਌
し
ま
れ
て
き
た
「
৴
ೱ
の
国
」
を
今
後
ど
う
す
る

の
か
ộ
多
く
の
人
が
Վ
え
る
と
は
い
え
、
そ
の
歴
史
や
Վ

ࢺ
の
意
ຯ
ま
で
஌
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
な
か
な
か
学

Ϳ
機
会
は
な
い
も
の
で
す
。

◆◆◆

そ
こ
で
長
໺
県
で
は
、ü0
प
年
を
契
機
に
、「
৴
ೱ
の
国
」

を
「
Վ
う
」「
学
Ϳ
」「
਎
ۙ
に
ײ
͡
る
」
機
会
を
૿
や
し
、

Վ
に
਌
し
Ή
こ
と
に
よ
り
、
県
の
魅
力
や
県
ຽ
と
し
て
の

ތ
り
を
࠶
発
見
し
て
い
た
だ
こ
う
ʂ
と
次
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

˓
Ω
ỽ
ク
ɾ
Φ
ϑ
ɾ
イ
ベ
ン
ト

県
Վ
制
ఆ
日
に
あ
た
る
５
月
20
日
に
、
দ
ຊ
ࢢ
に
あ
る

α
ッ
カ
ー
̟
２
দ
ຊ
山
խ
の
ϗ
ー
ム
「
ア
ル
΢
ィ
ン
」
で

দ
ຊ
山
խ
̫
̨
ア
Ϗ
ス
ύ
෱
岡
の
ࢼ
合
前
に
ü0
प
年
事
業

の
キ
ッ
Ϋ
・
オ
ϑ
・
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

長
໺
県
Ώ
か
り
の
ஶ
໊
人
、
ๆ
ཽ
ଠ
さ
ん
、
ロ
ッ
Ϋ
バ

ン
υ
・
̜
̡
̞
̢�

̨
̥
̖
̣
̠
̮
か
ら
の
ϝ
ッ
η
ー
ジ

や
、
地
ݩ
小
中
学
生
に
よ
る
「
৴
ೱ
の
国
」
̟
̖
̯
̯
バ

ー
ジ
ョ
ン
の
演
奏
や
μ
ン
ス
ύ
ϑ
Ỽ
ー
マ
ン
ス
࠷、
後
は
、

؍
٬
の
օ
さ
ん
と
「
৴
ೱ
の
国
」
を
Վ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ࢼ
合
௚
前
に
も
࠶
び
؍
٬
の
օ
さ
ん
１
ສ
２
０
０
０
人
に

よ
る
大
合
唱
ʂ
ѹ
ר
で
し
た
。

˓
ಛ
ઃ
̬
̴
̱
サ
イ
ト

「
未
来
へ
つ
な
͝
う
ʂ
৴
ೱ
の
国
」
を
開
設
し
、
Վ
の

歴
史
は
も
ち
ろ
ん
、
Վ
ࢺ
の
意
ຯ
や
Ի
源
の
配
৴
、
関
連

イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
৴
ೱ
の
国
」
に
さ
ま
͟
ま
な
ܗ
で
৮
れ
る
機

会
を
૿
や
す
た
め
、
ಉ
α
イ
ト
内
で
౤
ߘ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
実
施
中
ớ
̕
月
30
日
ま
で
Ờ。

˓
未
来
へ
つ
な
が
る
ί
ー
ϥ
ス
Ϧ
Ϩ
ー

৴
ೱ
の
国
の
Վ
唱
動
画
を
ื
ू
、౤
ߘ
作
඼
を
編
ू
し
、

̒
൪
ま
で
の
記
念
ム
ー
Ϗ
ー
を
制
作
。

˓
ࢲ
の
ủ
৴
ೱ
の
ࠃ
Ứ
̢
̮
γ
φ
ι
ン
ά
ϥ
ン
ϓ
Ϧ

μ
ン
ス
動
画
、
ࣸ
ਅ
、
Τ
ϐ
ι
ー
υ
を
ื
ू
し
、
各
部

໳
͝
と
に
グ
ラ
ン
プ
Ϧ
を
બ
び
ද
জ
。
̕
月
30
日
ま
で
作

඼
ื
ू
中
ʂ
こ
の
記
事
を
͝
覧
の
օ
さ
ん
も
;
る
っ
て
͝

Ԡ
ื
Լ
さ
い
。

50
年
後
、
１
０
０
年
後
も
…

ü0
प
年
事
業
を
担
当
し
始
め
て
か
ら
、
県
Վ
制
ఆ
当
時

の
大
先
ഐ
に
お
࿩
を
࢕
っ
た
り
、
県
内
֎
の
方
か
ら
ख
ࢴ

や
ి
࿩
で
Վ
に
ର
す
る
思
い
を
࢕
い
、
こ
の
Վ
は
ຊ
当
に

多
く
の
方
に
Ѫ
さ
れ
て
い
る
と
実
ײ
し
て
い
ま
す
。ü0
年
、

１
０
０
年
後
も
こ
の
Վ
が
県
ຽ
に
Ѫ
さ
れ
、
Վ
い
ܧ
が
れ

る
こ
と
を
ئ
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

˙
ච
者
の
إ
ࣸ
ਅ
で
࢖
用
し
て
い
る
の
は
、
ఱ
ཾ
ଜ
は
ぐ

る
ま
会
が
県
Վ
制
ఆ
ü0
प
年
を
記
念
し
て
制
作
・
ൢ
ച
し

て
い
る
ઔ
子
で
す
。
ؾ
に
な
っ
た
方
は
ఱ
ཾ
ଜ
໾
৔
ớ
ి

࿩
⽅
０
２
̒
０

ʵ

３
２

ʵ

２
０
０
１
Ờ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

˞
特
設
̬
̴
̱
α
イ
ト「
未
来
へ
つ
な
͝
う
ʂ
৴
ೱ
の
国
」

は
次
の
̪
̧
̡
ま
た
は
̦
̧
コ
ー
υ�

か
ら
ア
Ϋ
η
ス
で
き
ま
す
。

̪
̧
̡

IUUQT���TIJOBOPOPLVOJ�DPN
�

◆◆◆

長野県庁構内の歌碑

特設Webサイト「未来へつなごう！信濃の国」画面

「信濃の国」県歌制定 50 周年ロゴ
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特 集
日
野
町
民
の
心
の
交
流
の
玄
関
口

ۙ
ߐ
మ
ಓ
日
໺
Ӻ
の
歴
史
は
、
今
か
ら
૎
る
こ
と
１
２

０
年
前
の
明
治
33
年
に
始
ま
り
ま
す
。
ࡢ
年
10
月
に
࠶
生

さ
れ
た
現
Ӻ
ࣷ
の
前
਎
は
、
大
ਖ਼
５
年
に
ϗ
ー
ム
の
ෳ
ઢ

化
に
൐
い
ݐ
て
ସ
え
ら
れ
、
１
０
０
年
と
い
う
ࡀ
月
を
ܦ

ま
し
た
。

１
０
０
年
前
に
Ӻ
ࣷ
が
ݐ
ங
さ
れ
た
当
時
、
地
ݩ
ॅ
ຽ

が
中
心
と
な
っ
て
総
޻
費
の
üþ
ˋ
に
૬
当
す
る
ۚ
ֹ
を
ۙ

ߐ
మ
ಓ
ג
式
会
ࣾ
に
د
ෟ
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
෼
か
る

よ
う
に
、
地
ݩ
ॅ
ຽ
に
と
っ
て
、
大
ม
思
い
ೖ
れ
の
あ
る

Ӻ
ࣷ
と
し
て
存
ࡏ
し
て
き
ま
し
た
。

෩
ઇ
に
଱
え
、
時
を
ӽ
え
て
き
た
Ϩ
ト
ロ
な
؃
൘
や
時

ࠁ
ද
、ੲ
の
ま
ま
の
վ
ࡳ
ޱ
な
ど
「
今
と
ੲ
」
そ
し
て
「
ా

ࣷ
と
౎
会
」
を
つ
な
ぐ
結
અ
点
、「
日
໺
ொ
ຽ
の
心
の
交

ྲྀ
の
ݰ
関
ޱ
」
と
し
て
、
そ
の
趣
を
৭
ೱ
く
発
し
て
い
ま

し
た
。

◆◆◆

駅
舎
再
生
の
取
り
組
み

長
い
年
月
に
଱
え
て
き
た
Ӻ
ࣷ
に
は
、
一
部
Ӎ
࿙
れ
が

あ
り
、
部
ࡐ
の
෗
ٺ
・
ഁ
ଛ
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
Ϩ
ト
ロ

な
Ӻ
ࣷ
と
し
て
஫
目
さ
れ
来
訪
者
は
多
い
も
の
の
、
ఆ
期

利
用
者
は
ݮ
少
し
、
ロ
ー
カ
ル
మ
ಓ
の
現
ঢ়
は
ݫ
し
い
も

の
で
し
た
。

మ
ಓ
会
ࣾ
で
Ӻ
ࣷ
の
ղ
体
、
؆
қ
Ӻ
ࣷ
へ
の
ݐ
て
ସ
え

が
検
討
さ
れ
る
中
、
Ӻ
ࣷ
を
Ѫ
す
る
ॅ
ຽ
の
օ
さ
ん
か
ら

は
、
ղ
体
൓
ର
の
੠
が
૬
次
͗
、
վ
め
て
日
໺
Ӻ
ࣷ
が
地

ݩ
ॅ
ຽ
に
と
っ
て
Ѫ
ண
の
あ
る
「
ま
ち
の
ๅ
」
で
あ
る
こ

と
を
確
৴
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ொ
の
ݰ
関
ޱ
に
;
さ
わ
し
い
ۙ
ߐ
మ
ಓ
日
໺

Ӻ
ࣷ
を
大
切
な
「
ま
ち
の
ๅ
」
と
し
て
࠶
生
で
き
る
よ
う

「
日
໺
Ӻ
利
用
ଅ
進
活
性
化
࠙
࿩
会
」
を
設
置
し
、
地
ݩ

ॅ
ຽ
を
中
心
に
関
܎
者
の
օ
さ
ん
で
、
歴
史
の
重
み
や
ॅ

ຽ
の
օ
さ
ん
の
思
い
を
ど
う
ड
け
ࢭ
め
て
い
く
の
か
の
議

◆◆◆

࿦
を
重
Ͷ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

࠙
࿩
会
か
ら
出
さ
れ
た
結
࿦
は
、「
１
０
０
年
ഓ
っ
て

き
た
歴
史
と
෩
合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
多
く
の
ொ
ຽ

の
記
Ա
の
中
に
あ
る
Ӻ
を
次
の
世
代
に
つ
な
͛
て
い
く
と

と
も
に
、
来
訪
者
と
地
域
の
օ
さ
ん
の
ứ
心
の
ݰ
関
ޱ
Ừ

と
し
て
、
ま
た
、
ま
ち
ͮ
く
り
の
新
た
な
ڌ
点
交
ྲྀ
施
設

と
し
て
Ӻ
ࣷ
࠶
生
に
取
り
組
Ή
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

先
人
の
残
し
た
歴
史
と
文
化
を
活
か
し 

修
復
・
再
生

چ
Ӻ
ࣷ
の
現
گ
ௐ
ࠪ
の
報
ࠂ
に
よ
る
と
、
چ
日
໺
Ӻ
ࣷ

は
、
大
ਖ਼
時
代
の
明
治
༸
෩
ݐ
ங
の
ྲྀ
れ
の
中
で
、
そ
の

Ө
ڹ
を
ड
け
た
と
推
ଌ
さ
れ
る
ݰ
関
キ
ャ
ϊ
ϐ
ー
ப
の
意

ঊ
ớ
Τ
ン
タ
シ
ス
ப
Ờ、
大
き
な
ྊ
ؒ
を
実
現
す
る
た
め

に
࠾
用
さ
れ
た
༸
小
԰
組
ớ
ト
ラ
ス
Ờ
な
ど
、
و
重
な
ݐ

ங
෺
と
し
て
、
మ
ಓ
創
設
に
大
き
く
ਚ
力
さ
れ
た
ۙ
ߐ
঎

人
の
՚
ඒ
を
޷
ま
ず
࣭
実
を
良
し
と
し
た
ؾ
࣭
が
Ӻ
ࣷ
に

も
現
れ
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
、
先
人
の
残
さ
れ
た
歴
史
と
文
化
を
活
か
し

म
෮
・
࠶
生
す
る
た
め
、
歴
史
的
Ձ
஋
を
ଛ
な
わ
な
い
よ

う
म
෮
し
ま
し
た
。෗
ٺ
や
ഁ
ଛ
が
ೝ
め
ら
れ
る
部
Ґ
は
、

໦
の
छ
ྨ
や
໦
の
特
性
に
あ
わ
せ
て
ࠜ
ܧ
͗
を
行
な
い
、

生
か
せ
る
部
෼
は
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
い
く
޻
法
で
、
ݐ

ங
を
す
す
め
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
の 

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

ۙ
ߐ
మ
ಓ
日
໺
Ӻ
ࣷ
࠶
生
の
ࡒ
源
は
、
地
方
創
生
推
進

交
付
ۚ
と
地
ݩ
ॅ
ຽ
や
当
ொ
に
ԑ
の
あ
る
օ
様
か
ら
の
͝

د
ෟ
と
、
Ϋ
ラ
΢
υ
ϑ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ
ܕ
の
;
る
さ
と
ೲ

税
等
を
活
用
し
、
全
国
の
మ
ಓ
ϑ
Ỹ
ン
な
ど
か
ら
多
く
の

◆◆◆◆◆◆

滋
賀
県
日
野
町

地
域
と
官
民
連
携
で
再
生
さ
れ
た

 

近
江
鉄
道
日
野
駅
舎

正
木
　
博
之

日
野
町
企
画
振
興
課
参
事

Ổ
１
０
０
年
の
歴
史
に
新
た
な
ଉ
ਧ
を
ਧ
き
ࠐ
Ή
Ổ

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る

〜
周
年
を
契
機
に
〜
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͝
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

返
ྱ
඼
ớ
記
念
඼
Ờ
に
は
、
明
治
31
年
に
イ
Ϊ
Ϧ
ス
̗

̖
̧
̧
̤
ɹ̬

̨
̩
̚
̡
̡
ࣾ
で
੡
଄
さ
れ
、
ۙ
ߐ
మ
ಓ

に
ೲ
඼
さ
れ
た
、
１
２
０
年
前
の
ഫ
来
Ϩ
ー
ル
を
加
޻
し

た
文
௟
と
、
چ
日
໺
Ӻ
ࣷ
の
ப
等
の
ݹ
ࡐ
に
、
日
໺
ொ
の

伝
統
޻
芸
の
「
日
໺
࿶
」
の
ٕ
法
を
用
い
、
࣫
を
ز
重
に

も
施
し
た
ֹ
に
վ
૷
前
の
日
໺
Ӻ
ࣷ
を
ඳ
い
た
ֆ
画
を
ऩ

め
た
作
඼
を
用
意
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
ຊ
来
の
用
్
と
し
て
の
໾
ׂ
を
ऴ
え
た
も
の

で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
໺
Ӻ
の
歴
史
を
॓
し
た
部
ࡐ
に
新

た
な
ଉ
ਧ
を
ਧ
き
ࠐ
ん
だ
記
念
඼
と
な
り
ま
し
た
。

日
野
駅
か
ら
新
た
な
魅
力
を
発
信

࠶
生
さ
れ
た
Ӻ
ࣷ
内
に
は
、
Ӻ
の
ง
ғ
ؾ
に
合
わ
せ
た

新
た
な
交
ྲྀ
の
৔
と
し
て
、
؍
ޫ
Ҋ
内
ॴ
と
カ
ϑ
ỻ
ス
ペ

ー
ス
を
ซ
設
し
た
؍
ޫ
Ҋ
内
交
ྲྀ
施
設
「
な
な
い
ろ
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
運
Ӧ
は
、
地
ݩ
ॅ
ຽ
で
結
成
さ
れ

た
一
ൠ
ࣾ
ஂ
法
人
「
こ
う
け
ん
ࣷ
」
と
日
໺
؍
ޫ
ڠ
会
に

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
な
な
い
ろ
」
は
、
日
໺
ொ
を
訪
れ
た
方
に
؍
ޫ
Ҋ
内

を
行
う
と
と
も
に
、
Ӻ
の
利
用
者
や
ொ
ຽ
の
օ
さ
ん
が
ほ

◆◆◆

っ
と
一
ଉ
つ
け
る
ܜ
い
の
৔
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ϑ

ỻ
ス
ペ
ー
ス
は
日
ସ
わ
り
ళ
ओ
シ
ス
ς
ム
で
ຖ
日
ҧ
う
ళ

ओ
さ
ん
が
ҿ
み
෺
や
料
ཧ
を
ఏ
供
し
て
い
ま
す
。
将
来
ݸ

人
で
起
業
を
ߟ
え
て
お
ら
れ
る
方
や
、
地
域
の
օ
さ
ん
の

ܜ
い
の
৔
の
ఏ
供
を
目
的
と
し
て
お
ら
れ
る
方
、
Ի
楽
ラ

イ
ブ
カ
ϑ
ỻ
を
開
催
さ
れ
る
方
、
ま
た
地
ݩ
の
県
立
日
໺

高
等
学
校
の
生
ె
が
「
঎
඼
開
発
ൢ
ച
実
श
」
の
一
؀
と

し
て
月
１
回
「
日
໺
高
カ
ϑ
ỻ
ˏ
̝
̾
̼
̴
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
多
࠼
な
日
ସ
わ
り
ళ
ओ
օ
さ
ん
の
運
Ӧ
で
、
ຖ

日
多
く
の
人
の
交
わ
り
の
創
出
と
日
໺
Ӻ
か
ら
の
新
た
な

魅
力
を
発
৴
し
て
い
ま
す
。

改修後の日野駅舎

改修前の旧日野駅舎

観光交流施設「なないろ」
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「
出
会
う
・
つ
な
が
る
・
歩
み
だ
す
」
を 

キ
ー
ワ
ー
ド
に

ઘ
๺
χ
ỿ
ー
タ
΢
ン
は
、大
ࡕ
府
ࡖ
ࢢ
ೆ
部
に
Ґ
置
し
、

高
度
ܦ
ࡁ
成
長
期
の
ॅ
୐
ध
要
に
Ԡ
え
る
た
め
、
大
ن
໛

な
ܭ
画
ࢢ
֗
地
と
し
て
੔
උ
さ
れ
、
そ
の
当
時
の
ܭ
画
人

ޱ
は
約
1ÿ
ສ
人
、
西
日
ຊ
࠷
大
ن
໛
の
χ
ỿ
ー
タ
΢
ン
と

し
て
஫
目
さ
れ
、
྘
๛
か
な
ॅ
؀
ڥ
を
有
す
る
ま
ち
と
し

て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
ࡢ
今
は
人
ޱ
の
ݮ
少
、
少
子
高
ྸ
化
の
進
展
、

ॅ
୐
や
施
設
の
࿝
ٺ
化
な
ど
の
Ө
ڹ
・
ม
化
の
೾
を
ड
け

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ঢ়
گ
の
中
に
あ
っ
て
、
ઘ
๺
χ

ỿ
ー
タ
΢
ン
を
今
後
と
も
魅
力
あ
る
ま
ち
と
し
て
ҡ
࣋
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
多
様
な
世
代
が
շ
ద
に
ॅ
み
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
ち
び
ら
き
か

ら
ü0
年
ܦ
っ
た
ฏ
成
2Ā
年
に
「
ઘ
๺
χ
ỿ
ー
タ
΢
ン
ま
ち

び
ら
き
ü0
प
年
事
業
実
行
ҕ
員
会
」ớ
構
成
ஂ
体
⽅
ࡖ
ࢢ
ೆ

۠
自
治
連
合
ڠ
議
会・「
̨
̚
̣
̗
̤
̠
̪�

̩
̧
̞
̖
ớ̡
公

◆◆◆

ื
で
બ
ば
れ
た
ࢢ
ຽ
ҕ
員
Ờ」・
大
ࡕ
府
ॅ
୐
供
څ
公
ࣾ
・

独
立
行
政
法
人
౎
ࢢ
࠶
生
機
構
・
ೆ
ւ
ి
ؾ
మ
ಓ
ג
式
会

ࣾ
・
ઘ
๺
高
଎
మ
ಓ
ג
式
会
ࣾ
・
一
ൠ
ࡒ
ஂ
法
人
大
ࡕ
府

タ
΢
ン
管
ཧ
ࡒ
ஂ
・
ࡖ
ࢢ
、
事
຿
ہ
⽅
ࡖ
ࢢ
χ
ỿ
ー
タ
΢

ン
地
域
࠶
生
ࣨ
Ờ
が
発
଍
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、「
出
会
う
・
つ
な
が
る
・
歩
み
だ
す
」

を
キ
ー
ϫ
ー
υ
に
、
ࢢ
ຽ
・
企
業
・
大
学
・
行
政
等
が
共

に
஀
生
ü0
年
を
ॕ
い
、
ू
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
ઘ
๺
の
ま
ち
の
ü0
年
を
๛
か
に
฻
ら
し
て
い
く
き
っ
か

け
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
̣
̥
̤
法
人

̨
̚
̞
̣
は
、
新
た
な
ま
ち
の
担
い
ख
を
掘
り
起
こ
し
、

ü1
年
目
以
߱
の
新
た
な
ま
ち
の
ܗ
成
に
向
け
た
事
業
立

Ҋ
・
検
討
を
す
る
た
め
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

成
果
と
し
て
は
、
ま
ち
の
ܗ
成
に
向
け
た
ج
ૅ
と
な
る

共
ಉ
の
プ
ラ
ッ
ト
ϑ
Ỽ
ー
ム
の
構
ங
を
目
ࢦ
し
、
構
成
ஂ

体
と
ࢢ
ຽ
ҕ
員
が
ペ
ア
と
な
っ
て
、
事
業
構
ங
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
資
ۚ
的
な
支
援
を
ड
け
る
こ
と
な

く
、
構
成
ஂ
体
の
資
源
を
ڠ
ಇ
で
活
用
し
、
஥
ؒ
や
Ϙ
ラ

ン
ς
ィ
ア
を
新
た
に
ಘ
て
い
く
こ
と
で
、
ü0
प
年
事
業
ऴ

ྃ
後
も
ܧ
続
し
て
実
施
し
て
い
く
と
期
待
で
き
る
、
11
ݸ

の
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
が
஀
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ط
存
の
ஂ

体
で
あ
る
自
治
会
、
企
業
、
ま
ち
ͮ
く
り
ஂ
体
を
始
め
と

す
る
、
合
ܭ
10
ஂ
体
、
û1
छ
ྨ
の
連
携
事
業
が
実
施
さ
れ
、

そ
れ
ら
を
ࠂ
஌
用
Ϧ
ー
ϑ
Ϩ
ッ
ト
や
̝
̥
に
ܝ
ࡌ
し
て
い

く
こ
と
を
௨
し
て
、
ઘ
๺
の
魅
力
を
෯
広
く
情
報
発
৴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
、「
Τ
Ϧ
ア
Ձ
஋
の
ܧ
続
的
な
向
上
」
に
つ
い
て

の
՝
୊
は
残
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ü1
年
目
以
߱
も
自
立

ܕ
活
動
と
し
て
ܧ
続
す
る
た
め
に
、「
̬
̤
̣
̙
̚
ɹ̧

̨
̚
̣
̗
̤
̠
̪
推
進
会
議
」
を
立
ち
上
͛
、
ฏ
成
30
年

̐
月
よ
り
、
月
に
１
回
、
事
業
構
ங
の
た
め
の
ϛ
ー
ς
ィ

ン
グ
を
ܧ
続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

51
年
目
の
取
り
組
み

̨
̚
̞
̣
は
こ
れ
ま
で
、
ݸ
人
や
組
৫
が
自
ओ
的
に
行
う

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
、
ま
た
ݸ
人
・
組
৫
・
活
動
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
「
৔
」
を
ఏ
供
す
る
こ
と
で
、
̣
̥
̤
が

਎
ۙ
に
ײ
͡
ら
れ
る
ࢢ
ຽ
ࣾ
会
を
ೆ
大
ࡕ
地
域
で
創
ろ
う

と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ま
だ
ま
だ
充
෼
と
は
ݴ
い

切
れ
な
い
も
の
の
、
̣
̥
̤
が
一
ఆ
ఔ
度
ࣾ
会
的
に
ೝ
め
ら

れ
る
ঢ়
ଶ
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
ߟ
え
て
い
ま
す
。
一
方
で

ࣾ
会
的
な
֨
ࠩ
が
進
み
、
少
子
高
ྸ
化
や
人
ޱ
ݮ
少
、
地

域
ܦ
ࡁ
の
ෆ
活
発
化
も
ਂ
ࠁ
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
に
向
き
合
う
に
は
̣
̥
̤
を
支
援
す
る
と
い
う

ؒ
઀
的
な
方
法
だ
け
で
は
「
限
ք
」
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
ü0
प
年
事
業
を
契
機
に
、
̣
̥
̤
支
援
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
多
様
な
ス
ς
ー
Ϋ
ϗ
ル
μ
ー
ớ
利

֐
関
܎
者
Ờ
と
共
に
、
՝
୊
ղ
ܾ
と
ཧ
૝
実
現
を
目
ࢦ
し

◆◆◆

大
阪
府
堺
市

市
民
、
企
業
、
大
学
、
行
政
が

 

共
同
で
新
た
な
ま
ち
を
形
成

湯
川
　
ま
ゆ
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
（
サ
イ
ン
）
代
表
理
事

Ổ
ま
ち
び
ら
き
ü0
प
年
の
ઘ
๺
χ
ỿ
ー
タ
΢
ン
Ổ

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る

〜
周
年
を
契
機
に
〜
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て
ू
合
஌
を
生
み
出
し
な
が
ら
活
用
す
る
ख
法
ớ
コ
Ϩ
Ϋ

ς
ィ
ブ
・
イ
ン
ύ
Ϋ
ト
Ờ
を
用
い
て
、
୭
も
が
ຊ
当
の
๛

か
さ
を
௥
ٻ
で
き
る
「
໾
ׂ
と
Ք
͗
が
め
ぐ
り
め
ぐ
る
地

域
ࣾ
会
」
ͮ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
、
ઘ
๺
χ
ỿ
ー
タ
΢

ン
を
ϑ
ィ
ー
ル
υ
に
３
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ớ
１
Ờ
ฏ
成
2þ
年
11
月
よ
り
大
ࡕ
府
ॅ
୐
供
څ
公
ࣾ
様
の

ஂ
地
࠶
生
事
業
の
一
؀
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
஡
山
୆

と
し
Ỷ
か
ん
」
を
、
ฏ
成
2Ā
年
̒
月
よ
り
ୈ
２
期
と
し
て

引
き
ܧ
͗
、
ॅ
ຽ
ओ
体
の
運
Ӧ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ฏ
成
30
年
よ
り
、
஡
山
୆
ஂ
地
の
ۭ
き
ࣨ
の
有

ޮ
活
用
に
向
け
て
、
ॅ
ຽ
参
加
に
よ
る
૜
ࡊ
カ
ϑ
ỻ
を
立

ち
上
͛
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
ஂ
地
の
魅
力
向
上
と
な
る
取

り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

ớ
２
Ờ
ೆ
ւ
ి
ؾ
మ
ಓ
ג
式
会
ࣾ
様
と
共
に
、
ઘ
๺
χ
ỿ

ー
タ
΢
ン
の
ݰ
関
ޱ
で
１
日
̐
ສ
人
の
৐
߱
٬
が
あ
る
ઘ

ἃ
ٰ
Ӻ
前
の
「
い
ず
み
が
お
か
広
৔
」
を
࢖
っ
た
プ
ロ
ジ

ỻ
Ϋ
ト
「
い
ず
み
が
お
か
広
৔
つ
な
が
る
̙
̰
͈
͂
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ࢢ
ຽ
自
ら
が
「
ͻ
ろ
ば
プ
ラ
ン
φ

ー
」
と
な
り
、
様
々
な
バ
Ϧ
Τ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
を
ื
っ

て
開
催
し
て
い
ま
す
。
Ӻ
前
の
広
৔
か
ら
χ
ỿ
ー
タ
΢
ン

の
多
様
な
く
ら
し
を
生
み
出
す
૷
置
に
な
れ
な
い
か
と
将

来
の
Ӻ
前
の
Τ
Ϧ
ア
マ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
組
৫
の
立
ち
上
͛
も

見
ਾ
え
た
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
で
す
。

ớ
３
Ờ
地
域
の
ཧ
૝
実
現
だ
け
で
は
な
く
、
ࣾ
会
全
体
の

お
ۚ
の
ྲྀ
れ
を
ม
え
、
ࣾ
会
の
問
୊
ղ
ܾ
に
取
り
組
Ή
た

め
の
、
地
域
を
支
え
る
新
し
い
資
ۚ
॥
؀
の
し
く
み
ͮ
く

り
に
向
け
て
「
ઘ
๺
の
ま
ち
と
く
ら
し
を
ߟ
え
る
ࡒ
ஂ
」

の
立
ち
上
͛
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ฏ
成
30
年
度
に
ೖ

り
、「
α
ム
ζ
」
と
い
う
Ѫ
শ
の
設
立
発
起
人
を
ื
り
、

ઘ
๺
χ
ỿ
ー
タ
΢
ン
お
よ
び
࿨
ઘ
ࢢ
に
ॅ
Ή
30
Ỗ
û0
代
の

૚
を
中
心
に
、
多
様
な
৬
छ
か
ら
１
０
０
人
以
上
に
͝
ࢍ

ಉ
い
た
だ
き
、
現
ࡏ
は
、
ࡒ
ஂ
設
立
に
向
け
た
د
付
ू
め

の
た
め
の
事
業
構
ங
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
環
境
を

こ
れ
か
ら
も
、
ઘ
๺
χ
ỿ
ー
タ
΢
ン
か
ら
「
Ϟ
ϊ
」
や

「
コ
ト
」
を
起
こ
し
、「
現
ঢ়
が
当
た
り
前
」
と
思
っ
て
い

る
ॅ
ຽ
に
、「
自
෼
た
ち
に
も
で
き
る
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
؀
ڥ
を
੔
え
、
共
に
取
り
組
Ή
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
χ
ỿ
ー
タ
΢
ン
、
ͻ
い
て
は
日
ຊ
の
未
来
に
つ
な
が
る

と
৴
͡
て
活
動
を
ਂ
め
て
い
き
た
い
と
ߟ
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

泉北のまちと暮らしを考える財団の集まり

集会所の外で開かれたオープンカフェイベントの様子

賑やかになる「いずみがおか広場つながるDays」期間中の様子
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郷
土
愛
を
醸
成
す
る 

「
倉
敷
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

૔
ෑ
ࢢ
は
ฏ
成
30
年
̓
月
߽
Ӎ
に
よ
り
、
推
ఆ
で
̐
̒

０
０
ށ
以
上
が
ਁ
ਫ
、
多
く
の
方
々
が
๢
く
な
る
な
ど
ਙ

大
な
ඃ
֐
を
ड
け
ま
し
た
。
こ
の
ࡂ
֐
に
よ
り
、
お
๢
く

な
り
に
な
っ
た
方
々
に
ۘ
ん
で
ѩ
ౣ
の
意
を
ද
し
ま
す
と

と
も
に
、
ඃ
ࡂ
さ
れ
た
օ
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
෣
い
ਃ
し

上
͛
ま
す
。

෮
چ
・
෮
興
に
向
け
て
は
、
国
や
全
国
の
自
治
体
、
ஂ

体
、
ݸ
人
の
օ
様
な
ど
に
大
き
な
力
ఴ
え
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
ਂ
く
ײ
ँ
ਃ
し
上
͛
ま
す
。

こ
の
ࡂ
֐
で
大
き
く
全
国
に
報
ಓ
さ
れ
ま
し
た
が
、
૔

ෑ
ࢢ
と
い
え
ば
「
ന
น
の
ま
ち
」「
国
࢈
ジ
ー
ン
ζ
発
঵

の
地
」
な
ど
の
イ
ϝ
ー
ジ
を
も
た
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
Ỷ
う
か
。
合
ซ
を
し
て
大
き
く
な
っ
て
き
た
ま
ち
で

◆◆◆

も
あ
り
、
地
۠
͝
と
の
独
自
৭
が
ࢢ
の
魅
力
と
な
り
強
み

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ฏ
成
2Ā
年
２
月
１
日
に
چ
૔
ෑ
ࢢ
・
چ
児
島
ࢢ
・
چ
ۄ

島
ࢢ
の
３
ࢢ
合
ซ
ü0
प
年
を
ܴ
え
、「
૔
ෑ
ࢢ
」
ü0
प
年

記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
૔
ෑ
ࢢ
、
ࢢ
内
঎
޻
会
議
ॴ
、

大
学
な
ど
が
連
携
し
、
小
・
中
学
生
や
高
校
・
大
学
生
が

地
域
を
ݩ
ؾ
に
す
る
活
動
や
地
域
の
魅
力
に
৮
れ
る
機
会

を
つ
く
る
こ
と
で
、
郷
౔
Ѫ
を
ৢ
成
し
、
૔
ෑ
を
ތ
り
に

思
う
若
者
を
育
て
る
「
૔
ෑ
未
来
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
倉
敷
を
誇
り
に
思
う
」
気
持
ち
を
育
て
る

き
っ
か
け
は
、
঎
޻
会
議
ॴ
か
ら
、
ࢢ
Ֆ
「
;
͡
」
な

ど
の
ࢢ
の
シ
ン
Ϙ
ル
を
࢖
っ
て
郷
౔
Ѫ
ৢ
成
を
し
て
は
ど
う

か
と
の
ఏ
Ҋ
を
ड
け
た
こ
と
で
し
た
が
、
૔
ෑ
み
ら
い
創

◆◆◆

生
ઓ
ུ
や
૔
ෑ
ࢢ
ڭ
育
大
ߝ
で
目
ࢦ
す
ࢢ
ຽ
の
࢟
と
し
て

「
;
る
さ
と
૔
ෑ
を
ތ
り
に
思
い
、
૔
ෑ
の
み
ら
い
を
担
っ

て
い
く
ͻ
と
」
を
ܝ
͛
て
い
た
こ
と
、
ฏ
成
2ÿ
年
５
月
に

開
催
さ
れ
た
̜
̓
૔
ෑ
ڭ
育
大
ਉ
会
合
の
「
૔
ෑ
એ
ݴ
」

で
「
次
世
代
を
担
う
子
供
は
地
域
・
ࣾ
会
全
体
で
育
て
て

い
く
と
の
ೝ
識
を
共
有
す
る
重
要
性
」
が
ܝ
͛
ら
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
地
域
で
૔
ෑ
を
ތ
り
に
思
う
若
者
を

育
て
て
い
く
こ
と
の
ඞ
要
性
を
強
く
ײ
͡
て
い
ま
し
た
。

高
校
ଔ
業
や
大
学
ଔ
業
ま
で
に
、「
૔
ෑ
を
ތ
り
に
思

う
」
ؾ
࣋
ち
が
育
っ
て
い
れ
ば
、
ࢢ
֎
県
֎
に
出
た
後
も

૔
ෑ
へ
໭
っ
て
く
る
、
あ
る
い
は
प
り
の
人
に
૔
ෑ
の
こ

と
を
推
঑
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
૔
ෑ
で
活
動
す

る
大
人
や
さ
ま
͟
ま
な
૔
ෑ
の
魅
力
に
৮
れ
て
い
く
こ
と

が
、
૔
ෑ
を
ތ
り
に
思
う
こ
と
や
自
立
的
に
෺
事
を
組
み

立
て
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
ߟ
え
る
機
会
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
ܦ
験
を
す
る
こ
と
で
、
将
来
、
地

域
で
֩
と
な
っ
て
活
動
し
て
く
れ
る
人
ࡐ
が
生
ま
れ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
ߟ
え
、「
૔
ෑ
未
来
プ
ロ
ジ
ỻ

Ϋ
ト
」
の
࿮
組
み
を
ߟ
え
ま
し
た
。

事
業
の
内
容

小
・
中
学
生
と
高
校
・
大
学
生
向
け
の
２
つ
の
࿮
組
み

と
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
向
け
は
、
地
域
の
魅
力
を
ௐ
΂
て
ま
と
め

る
「
ü0
年
後
に
伝
え
た
い
地
域
の
ๅ
ớ
魅
力
Ờ
新
ฉ
コ
ン

ς
ス
ト
」
と
「
新
ฉ
作
成
講
श
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
３

８
３
作
඼
̐
０
３
人
も
の
参
加
を
ಘ
て
、
༏
ल
作
඼
は
ࢢ

の
広
報
ࢴ
に
ܝ
ࡌ
す
る
と
も
に
、
ҹ
࡮
෺
に
し
て
ࢢ
内
全

小
・
中
学
生
に
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

高
校
・
大
学
生
向
け
は
、
学
校
や
地
域
の
ஂ
体
な
ど
の

◆◆◆

岡
山
県
倉
敷
市

Ổ
地
域
と
若
者
を
つ
な
͛
る

�

プ
ラ
ッ
ト
ϑ
Ỽ
ー
ム
を
目
ࢦ
し
て
Ổ

安
藤
　
俊
晴

倉
敷
市
く
ら
し
き
情
報
発
信
課
　
主
幹

合
併
ü÷
周
年
事
業
で

 
倉
敷
を
誇
り
に
思
う
若
者
を
育
て
る

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る

〜
周
年
を
契
機
に
〜
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ڠ
力
を
ಘ
て
、
次
の
̒
つ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

˓
૔
ෑ
ૉ㆙

Ӆㆂ
㇓

ㆌډ
㇟

プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
ử
「
͡
͡
」「
ば
ば
」
の

面
を
か
Ϳ
っ
た
、
૔
ෑ
ඒ
؍
地
۠
の
伝
統
的
キ
ャ
ラ
Ϋ
タ

ー
・
ૉ
Ӆ
ډ
。
大
学
生
が
オ
Ϧ
ジ
φ
ル
面
作
り
な
ど
を
行

い
、
Ѩ
ஐ
ਆ
ࣾ
ळ
ق
例
大
ࡇ
で
は
作
成
し
た
面
や
ҥ
૷
を

਎
に
付
け
、
ඒ
؍
地
۠
प
ล
を
࿅
り
歩
き
ま
し
た
。

˓
౻
の
Ֆ
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
ử
ࢢ
Ֆ
「
;
͡
」
と
थ
ྸ
５
０

０
年
と
も
さ
れ
る
岡
山
県
ఱ
然
記
念
෺
「
Ѩ
஌
の
౻
」
࠶

生
事
業
に
ち
な
み
、
大
学
生
と
小
・
中
学
生
が
د
付
者
へ

の
記
念
඼
制
作
等
を
行
い
ま
し
た
。

˓
魅
力
発
見
ʂ
ࢲ
の
Լ㆗

㇂

௡ㆤ

Ҫㆂ

・
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
ử
୹
大
生

が
૔
ෑ
ࢢ
Լ
௡
Ҫ
地
۠
の
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
有

ޮ
活
用
す
る
方
法
を
໛
ࡧ
。
マ
ッ
プ
作
り
や
小
学
生
ର
৅

の
「
ࢲ
の
Լ
ి
で
ん
し
Ỵ
ス
έ
ッ
ν
大
作
ઓ
」
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

˓
උ
中
ۄ
島
ື
԰
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
ử
چ
ۜ
行
の
ݐ
෺
を
؍

ޫ
٬
や
ॅ
ຽ
が
ؾ
ܰ
に
立
ち
د
れ
る
ڌ
点
に
す
る
̣
̥
̤

の
取
り
組
み
に
高
校
生
が
参
加
し
、
ど
の
よ
う
な
ڌ
点
・

ళ
ฮ
に
し
て

い
く
か
検

討
・
ఏ
Ҋ
を

行
い
ま
し

た
。

˓
新
ொ
ொ
Ոɹ

౧
࿨
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
ử
ொ
Ո
の
活
用
に
つ

い
て
大
学
生
が
ڠ
力
し
、「
৯
文
化
・
コ
ϛ
ỿ
χ
έ
ー
シ

ョ
ン
」
を
ς
ー
マ
に
郷
౔
の
料
ཧ
を
ఏ
供
・
展
示
す
る
プ

Ϩ
θ
ン
ς
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

˓
ਫ
島
ߓ
ま
つ
り
学
生
連
携
事
業
ử
ま
つ
り
に
新
要
ૉ
を

加
え
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
୹
大
・
高
校
生
が
൒
年
以

上
前
か
ら
企
画
検
討
会
を
実
施
。
࠾
用
さ
れ
た
企
画
を
他

大
学
生
と
ڠ
力
し
て
準
උ
・
実
施
し
ま
し
た
。

成
果
、
学
生
の
地
域
へ
の
愛
着
、

地
域
と
の
関
係

報
ࠂ
会
で
学
生
か
ら
、
企
画
・
運
Ӧ
し
た
内
容
が
盛
り

上
͛
に
ߩ
ݙ
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
自
෼
の
成
長
に
も

つ
な
が
っ
た
な
ど
の
ײ
૝
を
ಘ
ま
し
た
。
出
਎
地
の
魅
力

を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
、
自
ओ

的
に
地
ݩ
の
ۭ
き
Ո
࠶
生
の
取
り
組
み
に
参
加
し
た
学
生

も
い
ま
し
た
。

ఆ
ྔ
的
に
は
「
૔
ෑ
を
推
঑
す
る
」
ؾ
࣋
ち
を
０
か
ら

10
の
਺
஋
で
ද
現
す
る
̣
̥
ǫ̛́
/
F
U�

1
S
P
N
P
U
F
S�

4
D
P
S
F
Ờ
を
用
い
て
参
加
者
に
ア
ン
έ
ー
ト
を
実
施
し
、

取
り
組
み
前
マ
イ
φ
ス
22
か
ら
取
り
組
み
後
プ
ラ
ス
22
と

◆◆◆

大
෯
な
向
上
を
ಘ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
学
生
の
૔
ෑ

へ
の
Ѫ
ண
を
高
め
る
取
り
組
み
と
し
て
の
ޮ
果
が
あ
っ
た

と
ߟ
え
て
い
ま
す
。

地
域
と
学
校
を
つ
な
͛
る
成
果
も
あ
り
ま
し
た
。
ࢢ
や

঎
޻
会
議
ॴ
が
ഔ
介
し
、
学
校
と
地
域
で
取
り
組
み
を
行

う
人
々
と
新
た
な
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
学
生
の
ॊ
ೈ
な
発
૝
や
行
動
力
は
と
て
も
Ձ
஋
が
あ

り
、
地
域
に
と
っ
て
こ
の
つ
な
が
り
は
大
き
な
意
ຯ
が
あ

る
と
ߟ
え
て
い
ま
す
。

行
政
が
བྷ
Ή
こ
と
に
よ
っ
て
૒
方
の
৴
པ
性
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
、
ϝ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
͛
や
す
く
な
る
ޮ

果
も
あ
り
ま
し
た
。

課
題
と
展
望

今
回
は
、
学
生
に
ա
度
な
負
ՙ
を
か
け
な
い
よ
う
、
学

校
の
त
業
内
の
参
加
と
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
興
ຯ
の
な
い
学
生
も
取
り
組
み
に
参
加
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
൒
面
、
ر
๬
者
が
ू
ま
る
や
り
方
に
ൺ

΂
ੵ
極
性
に
ܽ
け
る
৔
合
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
त

業
を
ܦ
て
学
生
が
自
ओ
的
に
参
加
を
す
る
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
ߟ
え
て
い
く
ඞ
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
中

で
自
෼
の
活
༂
の
৔
が
あ

る
、
໾
に
立
つ
こ
と
が
で
き

る
、
と
若
者
が
ײ
͡
た
時
、

今
よ
り
さ
ら
に
自
෼
の
大
事

な
৔
ॴ
と
し
て
心
に
ࠁ
ま
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
ߟ

え
て
、
取
り
組
み
を
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
と
ߟ
え
て
い

ま
す
。

◆◆◆

水島港まつり
アンブレラスカイ背景のファッションショー

桃和プロジェクト
郷土料理プレゼンテーション

私の下電でんしゃスケッチ大作戦
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松
江
市
と
茶
の
湯
、
不
昧
公

দ
ߐ
ࢢ
は
島
ࠜ
県
౦
部
に
Ґ
置
し
、
日
ຊ
ւ
、
࣡
ಓ
ބ
・

中
ւ
と
྆
ބ
を
結
Ϳ
大
ڮ
઒
、
国
ๅ
দ
ߐ
৓
の
内
ງ
・
֎

ງ
な
ど
ւ
・
ބ
・
઒
に
ܙ
ま
れ
た
ਫ
の
౎
で
す
。
ݹ
代
に

は
出
Ӣ
国
庁
が
置
か
れ
、
ߐ
ށ
時
代
に
は
ງ
ඌ
Ո
、
ژ
極

Ո
、
দ
ฏ
Ո
の
৓
Լ
ொ
と
し
て
ӫ
え
、
明
治
に
は
県
庁
ॴ

ࡏ
地
と
な
る
な
ど
、
今
日
ま
で
、
山
ӄ
地
方
の
政
治
・
ܦ

ࡁ
・
文
化
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

দ
ߐ
ࢢ
を
代
ද
す
る
文
化
に
、「
஡
の
౬
文
化
」
が
あ

り
ま
す
。
今
年
は
、
そ
の
஡
の
౬
文
化
の
ج
ૅ
を
作
っ
た

দ
ߐ
藩
দ
ฏ
Ո
̓
代
藩
ओ
・
治
郷
公
ớ
は
る
さ
と
、
１
̓

５
１
Ỗ
１
８
１
８
年
Ờ
の
຅
後
２
０
０
年
の
અ
目
の
年
で

す
。治

郷
公
は
、
ෆ
ດ
ớ
;
ま
い
Ờ
と
߸
し
た
ߐ
ށ
時
代
後

期
の
大
໊
஡
人
で
す
。
஡
ಓ
ॾ
ྲྀ
派
を
学
び
、
独
自
の
஡

෩
を
極
め
、
஡
ಓ
۩
の
ऩ
ू
や
ݚ
ڀ
を
行
う
一
方
で
、
ࡒ

◆◆◆

政
վ
ֵ
に
も
取
り
組
み
、
܏
き
か
け
た
藩
政
を
立
て
௚
し

ま
し
た
。
地
方
創
生
の
Ϟ
デ
ル
と
も
い
え
る
໦
໖
・
మ
・

人
参
・
࿟
な
ど
の
৩
࢈
政
策
、「
ෆ
ດ
公
޷
み
」
と
ݺ
ば

れ
る
高
い
ඒ
意
識
で
ࢦ
ಋ
・
育
成
し
た
ඒ
ज़
޻
芸
、
࿨
՛

子
・
料
ཧ
な
ど
は
、
দ
ߐ
ࢢ
の
文
化
と
࢈
業
の
ૅ
と
な
り

ま
し
た
。

こ
う
し
た
ෆ
ດ
公
の
਺
多
く
の
ޭ
੷
を
শ
え
、
஡
の
౬

の
文
化
と
࢈
業
の
発
展
に
つ
な
͛
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

し
て
、
２
０
１
８
年
を
中
心
に
「
ෆ
ດ
公
２
０
０
年
ࡇ
」

と
し
て
記
念
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
記
念
事
業
で

は
、
伝
統
と
֨
式
に
ج
ͮ
い
た
஡
の
౬
は
も
と
よ
り
、
฻

ら
し
の
中
に
あ
る
দ
ߐ
ら
し
い
ؾ
ܰ
な
஡
の
౬
に
も
৮
れ

る
企
画
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

伝
統
と
格
式
の
茶
の
湯

দ
ߐ
ࢢ
で
は
、「
記
念
展
示
」「
記
念
஡
会
」「
国
ࢦ
ఆ

重
要
文
化
ࡒ
・
ੁ
ా
҇
म
෮
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆◆◆

記
念
展
示
と
し
て
、
こ
の
य़
に
は
౦
ژ
で
特
別
展
「
大

໊
஡
人
・
দ
ฏ
ෆ
ດ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ळ
に
は
、
島

ࠜ
県
立
ඒ
ज़
館
で
「
຅
後
２
０
０
年�

大
໊
஡
人
・
দ
ฏ

ෆ
ດ
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
県
౦
部
に
あ
る
Ώ
か
り
の
ϛ

ỿ
ー
ジ
ア
ム
̓
館
で
も
特
別
な
展
覧
会
を
開
催
し
、
ෆ
ດ

公
Ώ
か
り
の
඼
々
と
ચ
࿅
さ
れ
た
ඒ
意
識
に
様
々
な
֯
度

か
ら
৮
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ಉ
͡
く
こ
の
ळ
に
、
஡
ಓ
11
ྲྀ
派
が
２
３
０
０
人
ن
໛

の
記
念
஡
会
を
催
し
、
ಉ
時
期
に
あ
る
日
ຊ
ࡾ
大
஡
会
・

দ
ߐ
৓
大
஡
会
と
と
も
に
、
趣
向
を
ڽ
ら
し
た
দ
ߐ
な
ら

で
は
の
஡
の
౬
を
ת
能
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、ෆ
ດ
公
Ώ
か
り
の
஡
ࣨ
「
国
ࢦ
ఆ
重
要
文
化
ࡒ
・

ੁ
ా
҇
」
の
म
෮
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
０
１
̕
年

ळ
に
は
म
෮
後
の
࢟
を
お
൸
࿐
目
し
、
記
念
஡
会
を
開
催

す
る
予
ఆ
で
す
。

暮
ら
し
の
中
に
溶
け
込
む
茶
の
湯

দ
ߐ
ࢢ
で
は
、
今
も
な
お
฻
ら
し
の
中
に
஡
の
౬
が
༹

け
ࠐ
ん
で
い
ま
す
。

生
活
ࡶ
ࢽ
「
฻
し
の
ख
஽
」
の
ॳ
代
編
ू
長
・
Ֆ
৿
҆

◆◆◆

島
根
県
松
江
市

茶
の
湯
の
ま
ち
・

 
松
江
の
文
化
と
産
業
を
次
の
世
代
へ

髙
田
　
俊
哉

松
江
市
観
光
文
化
課
文
化
係
長

Ổ
׭
ຽ
一
体
で
ෆ
ດ
公
２
０
０
年
ࡇ
記
念
事
業
Ổ

大名茶人・松平不昧公（月照寺蔵）

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る

〜
周
年
を
契
機
に
〜
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治
は
、
そ
の
「
฻
し
の
ख
஽
」
の
中
で
、「
こ
の
ொ
で
は
、

お
஡
は
、
け
い
こ
事
で
も
な
け
れ
ば
見
せ
か
け
の
ڭ
ཆ
で

も
な
い
。
よ
そ
の
ொ
で
、
൪
஡
を
の
Ή
よ
う
に
、
さ
ら
さ

ら
と
う
す
஡
を
た
て
て
、
の
Ή
。ớ
中
ུ
Ờ
দ
ߐ
で
は
、

お
஡
は
文
ࣈ
௨
り
、
日
ৗ
஡
൧
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。」

と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

দ
ߐ
ࢢ
の
஡
の
౬
文
化
は
、「
伝
統
と
֨
式
」「
日
ৗ
஡
൧
」

の
ೋ
面
性
を
࣋
つ
と
こ
ろ
に
Ԟ
ਂ
さ
と
੄
໺
の
広
さ
ײ
͡

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
日
頃
か
ら
お
஡

を
ᅂ
Ή
人
も
高
ྸ
化
し
、
若
い
世
代
に
は
、
お
஡
の
あ
る

฻
ら
し
が
ԑ
ԕ
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
も
ま
た
事
実
で
す
。

「
ੲ
の
দ
ߐ
は
஡
の
౬
が
盛
ん
で
し
た
」
と
ݴ
わ
れ
な

い
よ
う
に
、
ෆ
ດ
公
２
０
０
年
ࡇ
を
一
ա
性
の
イ
ベ
ン
ト

に
ऴ
わ
ら
せ
な
い
、
30
年
、
ü0
年
先
の
未
来
に
向
け
た
プ

ロ
Ϟ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
਌
し
み
や
す
い
஡
の
౬
、
生
活

文
化
࢈
業
と
し
て
の
஡
の
౬
に
関
連
し
た
企
画
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
そ
の
代
ද
的
な
取
り
組
み
を
ز
つ
か
紹
介
し

ま
す
。

親
し
み
や
す
い
茶
の
湯
、

生
活
文
化
産
業
と
し
て
の
茶
の
湯

਌
し
み
や
す
い
஡
の
౬
に
つ
い
て
、「
自
୐
」「
お
ళ
」

「
ྐྵ
」
を
キ
ー
ϫ
ー
υ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
自
୐
」
で
お
஡
を
楽
し
Ή
஡
࿸
と
し
て
、
若
者
向
け
の

ラ
ς
஡
࿸
「
̢̰
̓
͂
̈́
̴�

̘
̷̰
̓
̓
̴
ớ
ま
つ
え�

ち
Ỵ

っ
て
Ờ」
を
開
発
し
ま
し
た
。
カ
ϫ
イ
イ
஡
࿸
で
ຣ
஡
を

点
て
る
楽
し
さ
と
若
者
に
な
͡
み
の
ਂ
い
ຣ
஡
ラ
ς
と
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ؾ
ܰ
に
஡
の
౬
を
楽
し
Ή
দ
ߐ

の
ス
タ
イ
ル
を
ఏ
Ҋ
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ラ
ς

஡
࿸
は
、
企
画
、
੡
作
、
ൢ
ച
ま
で
一
؏
し
て
দ
ߐ
に
こ

だ
わ
り
ൈ
い
た
঎
඼
で
す
。
̐
月
の
ൢ
ച
開
始
後
、
ॠ
く

ؒ
に
׬
ച
し
、
し
ば
ら
く
は
඼
ബ
ঢ়
ଶ
が
続
き
ま
し
た
。

౦
ژ
の
島
ࠜ
県
ア
ン
ς
φ
シ
ョ
ッ
プ
で
も
高
い
ධ
Ձ
を
ಘ

て
、
ࡏ
ژ
有
໊
ϗ
ς
ル
が
企
画
し
た
Ն
の
若
者
向
け
஡
会

イ
ベ
ン
ト
の
஡
࿸
と
し
て
も
࠾
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
ళ
」
で
ؾ
ܰ
に
஡
の
౬
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
地
ݩ
の
タ
΢
ン
情
報
ࢽ
と
連
携

し
て
、
ຣ
஡
や
࿨
՛
子
を
ఏ
供
す
る

お
ళ
、
ຣ
஡
を
࢖
っ
た
特
別
ϝ
χ
ỿ

ー
を
ఏ
供
す
る
お
ళ
な
ど
を
ま
と
め

た
ま
ち
歩
き
Ψ
イ
υ
ブ
ッ
Ϋ
「
দ
�ߐ

̘
̝
̖�
̽
̾�

̮
̪
め
ぐ
り
」
を
１

ສ
部
੡
作
し
ま
し
た
。
ܝ
ࡌ
33
ళ
ฮ

は
目
ҹ
と
し
て
ෆ
ດ
公
２
０
０
年
ࡇ

の
ロ
ΰ
が
ೖ
っ
た
ض
を
ݢ
先
に
ܝ

͛
、
Ψ
イ
υ
ブ
ッ
Ϋ
ย
ख
に
自
然
と

ま
ち
歩
き
が
楽
し
め
る
よ
う
に
仕
ֻ

け
て
い
ま
す
。

「
ྐྵ
」
の
な
か
で
஡
の
౬
を
楽
し

◆◆◆

ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
ෆ
ດ
公
の
໋
日
ớ
̐
月
2û
日
Ờ
を

「
஡
の
౬
の
日
」
と
し
て
制
ఆ
し
ま
し
た
。
౔
用
の
ӑ
の

日
は
、
΢
φ
Ϊ
を
৯
΂
る
、
ま
た
৯
΂
な
く
て
も
そ
の
文

化
を
஌
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
দ
ߐ
も
、
஡
の
౬
の

日
を
௨
͡
て
、
஡
の
౬
に
関
す
る
ফ
費
や
文
化
を
広
͛
て

い
く
ૂ
い
で
す
。
制
ఆ
ॳ
年
の
今
年
は
、
ࢢ
立
の
小
中
学

校
な
ど
で
ຣ
஡
を
࢖
っ
た
څ
৯
を
ఏ
供
し
、小
ച
ళ
で
は
、

஡
の
౬
関
連
঎
඼
の
特
ച
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

஡
の
౬
の
生
活
文
化
࢈
業
と
し
て
代
ද
的
な
࿨
՛
子
に

つ
い
て
は
、
ࢢ
内
࿝
ฮ
࿨
՛
子
ళ
̓
ࣾ
の
ڠ
力
を
ಘ
て
ෆ

ດ
公
を
ς
ー
マ
に
思
い
を
஘
せ
て
੡
作
し
た
記
念
࿨
՛
子

「
ෆ
ດ
՛
ớ
य़
Ն
Ờ」
を
ൢ
ച
し
て
い
ま
す
。
県
֎
で
の
催

事
ൢ
ച
、
ࢢ
内
で
の
一
ൠ
ൢ
ച
と
も
に
目
標
を
大
き
く
上

回
り
、
高
い
ධ
Ձ
を
ಘ
て
い
ま
す
。
̕
月
か
ら
は
、「
ෆ

ດ
՛
ớ
ळ
ౙ
Ờ」
を
ൢ
ച
し
ま
す
。

茶
の
湯
文
化
を
次
の
世
代
へ

দ
ߐ
ࢢ
で
は
、
஡
の
౬
そ
の
も
の
が
様
々
な
࢈
業
を
起

こ
し
、
伝
統
文
化
と
し
て
生
活
の
๛
か
さ
を
も
た
ら
し
て

き
ま
し
た
。
ෆ
ດ
公
２
０
０
年
ࡇ
で
は
、
こ
の
こ
と
を
ৗ

に
意
識
し
て
׭
ຽ
一
体
と
な
っ
た
記
念
事
業
を
企
画
、
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
ෆ
ດ
公
２
０
０
年
ࡇ
を
一
ա
性
の
イ

ベ
ン
ト
と
せ
ず
、
こ
れ
を
契
機
に
生
ま
れ
た
ࢢ
ຽ
・
事
業

者
・
行
政
の
取
り
組
み
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら

の
দ
ߐ
ࢢ
に
と
っ
て
重
要
と
ߟ
え
、
こ
の
よ
う
な
ཧ
念
を

ଧ
ち
出
し
た
৚
例
の
制
ఆ
も
ࢹ
໺
に
ೖ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

ෆ
ດ
公
２
０
０
年
ࡇ
を
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
「
஡
の

౬
の
ま
ち
・
দ
ߐ
」
を
次
の
世
代
へ
発
展
的
に
引
き
ܧ
͛

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆◆◆

人気の若者向けラテ茶碗「Matsue Chatte」

茶の湯まち歩きガイドブック「松江 CHA no YU めぐり」

23 2018・9月号 地域づくり 特集編 2018・9月号地域づくり 特集編 22



特 集
は
じ
め
に

巡
ྱ
࿏
と
い
う
文
化
は
世
ք
に
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
四
国
に
点
ࡏ
す
る
߂
法
大
ࢣ
ۭ
ւ
ớ
以
Լ
ۭ
ւ
Ờ
Ώ

か
り
の
ീ
े
ീ
の
ࣉ
Ӄ
を
巡
る
回
༡
ܕ
の
巡
ྱ
࿏
、
い
わ

Ώ
る
ว
࿏
と
ݺ
ば
れ
る
も
の
は
世
ք
に
こ
こ
だ
け
で
す
。

そ
の
།
一
ແ
ೋ
の
ී
ว
的
な
Ձ
஋
は
後
世
に
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
ߟ
え
ま
す
。
ว
࿏
歴

史
は
ݹ
く
１
２
０
０
年
に
も
な
り
、
８
１
５
年
に
ۭ
ւ
が

म
行
の
ಓ
৔
と
な
る
地
を
ٻ
め
て
四
国
を
巡
っ
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
ہ
、
そ
の
ಓ
৔
は
高
໺
山
と

な
り
ま
し
た
が
、
ۭ
ւ
が
巡
っ
た
地
を
後
世
の
൴
を
ู
う

ૐ
ཿ
や
म
験
者
、
ま
た
心
や
਎
体
に
ප
を
࣋
っ
た
方
々
や

ئ
い
を
か
な
え
た
い
人
々
が
巡
り
今
の
ಓ
と
な
り
ま
し

た
。
巡
ྱ
࿏
は
ۭ
ւ
が
作
ろ
う
と
思
っ
た
も
の
で
は
な
く

長
い
年
月
を
か
け
て
大
੎
の
人
々
が
歩
い
て
そ
の
଍
੻
が

現
ࡏ
の
ว
࿏
と
ݺ
ば
れ
る
も
の
に
な
っ
た
の
で
す
。
ま
さ

◆◆◆

に
ઍ
年
を
௒
え
て
ड
け
ܧ
が
れ
て
き
た
生
き
た
文
化
遺
࢈

と
い
え
ま
す
。

１
２
０
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

ࢲ
た
ち
、
四
国
ീ
े
ീ
ἃ
ॴ
ྶ
৔
会
ớ
以
Լ
ྶ
৔
会
Ờ

で
は
、
開
創
１
２
０
０
年
を
ܴ
え
る
に
あ
た
り
、
ྶ
৔
会

青
年
会
を
中
心
に
様
々
な
企
画
を
立
Ҋ
し
そ
の
年
を
ܴ
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ૐ
ཿ
の
世
ք
で
は
特
に
若
者
が

年
ഐ
の
方
に
意
見
を
し
て
立
Ҋ
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
ແ

い
世
ք
で
す
。
し
か
し
、
ྶ
৔
会
の
先
ഐ
ॾ
ܑ
が
Թ
か
い

目
で
若
い
ૐ
ཿ
が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
ਖ਼

し
く
ಋ
い
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
͛
で
１
０
０
年
に
一
度
の

प
年
の
年
を
盛
大
に
ܴ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
国
ว
࿏
を
ޠ
る
う
え
で
大
き
く
３
つ
の
ϙ
イ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
１
つ
は
ৗ
に
お
大
ࢣ
さ
ま
と
ೋ
人
で
歩
Ή
と

い
う
「
ಉ
行
ೋ
人
ớ
ど
う
͗
Ỷ
う
に
に
ん
Ờ」
と
い
う
大

き
な
心
の
支
え
が
あ
る
こ
と
、
次
い
で
੉
ށ
内
ւ
の
Ժ
や

◆◆◆

か
さ
と
ଠ
ฏ
༸
の
ݫ
し
さ
を
ซ
せ
࣋
つ
四
国
な
ら
で
は
の

෩
౔
に
৮
れ
る
こ
と
、
࠷
後
に
「
お
せ
っ
た
い
」
と
い
う

自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
、
四
国
に
く
ら
す
人
々
の
見
返

り
を
ٻ
め
な
い
Թ
か
い
支
え
で
す
。
こ
の
３
つ
の
ϙ
イ
ン

ト
を
し
っ
か
り
と
お
伝
え
す
る
こ
と
を
ೝ
識
し
た
う
え
で

開
創
１
２
０
０
年
事
業
を
構
ங
し
て
い
き
ま
し
た
。

記
念
事
業
の
数
々

行
っ
た
事
業
と
し
て
は
以
Լ
の
௨
り
で
す
。
ま
ず
は
、

開
創
１
２
０
０
年
を
ܴ
え
る
前
年
か
ら
、
そ
の
機
運
を
高

め
る
た
め
に
໦
଄
の
ۭ
ւ
࠱
૾
を
制
作
し
、
Ԇ
΂
１
５
０

０
人
の
先
ୡ
さ
ん
を
൐
い
世
ք
遺
࢈
ొ
࿥
を
目
ࢦ
し
て
い

る
ว
࿏
ಓ
、
約
１
̐
０
０
キ
ロ
を
૸
ഁ
す
る
こ
と
で
世
ք

遺
࢈
ొ
࿥
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
四
国
に

お
参
り
に
来
た
く
て
も
高
ྸ
で
あ
っ
た
り
ප
ؾ
で
あ
っ
た

り
Կ
ら
か
の
ཧ
༝
で
来
ら
れ
な
い
人
の
た
め
に
、
ラ
ッ
ϐ

ン
グ
カ
ー
を
作
り
෱
ࢱ
施
設
を
中
心
に
全
国
を
回
り
、
四

国
ീ
े
ീ
カ
ॴ
の
࠭
を
踏
Ή
こ
と
で
お
参
り
し
た
の
と
ಉ

͡
ޚ
利
ӹ
が
あ
る
と
い
う
お
࠭
踏
み
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
う

こ
と
で
お
せ
っ
た
い
の
心
を
全
国
に
ಧ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
あ
し
あ
と
１
２
０
０
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト

と
୊
し
て
、
体
育
館
に
大
੎
の
方
に
ू
ま
っ
て
も
ら
い
、

大
き
な
ന
い
ࢴ
の
上
に
๽
を
つ
け
た
଍
で
歩
き
四
国
の
ܗ

を
つ
く
る
様
子
を
動
画
と
ϙ
ス
タ
ー
に
し
ま
し
た
。
一
人

ͻ
と
り
の
଍
੻
が
ま
さ
し
く
四
国
を
つ
く
る
ૉ
੖
ら
し
い

事
業
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
開
創
１
２
０
０
年
を
ܴ
え
当
֘
年
度
に

は
、
各
ࣉ
Ӄ
で
͝
ຊ
ଚ
の
開
ா
や
ఉ
Ԃ
の
特
別
ഈ
؍
な
ど

の
そ
の
時
だ
け
見
た
り
体
験
し
た
り
で
き
る
こ
と
を
օ
で

準
උ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
約
30
年
Ϳ
り

◆◆◆

香
川
県

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場

 

１
２
０
０
年
の
「
あ
し
あ
と
」

Ổ
ઍ
年
を
௒
え
て
ड
け
ܧ
が
れ
て
き
た
生
き
た
文
化
遺
࢈
Ổ

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る

〜
周
年
を
契
機
に
〜

十
河
　
瑞
澄

（
一
社
）
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
会
　
青
年
会
長

四
国
霊
場
八
十
六
番
　
志
度
寺
　
副
住
職
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の
記
念
ҹ
を
全
て
の
ࣉ
Ӄ
で
ா
面
に
押
し
た
り
、
記
念
ޚ

Ө
を
ྶ
৔
で
配
布
を
し
た
り
と
い
つ
も
と
は
ҧ
う
Կ
か
を

も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
１
２
０
０
年
の
特
別
ײ
が

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
ۤ
心
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
行
政
の

ڠ
力
も
ಘ
て
四
国
連
携
事
業
と
し
て
「
ۭ
ւ
の
଍
Իɹ

四

国
へ
ん
ろ
展
」
を
開
催
し
四
国
ྶ
৔
の
ൿ
ๅ
に
加
え
て
ۭ

ւ
Ώ
か
り
の
඼
々
を
օ
さ
ん
に
͝
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
ว

࿏
の
歴
史
に
;
れ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
出
開
ா
ຊ
ଚ
や
ֻ

け
࣠
を
利
用
し
て
の
お
࠭
踏
み
を
全
国
の
デ
ύ
ー
ト
や
展

示
会
৔
で
開
催
し
Ԇ
΂
10
ສ
人
以
上
の
方
々
に
͝
来
৔
い

た
だ
き
ޚ
ԑ
を
結
Ϳ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ۭ

ւ
஀
生
の
地
で
あ
る
ળ
௨
ࣉ
に
お
い
て
記
念
法
要
が
盛
大

な
中
で
も
ݫ
ॗ
に
ࣥ
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
力
強
い
支
え

こ
の
よ
う
に
前
年
か
ら
た
く
さ
ん
の
事
業
を
行
っ
て
き

た
結
果
、
大
੎
の
人
々
に
四
国
に
お
ӽ
し
い
た
だ
き
ว
࿏

文
化
に
;
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
は
、
こ

の
よ
う
な
大
き
な
प
年
事
業
を
開
催
で
き
た
の
も
地
域
の

方
々
の
ڠ
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
四
国
ว
࿏
は
お
ࣉ
や

◆◆◆

ว
࿏
ಓ
だ
け
で
１
２
０
０
年
の
歴
史
を
作
っ
て
き
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ۭ
ւ
を
ู
い
四
国
を
訪
れ
る
人
、
そ
の

人
た
ち
を
「
お
せ
っ
た
い
」
と
い
う
ݴ
༿
で
༏
し
く
ड
け

ೖ
れ
て
き
た
先
૆
が
い
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
ྶ
৔

会
で
は
৭
々
な
方
に
ڠ
力
し
て
௖
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自
෼
た
ち
だ
け
で
行
事
を
行
い
地
域

の
օ
さ
ん
を
ओ
体
的
に
ר
き
ࠐ
も
う
と
は
し
て
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
回
、
１
２
０
０
年
と
い
う
અ
目
を

ܴ
え
る
に
あ
た
り
関
܎
各
ॴ
に
訪
問
し
ڠ
力
の
ґ
པ
を
行

い
、
な
か
で
も
四
国
π
ー
Ϧ
ζ
ム
創
଄
機
構
の
দ
ా
ਗ਼
޺

会
長
に
は
た
い
へ
ん
お
世
࿩
に
な
り
ま
し
た
。
関
܎
各
ॴ

の
方
々
を
ू
め
て
の
四
国
ྶ
৔
開
創
１
２
０
０
年
連
བྷ
ڠ

議
会
を
立
ち
上
͛
て
Լ
さ
り
、
共
௨
し
て
活
用
で
き
る
キ

ャ
ッ
ν
コ
ϐ
ー
と
ロ
ΰ
マ
ー
Ϋ
の
બ
ఆ
、
ች
や
ス
ς
ッ
カ

ー
の
作
成
な
ど
を
௨
͡
て
四
国
全
体
で
の
機
運
ৢ
成
に
͝

ਚ
力
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
෹
様
を
ف
り
巡
ഈ
者
と
ର
࿩
す

る
こ
と
が
出
来
て
も
、
広
報
活
動
と
し
て
広
く
全
国
に
事

業
を
発
৴
す
る
こ
と
や
、
प
ғ
を
ר
き
ࠐ
ん
で
大
き
な
ྲྀ

れ
を
作
る
こ
と
が
ෆ
ಘ
ख
な
ࢲ
た
ち
を
力
強
く
支
え
て
௖

き
ま
し
た
。

未
来
へ
の
「
あ
し
あ
と
」
と
し
て

प
年
事
業
を
௨
͡
て
、
ࢼ
行
ࡨ
ޡ
し
な
が
ら
஌
ܙ
を
ߜ

り
事
業
を
ߟ
え
、
そ
れ
を
օ
で
行
動
に
移
し
ま
し
た
。
今
、

ࢲ
た
ち
は
１
２
０
０
年
記
念
事
業
を
検
ূ
し
、
次
の
大
き

な
અ
目
で
あ
る
２
０
２
３
年
に
ܴ
え
る
「
߂
法
大
ࢣ
生
஀

１
２
５
０
年
事
業
」
の
準
උ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

回
の
１
２
０
０
年
記
念
事
業
で
ഓ
っ
た
ܦ
験
と
た
く
さ
ん
の

人
と
の
ܨ
が
り
が
Կ
よ
り
の
ࡒ
࢈
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
先

人
た
ち
も
प
年
事
業

を
௨
͡
て
ಉ
͡
こ
と

を
実
ײ
し
て
き
た
の

で
は
な
い
で
し
Ỷ
う

か
。
そ
の
܁
り
返
さ

れ
て
き
た
歴
史
こ
そ

が
「
あ
し
あ
と
」
で

あ
り
、
ま
さ
に
四
国

を
作
っ
て
き
た
こ
と

は
ؒ
ҧ
い
の
な
い
事

実
と
ߟ
え
ま
す
。
ࢲ

た
ち
も
未
来
の
子
供

た
ち
の
良
き
「
あ
し

あ
と
」
と
な
れ
る
よ

う
߂
法
大
ࢣ
ۭ
ւ
と

歩
み
続
け
ま
す
。

◆◆◆

福祉施設でのお砂踏み風景

弘法大師像にふれる地域の人々

弘法大師像写真

25 2018・9月号 地域づくり 特集編 2018・9月号地域づくり 特集編 24



特 集
小
村
寿
太
郎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

日
ೆ
ࢢ
は
ٶ
࡚
県
の
ೆ
部
に
Ґ
置
し
た
人
ޱ
５
ສ
１
８

̒
̐
人
ớ
ฏ
成
30
年
̓
月
現
ࡏ
Ờ、
面
ੵ
が
約
５
３
̒
ฏ

方
ἅ
の
ࢢ
で
す
。
１
年
を
௨
し
て
Թ
ஆ
な
ؾ
ީ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
プ
ロ
໺
ٿ
ν
ー
ム
や
̟
Ϧ
ー
グ
の
キ
ャ
ン
プ
地

と
し
て
期
ؒ
中
は
多
く
の
ϑ
Ỹ
ン
で
೐
わ
い
ま
す
。ま
た
、

国
重
要
伝
統
的
ݐ
଄
෺
܈
保
存
地
۠
に
બ
ఆ
さ
れ
て
い
る

৓
Լ
ொ
ᰣ
ං
は
ٶ
࡚
県
を
代
ද
す
る
؍
ޫ
地
で
、
多
く
の

؍
ޫ
٬
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ᰣ
ං
出
਎
で
明
治
を
代
ද
す
る
֎
交
׭
が
「
小
ଜ

ण
ଠ
࿠
ި
」ớ
日
ೆ
ࢢ
で
は
ܟ
意
を
ࠐ
め
て
小
ଜ
ި
と
ݺ

び
ま
す
Ờ
で
す
。

小
ଜ
ި
は
、
日
࿐
講
࿨
会
議
に
お
け
る
日
ຊ
の
全
ݖ
と

し
て
出
੮
し
、日
࿐
講
࿨
৚
約
を
క
結
し
ま
し
た
。
ま
た
、

◆◆◆

ਖ਼
௚
で
い
る
こ
と
「
੣
の
心
」
を
大
切
に
生
き
た
方
で
す
。

ฏ
成
2þ
年
が
小
ଜ
ण
ଠ
࿠
ި
生
஀
１
̒
０
年
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
郷
౔
が
ތ
る
Ғ
人
の
生
き
方
を
次
世
代
の
子
ど

も
ୡ
に
伝
え
る
こ
と
、
ま
た
現
ࡏ
ま
で
に
ץ
行
さ
れ
て
い

る
様
々
な
小
ଜ
ި
の
関
܎
書
੶
に
ૣ
い
時
期
か
ら
興
ຯ
を

も
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
、
小
学
校
の
௿
学
年
で
も
わ
か
る

ࢴ
ࣳ
ډ
を
制
作
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
取
り
組
み
に
興
ຯ
を
も
っ
た
地
ݩ
ς
Ϩ

Ϗ
ہ
と
も
連
携
し
、
ࢢ
内
だ
け
で
な
く
県
内
の
方
に
も
郷

౔
の
Ғ
人
を
広
く
஌
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
ి
子
൪
組
も
ซ

せ
て
制
作
す
る
「
小
ଜ
ण
ଠ
࿠
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
」
が
始
動

し
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
！

こ
の
ࢴ
ࣳ
ډ
と
ి
子
൪
組
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
み

◆◆◆

ん
な
で
地
域
の
子
ど
も
ୡ
を
育
て
る
、
ま
た
大
੎
の
方
に

こ
の
「
小
ଜ
ण
ଠ
࿠
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
」
に
関
わ
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
Ϋ
ラ
΢
υ
ϑ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

Ϋ
ラ
΢
υ
ϑ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
͝
存
͡
の
方

も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
あ
る
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
に
お
い

て
目
標
ۚ
ֹ
を
設
ఆ
し
、
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
上
で
ෆ
特
ఆ

多
਺
の
方
か
ら
ࢍ
ಉ
者
を
ื
る
も
の
で
す
。
も
し
、
目
標

ۚ
ֹ
に
ୡ
成
し
な
け
れ
ば
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
ෆ
成
立
と
な
る

こ
と
、
さ
ら
に
ࢍ
ಉ
い
た
だ
い
た
方
へ
返
ྱ
඼
を
౉
す
こ

と
が
特
௃
で
す
。

返
ྱ
඼
に
つ
い
て
は
、
地
ݩ
の
特
࢈
඼
で
も
あ
る
マ
ン

ΰ
ー
や
ण
ଠ
࿠
ר
と
い
う
お
՛
子
な
ど
と
共
に
、
地
ݩ
ञ

଄
会
ࣾ
ڠ
力
の
も
と
、
小
ଜ
ި
オ
Ϧ
ジ
φ
ル
ラ
ベ
ル
を
作

成
し
、
そ
の
ম
ய
も
ࢍ
ಉ
者
限
ఆ
と
し
て
返
ྱ
඼
に
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

返
ྱ
඼
も
ܾ
ま
り
、
ࢴ
ࣳ
ډ
と
ి
子
൪
組
の
制
作
費
等

か
ら
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
の
目
標
ۚ
ֹ
を
３
８
０
ສ

ԁ
に
設
ఆ
し
、
２
カ
月
൒
に
及
Ϳ
Ϋ
ラ
΢
υ
ϑ
Ỹ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

広
が
る
支
援
の
輪

Ϋ
ラ
΢
υ
ϑ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
そ
の
ؒ
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山
ੵ
み

で
し
た
。
こ
の
ࢴ
ࣳ
ډ
と
ి
子
൪
組
の
制
作
ス
έ
ジ
ỿ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
小
ଜ
ި
の
໋
日
で
あ
る
11
月
2ý
日
が
ຊ

ࢢ
で
制
ఆ
し
て
い
る
「
振
ಙ
ڭ
育
の
日
」
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
日
に
ॳ
൸
࿐
す
る
た
め
に
、
Ϋ
ラ
΢
υ
ϑ
Ỹ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
్
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ࢴ
ࣳ
ډ
と
ి

子
൪
組
の
制
作
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆◆◆

宮
崎
県
日
南
市

Ổ
生
஀
１
̒
０
年
記
念
、

�
Ϋ
ラ
΢
υ
ϑ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
ۚ
を
ௐ
ୡ
Ổ

「
小
村
寿
太
郎
」
の

 

歴
史
紙
芝
居
・
電
子
番
組
を
制
作

深
田
　
和
広

日
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課�

文
化
財
係
　
主
任
主
事

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る

〜
周
年
を
契
機
に
〜
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ࢴ
ࣳ
ډ
の
作
画
に
つ
い
て
は
、
ࢢ
の
広
報
で
ื
ू
を
か

け
ࢢ
内
ࡏ
ॅ
の
方
に
ܾ
ఆ
し
、
ݪ
ߘ
に
つ
い
て
は
、
ڭ
育

ҕ
員
会
が
中
心
と
な
り
作
成
し
ま
し
た
が
、
小
学
校
の
௿

学
年
で
も
ཧ
ղ
で
き
、
興
ຯ
を
࣋
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

内
容
に
す
る
た
め
Կ
度
も
म
ਖ਼
し
ま
し
た
。

ి
子
൪
組
に
つ
い
て
は
、
ς
Ϩ
Ϗ
ہ
を
中
心
に
地
ݩ
小

学
校
が
取
ࡐ
に
ڠ
力
し
て
制
作
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

一
方
、
資
ۚ
ௐ
ୡ
を
ԁ
׈
に
進
め
る
た
め
、
今
回
の
プ

ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
の
目
的
で
あ
る
小
ଜ
ި
の
生
き
方
を
学
Ϳ
子

ど
も
ୡ
の
学
校
で
の
様
子
を
ࡱ
Ө
し
、
̨
̣
̨
な
ど
を
活

用
し
広
く
प
஌
し
ま
し
た
。

当
ॳ
は
目
標
ۚ
ֹ
に
ಧ
く
か
ෆ
҆
で
し
た
が
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
に
ࢍ
ಉ
い
た
だ
い
た
日
ೆ
ࢢ
に
Ώ
か
り
の
あ

る
県
内
֎
の
方
や
、
企
業
な
ど
様
々
な
方
に
支
援
を
し
て

い
た
だ
い
た
お
か
͛
で
、
３
̕
２
ສ
ԁ
の
資
ۚ
ௐ
ୡ
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
ࢴ
ࣳ
ډ
と
ి
子
൪
組
を
制
作
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、い
よ
い
よ
ॳ
൸
࿐
の
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ࢴ
ࣳ
ډ
の
ಡ
み
ฉ
か
せ
に
は
、
ࢢ
内
で
活
動
さ
れ
て
い

る
ಡ
み
ฉ
か
せ
グ
ル
ー
プ
の
方
に
͝
ڠ
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

ࢴ
ࣳ
ډ
に
ฉ
き
ೖ
る
子
ど
も
ୡ
の
様
子
を
見
た
ॠ
ؒ
、

い
ろ
い
ろ
と
大
ม
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
「
小

ଜ
ण
ଠ
࿠
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
」
に
関
わ
る
こ
と
で
き
て
良
か

っ
た
と
ײ
͡
ま
し
た
。

ॳ
൸
࿐
ऴ
ྃ
後
は
、
ࢢ
内
の
༮
ஓ
Ԃ
や
保
育
Ԃ
を
は
͡

め
小
中
学
校
、図
書
館
な
ど
に
ࢴ
ࣳ
ډ
を
配
布
し
ま
し
た
。

ࢴ
ࣳ
ډ
は
、
現
ࡏ
も
総
合
的
な
学
श
の
時
ؒ
な
ど
で
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

ి
子
൪
組
に
つ
い
て
は
、
約
５
෼
ؒ
の
前
編
・
後
編
に

෼
か
れ
て
お
り
、
ຖ
ि
１
回
、
前
編
後
編
が
交
ޓ
に
１
年

ؒ
์
ө
さ
れ
、
県
内
の
方
に
も
広
く
小
ଜ
ި
の
生
き
方
、

੣
の
心
を
஌
っ
て
௖
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
知
ら
れ
て
い
な
い

郷
土
の
偉
人
を
紹
介

ࢢ
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
஌
ら
れ
て
い
な
い
Ғ
人
が
୔
山

い
ま
す
。
そ
の
内
の
一
人
が
小
૔
ॲ
ฏ
で
す
。
小
૔
ॲ
ฏ

は
小
ଜ
ި
の
先
生
で
そ
の
࠽
能
を
見
い
出
し
た
人
෺
で
、

明
治
３
年
に
ߩ
進
生
制
度
を
ఏ
Ҋ
し
て
大
学
ೆ
校
ớ
現
ࡏ

の
౦
ژ
大
学
Ờ
に
全
国
か
ら
༏
ल
な
学
生
を
ू
め
た
こ
と

で
஌
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
ଜ
ި
の
ࢴ
ࣳ
ډ
の
ཌ
年
に
は
小
૔
ॲ
ฏ
の
ࢴ
ࣳ
ډ
も

作
成
し
、
ま
た
、
Ғ
人
だ
け
で
な
く
ຊ
ࢢ
に
伝
わ
る
ਆ
࿩

を
ς
ー
マ
に
し
た
ứ
ւ
幸
山
幸
෺
ޠ
Ừ
の
ࢴ
ࣳ
ډ
も
作
成

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ࢴ
ࣳ
ډ
を
作
成
し
た
こ
と
が
報

ಓ
な
ど
に
よ
り
県
内
の
方
に
広
く
஌
ら
れ
、
ࢢ
֎
の
図
書

館
や
ಡ
み
ฉ
か
せ
グ
ル
ー
プ
か
ら
是
非
と
も
ࢴ
ࣳ
ډ
を
ৡ

っ
て
ほ
し
い
と
の
連
བྷ
を
ड
け
る
こ
と
も
あ
り
、
日
ೆ
ࢢ

の
Ғ
人
や
ਆ
࿩
の
ࢴ
ࣳ
ډ
が
ࢢ
֎
の
学
校
で
も
活
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
日
ೆ
ࢢ
の
歴
史
や
文
化
、
郷
౔
の
Ғ
人
な

ど
を
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
஌
っ
て
も
ら
う
た
め
に
中
学

生
以
上
を
ର
৅
と
し
た
ứ
に
ち
な
ん
お
も
し
ろ
学
ೖ
໳
Ừ

と
い
う
࡭
子
も
作
成
し
、
多
く
の
方
か
ら
൓
ڹ
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
郷
౔
の

Ғ
人
を
ݦ
জ
す
る
会
が
発
଍
さ
れ
る
な
ど
、
地
ݩ
で
も
Ғ

人
や
歴
史
に
ର
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
引
き
続
き
郷
౔
の
Ғ
人
や
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力

を
も
っ
と
大
੎
の
方
に
஌
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
そ
の

歴
史
を
次
世
代
に
ܨ
い
で
い
け
る
よ
う
に
౒
力
し
て
参
り

ま
す
。

◆◆◆

日露講和会議の様子（紙芝居の１ページ）

小村寿太郎侯
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府
省
や
自
治
体
に
は
ま
だ
຾
っ
て
い
る
و
重
な
文
書
も
存

ࡏ
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
も
の
の
掘
り

起
こ
し
、
ऩ
ू
、
公
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ೋ
つ
目
は
、「
明
治
の
ਫ਼
ਆ
に
学
び
、
さ
ら
に
ඈ
༂
す

る
国
へ
向
け
た
施
策
」
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
若
者
、
ঁ

性
、
֎
国
人
が
活
༂
し
た
が
、
時
ؒ
と
と
も
に
記
Ա
が
ബ

れ
て
ຒ
も
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
や
、
一
部
に
し
か
஌
ら
れ

て
お
ら
ず
े
෼
に
஌
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
਺
多
い
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
「
明
治
１
５
０
年
」
を

機
に
、
こ
れ
ら
を
վ
め
て
ೝ
஌
す
る
機
会
を
設
け
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

ࡾ
つ
目
は
、「
明
治
１
５
０
年
に
向
け
た
機
運
を
高
め

て
い
く
施
策
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
広
報
や
情
報

発
৴
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
府
省
発
行
の
ന
書

な
ど
に
明
治
関
連
の
記
事
を
記
ࡌ
す
る
こ
と
や
、
明
治

１
５
０
年
を
ף
し
た
෢
ಓ
大
会
等
の
各
छ
記
念
大
会
の
開

催
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

国
の
取
り
組
み

（
１
）
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
ポ
ス
タ
ー
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

こ
う
し
た
「
明
治
１
５
０
年
」
の
取
り
組
み
を
ී
及
さ

本
年
10
月
で
明
治
改
元
か
ら
満
１
５
０
年

ຊ
年
10
月
23
日
に
、
明
治
վ
ݩ
か
ら
満
１
５
０
年
を
ܴ

え
る
。
明
治
以
߱
、
日
ຊ
は
、
大
日
ຊ
ఇ
国
ݑ
法
の
制
ఆ
、

立
ݑ
政
治
・
議
会
政
治
の
ಋ
ೖ
な
ど
に
よ
り
、
国
の
ج
ຊ

的
な
ܗ
を
ங
き
上
͛
る
と
共
に
、
ٕ
ज़
ֵ
新
や
࢈
業
化
の

推
進
、
ڭ
育
の
充
実
な
ど
多
ذ
に
わ
た
る
ۙ
代
化
へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
若
者
や
ঁ
性
等
が
ւ
֎
に
留
学

し
て
஌
識
を
ٵ
ऩ
し
、
֎
国
人
か
ら
学
ん
だ
஌
識
を
活
か

し
つ
つ
、
日
ຊ
の
良
さ
や
伝
統
を
活
か
し
た
ٕ
ज़
や
文
化

も
生
み
出
さ
れ
た
。

ࡢ
今
で
は
、
人
ޱ
ݮ
少
ࣾ
会
の
౸
来
や
世
ք
ܦ
ࡁ
の
ෆ

ಁ
明
ײ
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
ܹ
動
の
時
代
を
ܴ
え
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
ۙ
代
化
に
向
け
た
ࠔ
難
に
௚
面

し
て
い
た
明
治
期
と
重
な
っ
て
い
る
と
も
ݴ
え
、「
明
治

１
５
０
年
」
を
અ
目
に
վ
め
て
明
治
期
を
振
り
返
り
、
将

来
に
つ
な
͛
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
意
義
の
あ
る
こ
と
と

ߟ
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
政
府
で
は
、
ฏ
成
2ÿ
年
ळ
よ
り

「
明
治
１
５
０
年
」
関
連
施
策
各
省
庁
連
བྷ
会
議
ớ
議
長
⽅

内
ֳ
׭
๪
෭
長
׭
Ờ
を
立
ち
上
͛
、
自
治
体
や
ຽ
ؒ
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。
10
月

23
日
に
は
、
ݑ
政
記
念
館
に
お
い
て
記
念
式
典
を
実
施
す

る
予
ఆ
で
あ
る
。

施
策
の
方
向
性

「
明
治
１
５
０
年
」
で
は
、
３
つ
の
点
を
࣠
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

一
つ
目
は
、「
明
治
以
߱
の
歩
み
を
次
世
代
に
遺
す
施

策
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
明
治
１
５
０
年
」
を
機
に
、

明
治
期
の
歴
史
的
遺
࢈
を
վ
め
て
੔
ཧ
し
て
未
来
に
遺
す

こ
と
で
、
特
に
次
世
代
を
担
う
若
者
に
こ
れ
か
ら
の
日
ຊ

を
ߟ
え
て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
の
歴
史

公
文
書
を
保
存
す
る
施
設
で
あ
る
国
立
公
文
書
館
に
は
、

現
ࡏ
も
明
治
期
の
資
料
が
多
਺
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
各

過
去
に
学
ん
で
未
来
を
つ
く
る

〜
周
年
を
契
機
に
〜

Ổ
国
は
ロ
ΰ
マ
ー
Ϋ
策
ఆ
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
Ổ植

草
　
泰
彦

内
閣
官
房
「
明
治
１
５
０
年
」
関
連
施
策
推
進
室
企
画
官

「
明
治
１
５
０
年
」
を
迎
え
て
広
が
る

 

自
治
体
の
取
り
組
み

「明治 150年」ロゴマーク
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せ
る
た
め
、
政
府
で
は
、
ࡢ
年
８

月
຤
に
一
ൠ
公
ื
に
よ
り
、
ロ
ΰ

マ
ー
Ϋ
を
策
ఆ
し
た
。
こ
の
ロ
ΰ

マ
ー
Ϋ
は
、
１
５
０
年
前
の
明
治

か
ら
の
大
き
な
一
歩
を
、
明
治
の

「
明
」
の
ࣈ
の
଍
で
ද
現
し
、
さ

ら
に
、
ジ
ャ
ύ
ン
カ
ラ
ー
の
੺
と

ന
を
࢖
い
、
１
５
０
年
の
ؙ
で
日

の
出
と
日
の
ؙ
を
ද
現
し
て
い

る
。
新
た
な
一
歩
、
未
来
へ
の
一

歩
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
明
治
を

ද
す
と
と
も
に
、
明
日
へ
向
か
う

一
歩
へ
の
思
い
が
ࠐ
め
ら
れ
て
い

る
。

こ
の
ロ
ΰ
マ
ー
Ϋ
を
活
用
し
た
ϙ
ス
タ
ー
も
作
成
し

た
。
キ
ャ
ッ
ν
ϑ
Ϩ
ー
ζ
は「
明
治
の
歩
み
を
つ
な
ぐ
、

伝
え
る
」。
ϙ
ス
タ
ー
は
、
明
治
期
に
ݐ
て
ら
れ
た
ݐ

଄
෺
や
ത
෺
館
、
歴
史
資
料
館
等
を
中
心
に
、
各
地
の

施
設
で
ష
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
࠷
ۙ
は
目
に
す
る

機
会
も
多
く
な
っ
て
き
た
。
͝
ڠ
力
い
た
だ
い
た
օ
さ

ま
方
に
վ
め
て
ײ
ँ
ਃ
し
上
͛
た
い
。

ࡢ
年
10
月
に
は
特
設
の
΢
ỻ
ブ
α
イ
ト
も
開
設
し

た
。
ຊ
年
８
月
現
ࡏ
で
の
΂
約
１
８
０
ສ
ア
Ϋ
η
ス
を

ୡ
成
し
て
い
る
。
ओ
な
コ
ン
ς
ン
π
は
、
イ
ベ
ン
ト
カ

Ϩ
ン
μ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
明
治
時
代
の
ࣸ

ਅ
な
ど
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
カ
Ϩ

ン
μ
ー
で
は
、
自
治
体
、
ຽ
ؒ
な
ど
の
も
の
も
ؚ
め
て

全
国
௡
々
Ӝ
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
て
お
り
、
̓
月

຤
現
ࡏ
で
約
̐
̓
０
件
に
の
΅
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
文
書
館
の
͝
ڠ
力
を
い
た

だ
き
、
時
ؒ
࣠
に
Ԋ
っ
て
興
ຯ
ਂ
い
文
書
を
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
た
と
共
に
、
各
府
省
、
関
܎
機
関
へ
の
Ϧ
ン

Ϋ
を
ܝ
ࡌ
し
た
。
ࣸ
ਅ
コ
ー
φ
ー
の
ࣸ
ਅ
は
、
長
࡚
大
学

に
ॴ
ଂ
さ
れ
て
い
る
高
ਫ਼
ࡉ
画
૾
の
も
の
を
は
͡
め
と
し

て
、
明
治
時
代
の
ง
ғ
ؾ
が
よ
く
わ
か
る
も
の
を
બ
ఆ
し

て
い
る
。
是
非
、
一
度
͝
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ܝ
ࡌ

を
ر
๬
さ
れ
る
自
治
体
や
ஂ
体
が
あ
れ
ば
お
د
せ
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

（
２
）
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
取
り
組
み

加
え
て
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
ਵ
時
、
開
催
し
て
き
た
。

ࡢ
年
10
月
23
日
に
「
プ
Ϩ
明
治
１
５
０
年
特
別
企
画
」
と

し
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
ớ
日
ຊ
文
学
ݚ
ڀ
者
・

国
文
学
ݚ
ڀ
資
料
館
長
Ờ
の
講
演
を
行
っ
た
ớ
ԙ
⽅
ࡾ
ඛ

一
߸
館
ඒ
ज़
館
̘
̰
̵
̴
１
８
̕
̐
Ờほ
か
、ຊ
年
に
ೖ
っ

て
か
ら
は
ઐ
໳
Ո
の
方
々
に
よ
る
ܴ
ෂ
館
੺
ࡔ
཭
ٶ
の
Ψ

イ
υ
π
ア
ー
を
実
施
し
た
。
１
月
に
行
わ
れ
た
当
π
ア
ー

の
キ
ッ
Ϋ
オ
ϑ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ޚ
ਥ
و
氏
ớ
౦
ژ
大
学

先
୺
Պ
学
ٕ
ज़
ݚ
ڀ
η
ン
タ
ー
٬
員
ڭ
त
Ờ
に
よ
る
講
演

会
も
開
催
し
た
。

国
立
公
文
書
館
に
お
い
て
は
、「
明
治
１
５
０
年
」
に

「明治 150年」ポスター

HPから閲覧できる「長崎港と中町教会」の画像（長崎大学附属図書館所蔵）

御厨貴氏による講演（迎賓館赤坂離宮）
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関
連
し
て
、
ຊ
年
は
̐
つ
の
特
別
展
、
企
画
展
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
特
に
̕
月
22
日
よ
り
開
催
さ
れ
る

特
別
展
「
༂
動
す
る
明
治

ʵ

ۙ
代
日
ຊ
の
ນ
開
け
」
で
は
、

大
日
ຊ
ఇ
国
ݑ
法
、
ޒ
Օ
৚
の
ޚ
੤
文
な
ど
、
歴
史
の
ڭ

Պ
書
に
ొ
৔
す
る
資
料
も
多
਺
展
示
さ
れ
る
予
ఆ
で
あ
る

の
で
、
興
ຯ
の
あ
る
方
は
是
非
଍
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
。

各
府
省
の
取
り
組
み
も
ண
実
に
૿
え
て
き
て
い
る
。
例

え
ば
、
଄
ฎ
ہ
で
は
１
年
を
௨
͡
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
お
り
、
現
ࡏ
は
ୈ
ᶙ
期
「
଄
ฎ
ہ
で
ಇ
く
人
た
ち
」
が

開
催
中
、
̕
月
22
日
か
ら
は
ୈ
ᶚ
期
「
ཱྀ
す
る
֎
国
人

΢
ィ
Ϧ
ア
ム
・
Ψ
΢
ラ
ン
υ
」
が
開
催
予
ఆ
で
あ
る
。

ط
に
ਃ
ࠐ
み
は
ऴ
ྃ
し
た
が
、
અ
目
と
な
る
10
月
23
日
に

は
記
念
ߗ
՟
の
発
行
も
予
ఆ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
現
ࡏ
で
も
֎
຿
省
֎
交
史
料
館
や
法
຿
省
੺

Ϩ
ン
Ψ
౩
に
お
け
る
企
画
展
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
政
府

全
体
で
ੵ
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
全
体
の
取

り
組
み
਺
は
ຊ
年
̓
月
現
ࡏ
で
、
約
１
̒
０
件
に
の
΅
っ

て
い
る
。

民
間
団
体
の
取
り
組
み

ຽ
ؒ
ஂ
体
に
お
い
て
も
、
様
々
な
৔
面
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。
代
ද
的
な
も
の
と
し
て
は
、
ത
෺
館

等
に
お
け
る
企
画
展
・
特
別
展
、「
明
治
１
５
０
年
」
に

ち
な
ん
だ
ཱྀ
行
঎
඼
の
開
発
な
ど
が
あ
る
が
、「
明
治

１
５
０
年
」
に
ち
な
ん
だ
カ
Ϋ
ς
ル
や
お
஡
と
い
っ
た
υ

Ϧ
ン
Ϋ
の
開
発
や
、
ࡔ
ຊ
ཾ
അ
の
ધ
中
ീ
策
に
な
ぞ
ら
え

て
子
供
た
ち
が
日
ຊ
の
将
来
に
つ
い
て
ఏ
ݴ
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
と
い
っ
た
よ
う
な
ݸ
性
的
な
取
り
組
み
も
あ

る
。
記
念
切
ख
の
発
行
も
予
ఆ
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

ຽ
ؒ
ஂ
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
̓
月
現
ࡏ
で
ొ
࿥

さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
̐
０
０
ఔ
度
、
ロ
ΰ
マ
ー
Ϋ
の
ਃ

੥
が
あ
っ
た
取
り
組
み
も
̒
̐
０
ఔ
度
に
の
΅
っ
て
い
る
。

自
治
体
の
取
り
組
み

（
１
）
広
が
る
取
り
組
み

「
明
治
１
５
０
年
」
は
、
自
治
体
に
お
い
て
特
に
ੵ
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
取
り
組
み
਺
に
つ

い
て
い
え
ば
、
ࡢ
年
の
８
月
時
点
で
１
０
０
０
ఔ
度
だ
っ

た
も
の
が
、
ຊ
年
の
̒
月
に
は
３
̒
̒
０
ఔ
度
と
な
り
、

大
෯
に
૿
加
し
た
。
こ
れ
に
は
、
総
຿
省
が
特
別
交
付
税

に
よ
り
ࡒ
政
支
援
を
講
͡
る
こ
と
と
し
た
こ
と
も
Ө
ڹ
し

た
か
も
し
れ
な
い
。
前
ड़
の
「
明
治
以
߱
の
歩
み
を
次
世

代
に
遺
す
施
策
」「
明
治
の
ਫ਼
ਆ
に
学
び
、
さ
ら
に
ඈ
༂

す
る
国
へ
向
け
た
施
策
」
と
し
て
ొ
࿥
し
た
事
業
及
び
そ

の
事
前
準
උ
に
܎
る
事
業
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
の
ର
৅

と
す
る
こ
と
が
で
き
、
ର
৅
事
業
に
܎
る
一
ൠ
ࡒ
源
の
合

ܭ
ֹ
の
൒
෼
が
措
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

全
国
的
な
機
運
を
盛
り
上
͛
る
た
め
、
国
と
自
治
体
の

連
携
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
た
。
۩
体
的
に
は
、「
明
治

１
５
０
年
キ
ッ
Ϋ
オ
ϑ
地
域
イ
ベ
ン
ト
」
を
、
ຊ
年
１
月

か
ら
̐
月
に
か
け
て
、
ژ
౎
ࢢ
、
新
ׁ
ࢢ
、
ذ
ෞ
県
、
چ

܉
ߓ
̐
ࢢ
ớ
෣
௽
ࢢ
、
ԣ
ਢ
լ
ࢢ
、
ޖ
ࢢ
、
ࠤ
世
保
ࢢ
Ờ、

ഡ
ࢢ
、
ಸ
良
県
と
連
携
し
て
開
催
し
た
。

վ
ݩ
満
１
５
０
年
と
な
る
10
月
に
向
け
て
、
自
治
体
の

取
り
組
み
は
ॱ
ௐ
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
、特
௃
的
な
取
り
組
み
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

（
２
）
複
数
の
自
治
体
に
よ
る
連
携

ま
ず
は
、
ෳ
਺
の
自
治
体
に
よ
る
連
携
で
あ
る
。
特
に

目
立
つ
の
は
、か
つ
て
薩
長
౔
ං
と
よ
ば
れ
た
鹿
児
島
県
、

山
ޱ
県
、
高
஌
県
、
ࠤ
լ
県
に
よ
る
「
ฏ
成
の
薩
長
౔
ං

連
合
」
で
あ
る
。
ࡢ
年
10
月
に
౦
ژ
Ϗ
ッ
グ
α
イ
ト
に
て

明治 150年記念貨幣（上：表面 下：裏面）
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で
܁
り
広
͛
ら
れ
た
ฺ
ୢ
ઓ
૪
に
つ
い
て
も
、
地
域
を
ӽ

え
た
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
。
ܹ
ઓ
の
෣
୆
と
し
て
஌
ら

れ
る
会
௡
若
দ
ࢢ
で
は
、
௽
ἃ
৓
ఱ
क
ֳ
で
の
１
年
を
௨

͡
た
展
示
や
ࢢ
ຽ
２
０
０
人
も
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
参
加
し

た
「
オ
ペ
ラ
ന
ދ
」
の
上
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
現
ࡏ
、
෱

島
県
立
ത
෺
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
企
画
展
「
ฺ

ୢ
ઓ
૪
１
５
０
年
」
は
、
Ԟ
Ӌ
ӽ
ྻ
藩
ಉ
ໍ
と
し
て
共
に

ઓ
っ
た
長
岡
藩
、
ઋ
୆
藩
Ώ
か
り
の
地
で
あ
る
新
ׁ
県
立

歴
史
ത
෺
館
、
ઋ
୆
ࢢ
ത
෺
館
を
巡
回
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
と
い
う
。
ന
Տ
ࢢ
な
ど
に
お
い
て
も
イ
ベ
ン
ト
が
活
発

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
広
く
自
治
体
を
ԣ
அ
し
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
他
に
、
ۙ
ྡ
す
る
自
治
体
で
あ
る
෋
岡
ࢢ
、
҆
中

ࢢ
、
ܰ
Ҫ
୔
ொ
が
、
෋
岡
੡
ࢳ
৔
、
Ӓ
ණ
ୈ
ࡾ
ڮ
ྊ
、
چ

ࡾ
ּ
ϗ
ς
ル
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
Ϧ
ー
を
実
施
し
た
り
、

明
治
期
の
మ
ಓ
遺
࢈
が
਺
多
く
現
存
す
る
長
඿
ࢢ
、
ರ
լ

合
ಉ
ϑ
Ỽ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
ほ
か
、
各
県
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
Ϧ
ー
の
実
施
や
ߤ
ۭ
会
ࣾ
と
連
携
し
た
ཱྀ
行
঎
඼

や
ׂ
引
運
௞
の
設
ఆ
な
ど
෯
広
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
چ。

܉
ߓ
̐
ࢢ
の
連
携
も
特
௃
的
だ
。
ԣ
ਢ
լ
、
ޖ
、
ࠤ

世
保
、
෣
௽
の
̐
ࢢ
は
、
明
治
期
に
ւ
܉
の
機
関
で
あ
る

௟
क
府
が
置
か
れ
、
܉
ߓ
౎
ࢢ
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

現
ࡏ
は
、
ฏ
࿨
࢈
業
ߓ
࿷
౎
ࢢ
と
し
て
歴
史
の
̥
̧
に
౒

め
て
お
り
、
ฏ
成
2ÿ
年
に
は
文
化
庁
の
日
ຊ
遺
࢈
に
も
ೝ

ఆ
さ
れ
て
い
る
。こ
の
̐
ࢢ
が
明
治
１
５
０
年
に
当
た
り
、

各
౎
ࢢ
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
Ϧ
ー
や
౦
ژ
で
の
̐
ࢢ
合
ಉ

の
ϑ
Ỽ
ー
ラ
ム
の
開
催
等
を
実
施
し
て
い
る
。
各
౎
ࢢ
の

イ
ベ
ン
ト
も
ੵ
極
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
̝
̥

ớIUUQ���X
X
X
�LZVHVO�KQ�

Ờ
を
௨
͡
て
೺
Ѳ
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ນ
຤
か
ら
明
治
に
か
け
て
چ
ນ
府
܉
と
新
政
府
܉
の
ؒ

ࢢ
、ೆ
ӽ
前
ொ
が
、「
෱
࣎
県
ڥ
మ
ಓ
遺
࢈
回
࿓
」
と
し
て
、

域
内
の
ۙ
代
化
遺
࢈
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
Ϧ
ー
や
ۙ
代
化

遺
࢈
を
ς
ー
マ
と
し
た
ύ
ン
ϑ
Ϩ
ッ
ト
の
作
成
、
Ψ
イ
υ

ݚ
म
会
な
ど
を
実
施
し
連
携
を
図
る
な
ど
、
ۙ
ྡ
に
あ
る

資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
自
治
体
の
連
携
も
見
ら
れ
る
。

（
３
）
郷
土
の
歴
史
を
知
る

こ
の
機
会
に
地
域
の
ॅ
ຽ
の
方
に
֗
の
歴
史
を
վ
め
て

஌
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
意
識
し
た
取
り
組
み
も
あ
る
。

特
に
目
立
つ
の
は
、
ژ
౎
ࢢ
で
あ
る
。
ژ
౎
は
明
治
ҡ
新

で
౎
の
地
Ґ
を
ࣦ
い
、
人
ޱ
が
３
෼
の
２
に
ݮ
少
す
る
な

ど
大
き
な
ة
機
に
௚
面
し
た
。
し
か
し
、「
ま
ち
ͮ
く
り

は
人
ͮ
く
り
か
ら
」
と
、
全
国
に
先
ۦ
け
て
小
学
校
を
創

設
す
る
と
と
も
に
、
ඐ
ഀ
ބ
ૃ
ਫ
の
ݐ
設
、
日
ຊ
ॳ
の
事

業
用
ਫ
力
発
ి
ॴ
の
Ӧ
業
等
の
先
進
的
な
取
り
組
み
に
௅

ઓ
し
、
今
日
の
発
展
の
ૅ
を
ங
い
た
。
そ
こ
で
、
明
治

軍港 4市スタンプラリー

企画展「戊辰戦争 150年」
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１
５
０
年
の
અ
目
に
、
当
時
に
ژ
౎
で
行
わ
れ
た
こ
と
、

先
人
が
行
っ
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
そ
の
ތ
り
を
共
有
し

今
と
未
来
に
活
か
す
「
ژ
౎
の
キ
η
キ
・
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
」

を
実
施
し
て
い
る
。
１
月
に
「
ژ
౎
・
明
治
１
５
０
年
シ

ン
ϙ
ジ
΢
ム
Ỗ
ࠔ
難
に
立
ち
向
か
い
、
ژ
౎
の
未
来
を
ม

え
た
ࢢ
ຽ
の
力
Ỗ
」
や
ऽ
上
発
ి
ॴ
特
別
見
学
会
を
開
催

し
た
ほ
か
、
日
ຊ
ॳ
の
小
学
校
で
あ
る
「
൪
組
小
学
校
」

の
歴
史
を
学
Ϳ
講
࠲
や
企
画
展
、
明
治
時
代
に
盛
ん
に
活

用
さ
れ
な
が
ら
も
、
మ
ಓ
や
ಓ
࿏
等
の
交
௨
໢
の
発
ୡ
に

൐
い
আ
々
に
そ
の
਺
を
ݮ
ら
し
࢟
を
ফ
し
た
ඐ
ഀ
ބ
ૃ
ਫ

௨
ધ
の
෮
活
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

Ѫ
ඤ
県
の
Ӊ
࿨
島
ࢢ
で
は
、「
明
治
１
５
０
年
」を
機
に
、

ࢢ
内
出
਎
で
日
ຊ
ॳ
の
法
学
ത
࢜
と
な
っ
た
ึ
ੵ
௠
重
の

ݦ
জ
事
業
を
始
め
、
Ғ
人
の
生
き
方
や
、
当
時
の
文
化
・

ٕ
ज़
に
৮
れ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
ॅ
ຽ
の
方

に
地
ݩ
の
魅
力
を
࠶
ೝ
識
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
発
展

に
つ
な
͛
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
地
域
に
ର
す
る
Ѫ
ண
が
૿

し
、今
後
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

（
４
）
県
全
体
の
活
性
化
を
狙
う

「
明
治
１
５
０
年
」
を
県
内
全
域
の
活
性
化
の
契
機
と

し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。
高
஌
県
で
は
、
県
内
各
地

に
点
ࡏ
す
る
2ü
の
歴
史
文
化
施
設
な
ど
を
活
か
す
ܗ
で
、

ນ
຤
ҡ
新
期
の
歴
史
を
巡
る
ത
覧
会
「
志
国
高
஌ɹ

ນ
຤

ҡ
新
ത
」
を
開
催
し
て
い
る
。
県
内
全
域
を
ର
৅
と
し
た

こ
と
に
よ
り
、
ࡔ
ຊ
ཾ
അ
は
も
ち
ろ
ん
、
自
༝
ຽ
ݖ
運
動

を
先
ಋ
し
た
൘
֞
ୀ
ॿ
や
、
日
ຊ
の
৩
࢈
興
業
の
発
展
に

ߩ
ݙ
し
た
ؠ
࡚
ከ
ଠ
࿠
、
さ
ら
に
は
ジ
ョ
ン
ສ
次
࿠
に
も

ス
ϙ
ッ
ト
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
ҡ
新
ത

で
は
、
多
く
の
؍
ޫ
٬
の
༠
٬
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
会
৔
で
あ
る
ത
෺
館
や
ඒ
ज़
館
な
ど
と
प

ล
の
歴
史
資
源
を
一
体
的
に
関
連
付
け
て
ຏ
き
上
͛
、
さ

ら
に
प
ล
の
৯
や
自
然
等
が
一
体
と
な
っ
た
प
༡
コ
ー
ス

や
バ
ス
な
ど
の
ೋ
次
交
௨
を
੔
උ
す
る
こ
と
で
、
県
内
の

歴
史
؍
ޫ
の
ج
൫
ͮ
く
り
を
図
る
と
い
う
。
ນ
຤
ҡ
新
ത

が
開
始
さ
れ
た
ฏ
成
2Ā
年
度
は
、大
Տ
υ
ラ
マ
「
ཾ
അ
伝
」

が
์
ө
さ
れ
た
ฏ
成
22
年
度
を
௒
え
て
、ೖ
域
؍
ޫ
٬
਺
、

؍
ޫ
総
ফ
費
ֹ
共
に
、
ա
ڈ
࠷
高
を
ୡ
成
し
て
い
る
そ
う

で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
取
り
組
み
が
県
全
体
の
؍
ޫ
の
ఈ

上
͛
を
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
５
）
未
来
へ
つ
な
ぐ

若
者
を
意
識
し
た
取
り
組
み
も
目
立
つ
。
例
え
ば
、
̓

月
に
開
催
さ
れ
た
「
ฌ
ݿ
県
政
１
５
０
प
年
記
念
式
典
」

に
お
い
て
は
、「
ฌ
ݿ
の
未
来
を
創
る
」
と
୊
し
、
小
学

生
の
作
文
コ
ン
Ϋ
ー
ル
༏
ल
作
඼
の
発
ද
、
全
日
ຊ
合
唱

コ
ン
Ϋ
ー
ル
全
国
大
会
で
ड
৆
を
し
た
中
学
生
に
よ
る
合

唱
、「
高
校
生
が
ߟ
え
る
県
政
１
５
０
प
年
記
念
事
業
」

と
し
て
県
立
高
校
生
が
ߟ
え
た
プ
ロ
ジ
ỻ
Ϋ
ト
の
報
ࠂ
を

ϝ
ー
ン
に
ਾ
え
、
未
来
を
強
く
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
５
月
に
開
催
さ
れ
た
鹿
児
島
県
の
「
明
治

ジョン万次郎資料館（高知県土佐清水市）

蹴上発電所特別見学会の様子
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に
お
い
て
西
郷
隆
盛
に
ち
な
ん
だ
地
を
巡
り
つ
つ
自
然
や

伝
統
芸
能
を
体
験
す
る
青
少
年
育
成
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
事
業
面
で
も
若
者
の
育
成
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。

「
明
治
１
５
０
年
」
で
は
、
明
治
期
を
振
り
返
り
、
将
来

に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
、
そ
の
意
義
に
か
な
っ
た
も
の
と
も
い
え

よ
う
。

歴
史
資
料
を
遺
そ
う

こ
の
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
全
国
的
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
き
て
い
る
が
、「
明
治
の
歩
み
を
つ
な

ぐ
、
つ
た
え
る
」
と
い
う
趣
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
存
す

る
歴
史
資
料
を
次
世
代
に
遺
し
て
い
く
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
政
府
で
は
、「
明
治
１
５
０
年
」
を
機
に
、

公
文
書
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
よ
う
と
、
各
行
政
機
関
及

び
独
立
行
政
法
人
な
ど
に
お
い
て
、
明
治
時
代
に
作
成
さ

れ
た
公
文
書
で
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
が
可
能
な
も
の

が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
か
総
点
検
を
行
っ
た
結
果
、
約

８
０
０
０
件
の
公
文
書
を
発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

公
文
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
の
重
要
な
一
コ
マ

を
示
す
も
の
な
の
で
、
自
治
体
に
お
い
て
も
、
そ
の
保
存
、

利
用
を
進
め
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
大
切
な
こ
と
だ
と
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
岡
山
県
で
は
、
歴
史
公
文
書
を
編
纂
し

て
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
日
頃
よ
り

熱
心
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、今
回
の
「
明

治
１
５
０
年
」
に
お
い
て
も
、
企
画
展
の
ほ
か
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
や
館
長
に
よ
る
講
演
会
な
ど
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
他
の
自
治
体
に
お
い
て
も
、
独
自
の
取
り
組
み

が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
き
が
少
し

で
も
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
確
か
に
歴
史
資
料

１
５
０
年
記
念
式
典
」
は
、
明
治
２
０
０
年
を
背
負
う
こ

と
に
な
る
子
供
た
ち
に
先
人
た
ち
の
志
を
伝
え
、
未
来
へ

向
け
て
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
こ
う
と
、
県
内
の
小
中
高

生
約
２
３
０
０
人
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
内
容
も
、
高
校
生
の
創
作
オ
ペ
ラ
、
小
学
生
の
合
唱
、

中
高
生
の
弦
楽
四
重
奏
、公
開
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、

学
生
を
前
面
に
押
し
出
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て

い
る
。
鹿
児
島
県
で
は
、
か
つ
て
送
ら
れ
た
薩
摩
藩
英
国

留
学
生
に
ち
な
ん
だ
留
学
生
の
派
遣
事
業
や
、
沖
永
良
部

の
保
存
、
公
開
に
関
す
る
費
用
は
、
予
算
や
人
員
の
制
約

が
あ
る
中
で
大
き
く
拡
充
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
い
ず

れ
は
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
、
機
会

を
見
つ
け
て
、是
非
、取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

特
に
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
は
、
今
後
、
極

め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。国
に
お
い
て
は
、

「
明
治
１
５
０
年
」
を
機
に
、
明
治
期
を
始
め
と
す
る
歴

史
的
な
資
料
に
つ
い
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
施
策
に

関
す
る
会
議
を
設
置
し
、
各
府
省
庁
の
情
報
共
有
・
施
策

の
連
携
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
各
自
治
体
に
お
か

れ
て
も
、
各
々
が
取
り
組
み
や
す
い
方
法
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
推

進
に
つ
い
て
は
、
明
治
１
５
０
年
に
限
ら
ず
特
別
交
付
税

の
制
度
も
措
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、運
用
面
に
お
い
て
も
、

国
立
公
文
書
館
に
よ
る
標
準
仕
様
書
の
配
布
や
訪
問
説
明

等
の
支
援
も
あ
る
の
で
、
是
非
、
活
用
を
検
討
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。

お
わ
り
に

以
上
、「
明
治
１
５
０
年
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
自

治
体
の
動
き
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
た
。
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
も
の
の
他
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
や
特
性
を

活
か
し
た
取
り
組
み
が
多
く
あ
る
が
、
こ
の
「
明
治
１
５

０
年
」
を
契
機
と
し
て
、
地
域
の
新
た
な
魅
力
が
掘
り
起

こ
さ
れ
、
今
後
の
地
域
振
興
に
結
び
付
い
て
い
け
ば
、
担

当
者
と
し
て
も
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
満
１
５
０
年
で
あ

る
10
月
23
日
が
目
前
に
迫
り
、「
明
治
１
５
０
年
」
も
残

す
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
引
き
続
き
、
各
地

域
に
お
い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

武庫川女子大学附属中学コーラス部による合唱の模様（兵庫県政 150周年記念式典）
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過去に学んで未来をつくる～周年を契機に～

富山県（p12-13）
富山もようのタペストリーが飾られた北陸新幹
線開業祝賀会が開催されたホテル

4 新潟県新潟市（p10-11）
新潟開港150周年を記念して、古町芸妓と専
門学生が開発した「波と雪のパンケーキ」

3

山形県南陽市（p８-９）
市制施行50周年で行われたワークショップ
2

滋賀県日野町（p16-17）
近鉄日野線の駅舎建設100年を機に駅舎を再生し、竣工式が行
われた

6

北海道（p６-７）
世界自然遺産・知床の山々とシンボルマーク
1

長野県（p14-15）
長野県歌制定日に松本市のサッカー場でキック オフ イベント
5

●1

●2
●3

●5
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